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仙台市の文化財行政に対 し、日頃の市民各位からの御協力をいただき、心から感謝申し上げ

ます。

このたび、仙台市富沢に所在する山口遺跡の正式報告書を刊行するはこびになりました。こ

の遺跡をとり囲む一帯は,区画整理により宅地化 されることになり、当教育委員会では土地

区画整理組合と協議 し、去る昭和53年 3月 から54年 12月 まで 3次 にわたる発掘調査 を行なって

まいりました。それに引き続 き、55年 6月 から本報告書作成のための整理に努力してまいりま

した。この間、数多くの方々からご指導ご協力をいただき、重ねてこの紙面をもってお礼申し

上げます。

さて、この地区は、東耳ヒーの区画整理事業として宅地に変貌 し終 えようとしていますが、今

後、当市の事業として地下鉄建設、総合体育館建設が予定されており、これからの調査の参考

としても、本報告書の刊行が待 ち望まれており、今後の文化財行政の指針 ともなり得るものと

考えております。

ところで、気川の氾濫原の中に所在している当遺跡は、調査成果からもうかがえるように、

これまでの調査では類例のあまりない沖積地における縄文時代の遺構の在 り方や生活環境の在

り方を解明する上で貴重な資料となることと考えられます。

このことを踏まえ、多くの資料 を提示 し、一般市民及び研究者の参考となるよう努めてまい

りましたが、膨大な資料をかかえ、期間に追われる状況の中での作業にならざるを得ず、筆の

足 りない点も少なからずあるかと考えられます。ご批評、ご指導をいただき、今後の参考とし

ていきたいと存 じます。今後とも仙台市の文化財行政に対する格段のご協力をお願いいたしま

す。

昭和56年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎



例

1.本書は、仙台市富沢長町土地区画整理事業に伴 う山口遺跡第 1次～第 3次調査 に関する本

報告書であり、すでに公表 された略報告書等 に優先するものである。

2.報告書作成のための整理は佐藤洋・吉岡恭平が担当 し、編集は佐藤洋・吉岡恭平・篠原信

彦・結城慎―が協議 して行なった。

3.本文の執筆は佐藤洋 。結城慎―・篠原信彦・吉岡恭平が担当 し、石器は藤原妃敏氏 (東北

大学院生)、 花粉は安田喜憲氏 (広島大学)に お願いした。分担は、本文目次 に明示 した。

4.作図、写真撮影 については下記のとおり分担 した。

遺構 トレース ーー 小倉啓子

遺物実測 (土器、土製品)一― 佐藤洋、吉岡恭平、佐藤政人、佐藤憲一、松本糸屯子、毛利貴洋、

阿部多津子、渡辺晶絵、佐藤正弘、大場拓俊、鈴木勝子、玉水真里子、相沢美智子、佐藤明子

遺物 トレース (土器、土製品)一― 結城慎一、吉岡恭平、小倉啓子、松本糸屯子

石器実測、 トレース ーー 藤原妃敏

遺構写真 一一 渋谷孝雄、佐藤洋、工藤哲司、結城慎一

遺物写真 一一 佐藤洋、毛利貴洋、藤原妃敏

5。 発掘調査及び遺物整理 において、下記の方々及び機関に助言協力を賜った。 (敬称略 )

安田喜憲 (広 島大学総合科学部助手)、 小野泰正 (岩手大学人支社会学部教授 )、 星川清親 (東

北大学農学部教授 )、 玉手英夫 (東イヒ大学農学部教授 )、 平川南 (東北歴史資料館 )、 自′烏良― (多

賀城跡調査研究所 )、 遊佐五郎、阿部恵 (宮城県文化財保護課)、 佐々木隆 (仙台市科学館)、

高取知男 (仙台市健康都市建設推進事務局)、 筑波学園都市農林省農業技術研究所、農林省東

北農業試験所

6.本報告書中の土色 については、「新版標準土色帳」 (/Jヽ 山、竹原 :1973)を 使用 した。

7.遺構図版中の水糸 レベルは海抜高を示す。

8。 本文中の網代の編み方の説明は、経の条に対する緯の条の編まれ方で統一 した。

9。 本報告書に掲載 した地形図は、国土地理院発行の 2万 5千分の 1「仙台南西部」、「仙台南

東部」を使用 した。

10,転回して器形の復元実測を行なったものについては、中心線 を一点鎖線で示 した。

11.断面実測のうち、接合面が確認できるものについては、そのまま実測図に示 した。

12.図 版中の石には「 S」 の記号を付 して表現 した。

13.文 中の敬称は省略 させていただいた。

14.本遺跡の出土遺物は、仙台市教育委員会が一括保管 している。

ロ



調 査 要 項

遺 跡 名 称 山口遺肋 (C-233)

所  在  地 仙台市富沢字山口、字下ノ内浦外

調 査 主 体 仙台市教育委員会

仙台市富沢長町土地区画整理網八

調 査 担 当 仙台市教育委員会社会教育課文化財調査係

担 当 職 員 第 1次調査 結城慎一、工藤哲司

第 2次・第 3次調査 渋谷孝雄 (昭和55年 3月 退職)、 佐藤洋

調 査 期 間 第 1次調査 昭和53年 3月 1日 ～ 3月 31日

第 2次調査 昭和54年 6月 4日 ～12月 10日

第 3次調査 昭和54年 10月 15日 ～11月 30日

調査対称面積 1次調査  250∬ (調査面積 180ゴ )

2次調査  800∬ (調査面積 800∬ )

3次調査 1,050∬ (調査面積 444∬ )

調査 参 加 者

(第 1次調査)阿蘇幸二、阿部徳四郎、入間川富市、小沼ちえ子、小池英子、鈴木よしゑ、鳴

瀬光之、巻野俊夫、松本寿一、真山尚幸、三塚正子、森節子、(故)関根平次

(第 2次調査)調査補助員 :森剛男、石黒伸一朗、柳田俊雄 (現・帝塚山大学助手)

参 加 者 :阿蘇幸二、阿部徳四郎、伊藤清之助、入間川富市、太田春雄、小

沼ちえ子、柿沼勝信、柿沼敏朗、門脇郁子、川村裕之、木村一之、

小池英子、郷古孝一、今野和枝、佐伯みつえ、坂忠彦、佐藤憲一、

佐藤政人、佐藤正弘、白井一夫、菅原みほ子、鈴木よしゑ、高島

芳弘、高野晃、中沢さつき、中沢裕一、成沢真喜子、三塚正子、

村上昭弘、森節子、森屋アキ子

整理担当職員 佐藤洋、吉岡恭平

整 理 参 加 者 相沢美智子、阿部多津子、伊藤清之助、入間川富市、大場拓俊、小倉啓子、小

沼 ちえ子、小池英子、佐伯みつえ、佐藤憲一、佐藤政人、佐藤正弘、佐藤真貴、

佐藤明子、菅原みほ子、鈴木勝子、鈴木よしえ、玉水真里子、松本純子、三塚

正子、毛利貴洋、森節子、森剛男、渡辺晶絵

調 査 協 力 日東建設株式会社・荻野工務店



第 I章 は じ め に

1.調査に至る経過

近年、仙台市では、東北自動車道の開通や東北新幹線・地下鉄の建設予定など都市機能の整

備が充実 され、こうした現象 と相 まって、人口が急速 に増加 している。このような状況下にお

いて、宅地開発事業の増加 という現象もまた当然の帰結であろう。仙台市及び周辺部の宅地開

発はすさまじい限 りである。

仙台市南部の富沢・長町地区も水田をつぶ して土地区画整理が開始 された。昭和51年 の水路

工事の際に遺物 (土師器)が表採 されたため、小字名をとって、山口遺跡 (仙台市文化財登録

番号C-238)と して登録 した。昭和53年 に、遺跡内において、道路に沿った水路建設が計

画され、同年 3月 1日 からlヶ 月間、水路建設に先立って第 1次調査が行なわれた。この調査

の詳細 については別項にゆずるが、その除、縄支土器が出土 し、平安時代の生活面の下位に、

縄文時代の遺跡の存在が予想 されるに至った。

第 2次 。第 3次調査の契機は、遺肋内において下水道管埋設工事が計画 されたことに始まる。

仙台市富沢 。長町土地区画整理組合との協議の結果、仙台市教育委員会が事前調査 を行なうこ

とになった。調査は、第 1次調査 をふまえて、平安時代の生活面に限らず、より下位 に存在す

ると予想 された縄文時代の包含層及び遺構 も対象として、昭和55年 4月 10日 より開始 した。

遺 跡 の 環 境

(1)地 形 (第 2図 )

仙台市の東部 には、海岸沿いに幅約10kmに およぶ海岸平野がみられ、宮城野海岸平野 と呼ば

れている(地学団体研究会仙台支割
`編

。1980)。 この平野は、仙台平野の中央部に位置 し、その

一部 を構成 している。この海岸平野には、阿武隈川、名取川、七北田川の大小の河川が曲流 し、

仙台湾に注いでいる。

この うち、遺跡の南根1を 東流する名取川は、奥羽山系の南大東岳付近に源 を発 し、多くの段

丘地形 を発達 させた。特に、名取川の支流である広瀬川は、仙台市街地において多くの段丘群

を形成 し、地形学上の標式的段丘 となっている。これらの段丘は、古期から、青葉山段丘、台

ノ原段丘、上町段丘、中町段丘、下町段丘の大 きく5つ に分類 されている。また、名取川の下

流域の右岸には、開析の激 しい山地性の高館丘陵、左岸には、残丘が多く、起伏の大 きい山地

性の蕃山丘陵が存在 し、その東側 には、青葉山段丘が連なる。さらに、蕃山丘陵の南束には、

先の 5つ の段丘に対比 される規模の小 さな段丘が数多く発達 し、多くの追跡が散在 している。

また、蕃山丘陵 と高館丘陵 と沖積地の地形変換点には、名取川の新期堆積物が形成 した扇状



第 1図 山口遺跡位置図
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第 2図 仙台平野の微地形分布 (松本原図)

地性沖積面が広がっており、数多くの遺跡が散在 している。この扇状地性の沖積面は、名取川

左岸では郡山低地、右岸では名取低地 と呼ばれる。山口遺跡は、この郡山低地 (扇状地扇央部

から扇端部にかけて)上 に存在する。名取低地 とともに郡山低地には、名取川が形成 した自然

堤防、ポイントバー、後背湿地等、平野部の典型的な地形 をみることができる。名取川の一支

流である旅川は、蕃山丘陵中に存在する太白山周辺 に源 を発 し、名ITK川 が形成 した後背湿地帯

を曲流 して r。
・り、頻繁に洪水 を起 こしていた。

本遺跡は、名取川が形成 した自然堤防上に立地 し、すぐ南側 には、蕉川が東流 している。調

査区域内には旧河道が 2本みられ、平安時代の古焦川の流路 と考えられる。平安時代後半には

この旧1可道は、ほぼ完全に埋没 していたであろう。 したがって、古旅川は、自然堤防 を浸食し

つつ、流路 を南側へ移 して、現在の流路 となったものであろう。
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(2)地   質

宮城野海岸平野の基盤は、北部では中生代三畳紀の粘板岩 (利府層)があり、アンモナイト

等の化石が見つかっている。東部の福田町付近では、地下約 100mに 利府層と思われる粘板岩

が確認されている。また、南部では、岩沼・亘理付近で古生代と思われる粘板岩や千枚岩質の岩

石 (割山層)、 そして花筒岩類が存在する。

名取川周辺の沖積層は、層厚60～80mに 及び、下部では河床の堆積物である砂礫層が厚 く堆

積 し、上部では陸成や海成の砂層・シルト層・粘土層の互層によって、沖積層が形成されてい

る。名取川扇状地では、堆積速度が速 く、海成層の発達は悪い。

山地や丘陵部に転 じると、名取川周辺では高館層・茂庭層・旗立層等が中流域でみられ、支

流の気川の上流域では旗立層や綱木層等がみられる。これらは、いずれも第二糸己中新世の名取

層群の一部を構成 している。名取川は、中流域で最も浸食が著 しく、扇状地の新期堆積物は、

前述の名取層群や周辺の第四紀の段丘堆積物等によって構成されている。第 3次調査の深掘 り

トレンチでは、地下約 3mの砂礫層中に木葉の化石がみられることからも、上流から運ばれた

堆積物であることがわかる。また、前述 した名以層群中、高館層は玄武岩・複輝石安山岩・集

塊岩・凝灰岩等で構成されている。茂庭層は、礫岩・石灰質砂岩で構成され、有孔虫・貝類・

サンゴ・サメの歯・パレオパラドキシアの歯等の化石を多く含む層であり、高館層に不整合に

のる。旗立層は、凝灰質砂岩・シルト岩等で構成され、貝類・有孔虫・海綿等の化石 を含み、

茂庭層に整合にのる。綱本層は、名取川の上流の釜房ダム・秋保付近にもみられ、大山礫凝灰

岩・凝灰質砂岩・礫岩等からなり、上流では軽石質凝灰岩が分布する。

ところで、本遺跡の調査結果から、扇状地上の自然堤防では、大別すると黒色シル トと黄褐

色シルト及び砂層の互層によって土層が構成され、黄褐色土層中には、凝灰質砂岩等の砂礫が

認められることから、河川の堆積物であることが明瞭である。また、古墳時代に相当する土層

にもマ トリックスは黒色シルトであるが、前記した礫が多く混入 している。したがって、古墳

時代以降平安時代前半までは、河川の影響が大きかったと考えられる。逆に、縄支時代中期か

ら後期にかけては、粒子のほぼ均―な黒色シルトで構成され、クラックもよく発達 して、堆積

速度はゆるく、河川の影響が少ない比較的安定 した地盤であったと推定される。縄文時代につ

いてみると、松本 (1981)の指摘 した仙台平野の海水準変動は、約8000年 前から約5000年 前に

かけて上昇速度低下期となり、約5000年以降の安定期に入る現象と、前者は山口遺跡の形成期、

後者は最盛期にそれぞれほぼ一致する。

(3)歴史的環境

仙台市南部および名取市北部にかかる名取川の扇状地性沖積面は、谷口となる余方付近から

東方に広がり、また、蕃山丘陵、青葉山段丘の南面、さらに、高館丘陵東面には、各時代の遺



跡が綿々として存在 している。最近の各種開発に伴なう調査事例の増加に伴 ない、徐々に考古

学的な解明がなされつつある。ここでは、扇状地およびその周辺の遺跡について、各時代別に

概観 してみたい (第 3～ 12図・第 1表 )。

旧石器時代の遺跡は、現在 3ヶ 所が知 られている。青葉山遺跡では、ナイフ形石器、フレイ

ク等、金剛寺貝塚では、スクレイパーが採集 されている。また最近、上ノ台遺跡が調査 され、

大分県早水台遺跡の石器群 と類似 した、前期旧石器時代の文化唇 4枚 (チ ョッピングトゥール・

三稜尖頭器・ポイント等)、 後期 旧石器時代の文化層 5枚 (ス クレイパー・ナイフ形石器・ブ

レイ ド・石核等)が確認 された。地形的にみると、青葉山遺跡は青葉山段丘面 (最 高位面標高

約 200m)、 金剛寺貝塚は高館丘陵 (標高約 50m)、 山田上ノ台遺跡は上町段丘 (あ るいは台ノ

原段丘)に対比される河岸段丘面 (標高約50m)に位置 している。

縄支時代は、時期別に概観する。

早期の遺跡 はすべて段丘上 に存在 し、占地形態は、旧石器時代と共通性 を示す。 しかし、

この時期 を主体 とする遺跡はなく、あくまで客体的な存在である。早期末の条痕文系土器群 を

伴 なう時期の遺跡が多く、三神峯遺跡、萩 ヶ丘遺跡、北前追跡が知 られ、また、上 ノ台遺跡で

は、条痕文土器以外に、沈線支土器や貝殻腹縁文土器がわずかに出土 している。これらの追跡

はいずれも約30～ 50mの 蕃山丘陵南端に位置する段丘や青葉山段丘上に位置する。この時期 に

遺構が検出された遺跡は、現在皆無である。おそらく、分布の中心 となるのは、名取川の上流

域 (川崎盆地付近)や、中流域の河岸段丘上に立地することが予想される。中流域の中町段丘

(標高70～80m)に 対比 される面の川添東遺跡では、多くの条痕文土器が表採 されている。

前期は、図幅内では 7追跡確認 されており、早期に比べ増加の傾向を示 している。また、大

規模な集落跡の出現 もこの時期からであり、注 目される。三神峯遺肋や今負ヨ野遺跡 (住居50軒 )

は、集落跡 として認識できるが、他は遺物包含層が確認 されているにす ぎない。ところでこう

した生活様式の変化は、文化的に 1つ の画期 と見なしうるであろう。この時期の遺跡は、それ

以前と同様、扇】大地周辺の青葉山段丘や高館丘陵、また同丘陵の東端に連なる小規模な段丘面

を占地 している。

中期は14遺肋が確認 されており、前期の遺跡数の 2倍に増加 している。中期初頭は調査事例

が少なく不明な点が多い。山田上 ノ台追跡 において遺物包含層が確認 されている。初頭段階で

は低調であったと思われる。立地条件は中期段階でも、それ以前と同様、段丘上 を主な生活面

としていた。特 に山田・富田付近の扇頂部に規模の大 きな遺跡が点在 している。ところが、六

反田遺跡、本遺跡の調査の結果、扇央部の自然堤防上に前者では大木 8b式期の住居跡が、後

者では大木 8a式期 からの遺物包含層が確認 されている。このことは、扇状地性沖積面 (標高

約10m)ヵ汁ヒ較的安定期 に入 り、生活面の拡大に緊ったと考えられ注目されるところである。
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第 1表 名取川扇状地周辺の遺跡地名
追跡

番号
追  跡  名 所 属 時 期

逢跡

番号
追  跡  名 所 属 期

1 青 葉 山 遺 跡 旧石器 西 台 畑 追 跡 弥生・古墳

2 三 神 峯 追 跡 旧石器(?)・ 縄文(早・前。中) 春 日 社 古 墳 古墳

3 山田上 ノ台追跡 旧石器 (前  後 )・ 縄 文 (早・ 中 後 ) 鳥 居 塚 古 墳 古墳

4 金 剛 寺 貝 塚 旧石器・縄文 (前 ・中 後・晩 ) 54 王 の 壇 古 墳 古墳

5 萩 ヶ 丘 遺 跡 縄 文 (早・前・晩 )・ 平安 長 町 清 水 遺 跡 古墳

6 兜 塚 古 墳 縄 文 (早  前)古 墳 大年寺山横穴群 古墳 奈 良

北 前 追 跡 縄 文 (早 。中 )・ 平安 57 愛 宕 山 横 穴 群 古墳・奈良

8 紙 漉 山 造 跡 (未 登録 )縄 支 (前 )奈 良・平安 宗 禅 寺 横 穴 群 古墳・奈良

9 六 反 出 遺 跡 縄文(中・後・晩)弥生 古墳 奈良・平安 郡 山 追 跡 古墳・奈良

0 安 久 東 遺 跡 縄文(晩)弥生・古墳 奈良 平安・中世 ニ ツ 沢 横 穴 群 奈 良

1 羽 黒 台 遺 跡 古墳・奈良 平安 的 場 遺 跡 弥 生

羽 黒 堂 追 跡 古墳・奈良 平安 根 岸 遺 跡 縄文(中 )

3 汚 囲 通 遺 跡 奈 長 八木山緑町追跡 縄文(中 )

4 造 跡 古墳・奈良 向 山 高 裏 遺 跡 縄文 (中 )

卸 堂 平 追 跡 奈 良 平安 茂 ヶ 崎 城 跡 中世

清 太 原 西 遺 跡 縄文(中 )・ 奈良・平安 前 田 館 跡 中世

7 清 太 原 束 追 跡 縄文(中 )・ 奈良 平安 67 来 光 囲 追 跡 縄文(後 )・ 弥生 。平安

船 渡 前 遺 跡 縄文(中・後)弥生 奈良 平安 今 熊 野 遺 跡 縄文(前 )・ 弥生・古墳・奈良 平安

上  野  遺  跡 縄 支 (中 後 )・ 奈良 平安 真 坂 追 跡 縄文(中 後・晩)・ 弥生 奈良・平安

20 六 本 松 造 跡 奈良・平安 70 南 台 窯 跡 奈良・平安

21 鍛治屋 敷 A遺跡 奈 良 平安 71 下 中 東 違 跡 奈良 。平安

22 鍛治屋 敷 B遺跡 奈 良 平安 72 岩 口 上 追 跡 古墳・奈良・平安

23 富 沢 館 跡 奈 良 平安 中世 高 畑 追 跡 弥 生 奈良 平安

富 沢 清 水 追 跡 奈良・平安 74 鹿 野 東 違 跡 弥 生 奈良 平安

富沢上 ノ台遺跡 奈良・平安 75 上 町 追  跡 縄文 (中 )・ 奈良・ 平安

原 遺 跡 占墳 奈良 平安 川 上 遺 跡 縄 文 (後 )・ 弥生 奈良 平 安

27 土 手 内 横 穴 群 茶良 平安 77 東 内 館 遺 肋 平安

芦 ノ ロ 遺 跡 平 安 清 水 追 跡 弥生 古墳 平安 。中世

土 手 内 窯 跡 平 安 上 余 田 遺 跡 奈良・平安

砂 押 屋 敷 追 跡 平安 沢  目 追 跡 弥 生 奈良 平安

泉 崎 浦 遺 跡 縄 文 (後 )・ 奈良・平安 八 幡 追 跡 奈良・平安

32 山 口 追 跡 縄文 (中・後 )・ 弥生 。古墳・奈良 平安 北 野  横  穴 奈良 平安

33 袋 東 遺 跡 占墳 奈良 平安 熊 野 堂 横 穴 群 古墳・奈良

天 袋 Ⅱ 遺 跡 縄文 (後 )・ 奈良 平安 黒 崎 城 跡 中世

大 野 田 追 跡 縄文 (後 )・ 奈良・平安 小 館 追 跡 中世

伊 古 田 遺 跡 奈良・平安 熊 野 堂 大 館 跡 中世

関 場 進 跡 余 員 平安 大 F雪 図板碑群 中世

言 遺 跡 茶 良 平安 高 館 山 館 跡 中世

谷 地 田 遺 跡 奈良・平安 熊 野 経 塚 中世

安 久 追 跡 占墳 奈良 平安 大 館 山 館 跡 中世

遵 跡 平 安 遠 藤 屋 敷 跡 中世

中 田 南 追 跡 茶 良 平安 桑 島 館 跡 縄文(前 )。 中世

後 河 原 追 跡 平 安 八 反 田 追 跡 弥 生

栗 追 跡 吉墳 高 館 山 古 墳 古墳

二 神 峯 古 墳 古 墳 西 北 畑 追 跡 縄 文 (後)弥 生 古墳・平安

裏 町 古 墳 古 墳 箕輪A地区古墳群 古墳

47 金 洗 沢 古 墳 古 墳 箕輪B地区古墳辞 古墳

教 塚 古 墳 古墳 天 神 社 古 墳 占墳

金岡 八幡古墳 古墳 下 出 高 商 遺 跡 占墳

鹿野一丁 目追跡 古墳 100 熊 野 那 智 神 社 中世



ただ単に地形的な拡大だけなのか、生活様式の変化としての現象なのか今後の他地域 との比較

を含めた検討が必要である。

後期は、10遺跡が確認 され、中期よりやや減少傾向を示 している。 しかし、今後の調査 によ

つては、さらに増加する可能性があり、中期の遺跡数との比率 にさほどの差はないものと思 う。

占地 も中期 とほとんど変化はないが、沖積面への積極的な生活面の拡大を行なっている。こうし

た現象は、金剛寺貝塚の調査の結果から、後期後半から晩期 にかけての貝塚が確認 され、戯水

産から淡水産の貝類へ変化 し、名取川扇状地以南から阿武限川流域付近がしだいに陸化 しつつ

あった地域、あるいは、松島湾周辺の貝塚群 と好対照をみせている。

晩期は、6遺跡確認され、青葉山段丘や高館丘陵と扇状地の扇央部から扇端部にかけての自然堤

防上に分布する。遺跡数はかなりの減少傾向を示 している。現在、遺構 を伴 う遺跡は確認 され

ておらず、ほとんどが小規模な包含層である。むしろ、名取川の上流 に位置する川崎盆地 にお

いて比較的多くの遺跡が確認 されている。

弥生時代には、14遺跡が確認 され、晩期 に比べ 2倍以上の増加 を示 している。占地形態 をみ

ると、段丘上はわずか 2遺跡 にす ぎず、他はすべて扇央部から扇端部の沖積面 を生活の基盤と

している。縄文時代に比べ極めて異なった占地形態 を示 している。このような占地形態の差は、

農耕社会に発展 した 1つ の大 きな変化 と考えられる。

古墳時代になると、遺跡数は現在36遺跡 を数 える。占地形態は低位段丘や丘陵の縁辺部 に編

在する傾向が看取 される。また、扇央部から扇端部の自然堤防上に群在する。古墳群 にもやや

編在性が看取 されるようになる。青葉山段丘縁辺や焦川沿いにある名取川の自然堤防上のグル

ープと、名取川右岸の中田周辺のグループ、さらに図幅南端の段丘上の古墳群 (こ の古墳群は

雷神 山古墳 を中心 とした古墳群に包括 されるグループ)と 、大 きく3グ ループに分けられよ

う。横穴古墳 についても、愛宕山、向山、宗禅寺等の大年寺山周辺のグループ、三神峯の土

手内横穴群、熊野堂横穴群の高館 グループが分布 している。これらの古墳群の分布 と集落跡 と

の関係については、興味あるところである。

奈良時代は、50遺跡が確認 され、その大半は、沖積地 を舞台 として展開 している。特に自然

堤防に沿 うように分布 しているといえよう。また、段丘や丘陵にも遺跡が分布 しているが、こ

れらの遺跡は、はたして生活の基盤 を水田農耕に依存 していたのか、あるいは何 らかの専業集

団が居住 していたのか、興味のあるところである。また、名取川右岸の扇端部 には、比較的規

模の大 きな遺肋が集中 しているといえよう。古墳時代における開田の共同作業から発展 して、

家族 あるいは単位集団の労Tallに よって、一定の収穫 を維持できるほどに成長 したことを、この

時代の小規模な遺跡数の増加は示 しているのではないであろうか。 もちろん律令国家の統制に

よる社会的、政治的影響の側面も看過できない。



平安時代は、59遺跡が確認され、奈良時代と同様の占地形態 を示 し、ほとんどの遺跡が奈良

時代の遺跡と重複 している。また、現在のところ、唯―の生産跡 と考えられる名取市南台窯跡、

近接 して北野窯跡が存在 し、調査 を経てないが、奈良あるいは平安時代の所産と考えられる。

この時代の葬法は不明な点が多いが、安久東遺跡では土師器の合口甕棺が検出されている。こ

の図幅にはないが、周辺の沖積地や丘陵には、多賀城跡、陸奥国分寺跡、台ノ原窯跡群が存在

し、名取川中流域には嶺山C遺跡の鍛冶跡等があり、種々の機能をもつ追跡が散在し、複雑な

様相を呈するようになる。このことは、奈良時代以来の成長しつつある社会環境を反映してい

る。図示していないが、中世になると、館跡が丘陵や沖積地に築かれるが、一般の集落の実体

は不明である。わずかに、安久東遺跡の調査で、館跡の一部 と思われる遺構、また清水遺跡で

井戸が検出されているにすぎない。これらの遺跡の周辺に中世の古碑群が数多く点在している。

やがで中世末期以後の伊達藩の支配によって統一され、新たな時代を迎える。

以上、名取川が形成 した扇状地性沖積面、およびその周辺の丘陵や段丘に残された人間の活

動を素描 してみたが、まだまだ個々の遺跡の内容が不明なものが多く、極めて粗い素描となっ

た。また、今回対象とした地理的空間は、名取川が形成 した扇状地性沖積面とその周辺の段丘、

丘陵であり、一つの地理的まとまりを示すものであろう。この地域 に展開されてきた人間の行

動の軌跡 を歴史的に概観 した結果、一つの領域を設定 しえたものと思 う。旧石器時代以来形成

されてきた領域は、水田農耕に伴 う経済的、社会的変革によって崩壊が進行する。さらに、古

墳時代の再編成を経て、しだいに律令国家の統制に組み込まれ、かつての領域は消失 し、新た

な政治的領域の一部に包括 される。今後はさらにミクロ的視野に立って、地域の歴史的特徴を

把握 し、他の地域 との比較検討によって、マクロ的展開過程を把握 しなければならない。

引用 。参考文献

宮城県教育委員会 1976 宮城県遺跡地名表

宮城県教育委員会 1980 金剛寺貝塚・宇賀崎貝塚・宇賀崎 1号墳他

宮城教育大学考古学研究会 1972 「名取川水系遺跡分布調査 第 2次・第 3次調査予報」

宮教考古第 4号

宮城教育大学考古学研究会 1973 「名取川水系遺跡分布調査」宮教考古第 5号

松本秀明 1981 「仙台平野の沖積層と後氷期における海岸線の変化」地理学評論 第54巻

第 2号

地学団体研究会仙台支部編 1980 「新編仙台の地学」 宝文堂

なお、分布図の製作時に、石黒仲一朗氏、森剛男氏の径l協 力をいただいた。心より御礼申し

上げる次第である。



第 I章 第 2次 調 査

1.調 査 の 経 過

この調査は、区画整理地内道路敷地 に下水管が埋設される計画があるため、事前に行なった

ものである。遺跡の範囲 として遺跡分布図に線引きしていなかったところは既 に埋設工事が完

了しており、もちろん道路本体は舗装 されていないものの、水田の上 に盛土 されて形 をなして

いた。

このような状況の中で仮杭 を打 ち、まずバ ックホーで道路の盛土及び旧水田の田床下面まで

の土砂 を排除 した。この段階で道路中心線 を中軸として両側 に3m幅 、計 6m幅の トレンチを

設定 し、それぞれ第 1、 第 2、 第 3ト レンチとし、この 3本の トレンチの交わる地点 を第 4ト

レンチとした。また中心軸の両側 を第 1ト レンチではA、 B、 第 2ト レンチでは E、 F、 第 3

トレンチでは C、 Dと 分け、さらにそれらを3× 3mの グリットに分割 し、 1、 2、 3……と

呼称することにした。 しかしながら、実際の掘削段階では、境界線 と排土の問題があり、各 ト

レンチのグリットは 3× 2.5m程 にならざるを得なかった。

第 4層 上面で平安時代の面が確認 されたが、旅川の氾濫原であったため、その検出には困難

をきわめた。その後、試掘濤 を設定 し、その下の層のあり方 を確認 しながら縄文時代の包含層

を検出 した。再度バ ックホーを入れて縄文時代の包含層面 を全体的 に検出 した。縄文時代の遺

構はさほど多いものではなかったが、包含層は大別 して 3層確認 され、多量の土器片が検出さ

れた。

この調査期間中には、 6月 の梅雨、 9月 から10月 の台風の雨により、深 さ約 2mの トレンチ

内が水没することが度々あり、また第 1、 第 2ト レンチの南壁 をは じめとして、ほとんど崩落

するということもあり、調査 が遅れがちで、しかも遺物に層位不明のものが多少見 うけられる

状況 も生 じた。

2.基 本 層 序

2次調査区の基本層序は、縄文時代の包合層の存在の有無 を確認するために試掘 した、第 2

トレンチE-14区北壁に見 られる堆積層 を基本 とした (第 16図下段西半 )。 しかし、 第 9層 に

ついては第 2ト レンチ では認められず、第 1ト レンチ及び第 3ト レンチで観察 された層 をこれ

に該当させた。 また、盛土 については区別 した。

盛 土 最近の土地区画整理事業に伴って盛土 された土層である (現表土 )。

第 1層 2.5YR 4/1暗灰黄色粘土質シル ト。第 1層 は水田耕作土である。第 3ト レンチ

ではさらに細分 され、下部層は小礫 (径20mm前後)や 白色パ ミスを含む(lb層 )。
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盛土する前に削平を受けており、本来の地表面は不明である。わずかに土師器の

細片を合む。

第 2層  10Y R 4/3鈍 い黄褐色粘土質シル ト。第 2層 は第 1層 に伴 う床土である。この層

は、第 3ト レンチでは検出されない。

第 3層 2.5Y4/2黄灰色シルト。第 3層 は、少量の炭化物・マンガンを含む。本層はさ

らに2層 に細分されるが、第 3ト レンチでは区別できない。第 3ト レンチでは小

礫 (約 2 cm)及びパ ミスが含まれ、特に北部で顕著である。

第 4層 2.5Y5/3黄褐色シル ト。第 4層 は無遺物層 と考えられ、平安時代の住居跡や

濤はこの層を掘 り込んで構築されている。 1号河川跡及び 2号河川跡 に流れ込

んでいる。また、 1号河川跡では、 4層 の下部の堆積層中にも平安時代の遺物が

多く認められる。したがって、この 4層 は平安時代のある時期に短期間に堆積 し

た可能性が考えられる。本層には、酸化鉄・マンガン・炭化物 を少量含む。後述

する河川跡の堆積層はこの層を境に上部と下部に分離 した。

第 5層  10Y R 3/1黒褐色粘土質シルト。パ ミス及び凝灰質砂岩の粒子や酸化鉄 を合む。

クラックの発達が顕著である。古墳時代前半の遺物を包含するが、本層が古墳時

代に形成された層であるか明らかではない。第 3ト レンチではさらに a、 b、 c

に細分される。このうち、 3号濤は 5c層上面より検出された。

第 6層  10Y R 4/2灰黄掲シルト。パ ミス及び凝灰質砂岩の粒子そして粗砂を多く含み、

炭化物や酸化鉄をわずかに含む。

第 7層  10Y R 4/2灰黄褐色砂質シルト。凝灰質砂岩の粒子を多量に、マンガン・酸化鉄

をわずかに含む。

第 8層  10Y R 2/1黒色粘土質シルト。炭化物を合み、クラックの発達が顕著である。本

層は縄文時代後期の包合層であり、主に第Ⅵ群～第Ⅸ群土器を含む。

第 9層 2.5YR3/1黒褐色シルト質粘土。本層は、主に第 1・ 第 3・ 第 4ト レンチに存在

し、第 2ト レンチでは欠如しており、わずかに南壁の南西部で認められるにすぎ

ない。遺物の出土は極めて少ない。

第10層  10Y R 2/1黒 色粘土質シル ト。 大小の円礫・亜円礫 (2～ 20cm)を 含み、クラ

ックが認められる。本層は、復元可能な土器を多く合み、主に第Ⅳ群 。第Ⅶ群・

第Ⅸ群土器を合む。第 2ト レンチ東部では、 2層 に細分される。

第11層 黒褐色粘土質シルト。本層は、グライ化が顕著でさらに3層 に細分される。主に

第 I群～第Ⅶ群 。第Ⅸ群土器を合む。

a層  10Y R 3/1黒褐色粘土質シルト。遺物・サンドパイプを多量に合み、小円礫 (2



～ 5 cm)。 骨片 (骨粉)。 炭化物 を含む。円礫については、第10層 のものも同様で

あるが、遺物の集中する地点 (特 に第 2ト レンチ)に 多いことから人為的に運ば

れてきた可能性が考えられる。主に第Ⅵ群・第Ⅶ群土器を含む。

b層  2.5Y3/2黒 褐色粘土質シルト。遺物・サンドパイプを多く合み、小円礫・炭化物

を含む。このうち、円礫については、第 4ト レンチでは少なく、第 1。 第 3ト レ

ンチではほとんど見られない。主に第Ⅱ群～第Ⅵ群土器を合む。

c層  10Y R 3/3暗掲色粘土質シルト。わずかに焼土や骨粉を含む。第 2ト レンチのE

-10区 からE-13区 にかけてみられるが、他には存在 しない。ほぼ純粋な第Ⅱ群

土器の包合層であり、わずかに第 I群土器を伴 う。

河川堆積層

河川が埋没する過程で形成された層を対象とする。河川跡内には、基本層序の第 4層 の堆積が

認められたが、これは除外 した。また、この第4層 を境として上部と下部に分離される。上部の

堆積層は河川本来の堆積層ではなく、埋没後の凹地に堆積 した層であるが、河川跡内にほぼ納

まることから、一応ここで扱 うことにした。こうした現象は、 1号 。2号河チ|1跡 に共通 して認

められる。

1.1号河川跡堆積層 (第 3ト レンチ東壁セクション)(第 17図 )

(上部)1層  5Y5/1灰 色粘土質シル ト。炭化物・酸化鉄・パ ミス少量含む。

2層  10Y R3/1黒色粘土質シル ト。土器・炭化種子 (作物類)・ 炭化物・獣骨 (,焉 )

・パ ミスを含む。

3層  2.5Y4/2暗灰黄色粘土質シル ト。土器 。炭化物・酸化鉄 を含む。

4層  2.5Y5/3黄褐色シルト。酸化鉄・パ ミスを含み、特に下部には白色火山灰

のブロックを含む。

5層  2.5Y6/2灰黄色 シルト。白色火山灰 を多く合み、河川跡の両岸に顕著に認

められる。大山灰のブロックが連続 して認められることから、平安時代に

降下 した人山灰の 2次堆積層であると考えられる。

(下部)6層  2.5Y5/2暗灰黄色細砂。酸化鉄・炭化物を含む。

7層  2.5Y5/3黄褐色砂。酸化鉄を多量に含む。

8層  2.5Y5/2暗灰黄砂質シル ト。酸化鉄・土器を含む。

9層  7.5Y5/2灰 オリーブ砂質シルト。酸化鉄・土器少量含む。C-5区 より出

土 した,馬 の上腕骨及び木製品はこの層に対応する層より出土 している。

10層  10Y R 4/6褐 色砂。亜円礫 (0.5～ 3 cm)を 多量に含む。



11層  10Y R4/2灰 黄褐色シルト。パ ミス・暗褐色土ブロックを含む。

12層  7.5Y5/2灰 オリーブ色砂質シル ト。有機物 (木葉、果実)少量含む。

13層  10G5/1緑灰色細砂。有機物層と細砂の互層となる。

14層  10Y R3/2黒褐色シル ト。第 5層 、第 6層 の流入土と考えられる。

15層  10G Y4/1暗緑灰色細砂。有機物層と細砂の互層となる。

16層 10G5/1緑灰砂礫層。亜円礫 (0.5～ 20cm)を 多量に含み、土師器 。須恵器

を含む。

17層  5G4/1暗緑灰砂。

18層  10Y3/1オ リーブ黒色粘土。有機物と粘上の互層となる。このうち、有機

物層中に粗砂 を合む。

2.2号河川跡堆積層 (第 2ト レンチ北壁セクション)(第16図 )

(上部)1層  2.5Y5/2日 音灰黄色 シル ト。炭化物を少量合む。

(2層 )図 には現われないが、 1号河川跡 2層 に対応する層が存在する。馬の歯

1点が出土 している。

(下部)3層  7.5YR4/6掲色細砂。マンガンを少量含む。

4層  5G4/1暗緑灰細砂。下部に有機物 (本葉、樹皮等)を含む。

5層  5GY4/1暗 オリー刀仄色シル ト質粘土。黒色粘土層との互層となる。炭

化物 を少量含む。

6層 2.5GY4/1暗 オリーブ灰色粗砂。円礫 (1～ 2 cm)を 含む。

7層 2.5GY3/1暗 オリー刻天色シル ト質細砂。炭化物・黒色土ブロックを含む。

8層 10G Y4/1暗緑灰粗砂。円礫 (1～ 3 cm)を 少量合む。

以上、 1号・ 2号河川跡の堆積層について述べてきたが、 1号及び2号河川跡の堆積層の内

容に大きな差異が認められる。 2号河,H跡 については、充分な調査が行なえなかったが、遺物

は馬の歯以外はほとんど出土 していない。また、明確な有機物層や砂礫層は確認できなかった。

1号河川跡と2号河川跡の内容の差が、いかなる理由によるものかは明らかでない。

3.遺 構 と 遺 物

(1)縄文時代の遺構と遺物

1)遺物の分類基準

(I)土器の文様分類

文様は、施文方法や表現方法によって各時代 。各時期 さらに地域差や分布圏 を反映する。

この文様は、土器の属性の中でも、大きな比重を占めていると言えよう。ここでは、時期別を
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層位 土  色 土  性 備     考

7 7 5YR% 黒褐色 粘土質シル ト 細砂 を含む

7b 10YR% 暗褐色 砂 質 シ ル ト 細砂を含む
|

7c 10YR% 黒掘色 粘土質 シル ト |

第15図 第 1ト レンチ断面図 (南壁面)
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第17図 第 3ト レンチ断面図 (東壁面)



「群」で、文様類型 を「類」で示 し、さらに施文方法や表現方法によって分類できるものは、

細分化 した。

第 I群土器

本群は、口縁部 と胴部破片のみで、全体の器形 を知 り得るものはない。いずれも深鉢形土器

の破片である。

1類 地文に縄文 を施文 し、縦位の撚糸圧痕文と横位 に展開する平行沈線文 を施文する

口縁部。

2類 地文に縄文を施文 し、横位や維位の平行沈線文を施支 し、この沈線文間に波状沈

線文 を施文する胴部。

第Ⅱ群土器

本群は、第56図 1や第57図 1等、器形 を推定できるものは少なく、他はすべて破片である。

器形のバラエティーは見 られず、すべて深外形土器である。本群は、文様 を表現する沈線や隆

帯 によって 3類 に分類 される。

1類 縄文のみを施文するもの。本類 には、単節 と複節が存在 し、一般 に原体の節は大

きい。

2類 地文に縄文 を施 し、沈線 によって種々の文様 を表現するもの。本類は、沈線 によ

る渦巻文を特徴 とする。

3類 地文に縄文 を施 し、隆帯の貼 り付 けによって文様 を表現するもの。本遺跡 では、

破片が多いため、便宜的に 2種 に細分 した。

a.直線的あるいは曲線的な表現 をするもの。

b.渦巻支を表現するもの。

第Ⅱ群土器

本群 に属するものは極めて少なく、また全体の器形 を知 り得るものはない。いずれも深鉢形

土器の口縁部である。本群土器は、文様モチーフが縦位 に展開 し、大本 8b式 で盛行 した渦巻

文は退化する。ここでは、数量が極めく少ないため、文様の分類は行わなかった。

第Ⅳ群土器

本群は、大部分が破片で、第27図 に示 した埋甕跡の埋設土器が唯一器形のわかる例である。

本群は、施文方法によってさらに 3類 に細分 される。

1類 縄文のみを施文するもの。本類 には、単節 と複節の両者が存在 し、前者が多い。

2類 地文に縄文を施文 し、磨消縄文帯を隆帯 と沈線 (隆沈文)に よって区画するもの。

(本類に、充填縄文も合めた。)

3類 地文に縄文 を施文 し、磨消縄文帯 を沈線で区画するもの。(本類に充壊縄文 も含め



た。)

4類 地文に縄文 を施文 し、磨消縄文帯に円形の刺突文を施文するもの。

第V群土器

本群は、いずれも細片で全体の様相 を知 りえるものがないが、いずれも深鉢形土器ではない

かと考えられる。

1類 地文に網目状撚糸文 を施文 し、連続刺突文のある隆帯 を貼付するもの。

2類 無支帯に刻みのある隆帯 を貼付するもの。

3類 平行する沈線文間に連続刺突文 を施文するもの。

4類 地文に撚糸文を施文 し、平行沈線文に沿って連続刺突文を施文するもの。

第Ⅵ群土器

本群は、破片の出土数は極めて多いが、実測可能な土器は極めてわずかである。 したがって、

破片の文様で分類 を行っている。

1類 地文に縄文を施文 し、沈線文によって文様 を構成する深鉢形土器。

a.口唇部 に刻目をもつもの。本例はいずれも細片で、図示 し得なかった。

b.口縁部の無文帯 を隆帯で区画するもの。

c.口縁部無文帯 を 1条 の沈線で区画するもの。

d.口縁部無文帯 を2～ 3条の沈線文で区画するもの。

e.口唇部 に 1条 の沈線文 を施支するもの。

f.平行する数条の沈線文を孤状 に施支するもの。

g.曲線文をもつもの。 1～ 3条の沈線 によって表現 され、わらび手文や蛇行沈

線文を合めた。

h.渦巻状の沈線文 をもつもの。

i.同心円状の平行沈線 文 をもつもの。

j.横位の平行沈線文をもつもの。

k.平行する縦位沈線文 を施文するもの。

l.縦位の磨消縄文帯 をもつもの。

2類 地文に撚糸文を施文 し、沈線文によって文様 を構成する深鉢形土器。

a.口縁部無文帯 を 1条 の沈線で区画するもの。口唇部直下に施すものもある。

b.口縁部無文帯 を2条以上の沈線文で区画するもの。

c.口唇部 に条力滸黄位の撚糸文 を施 し、さらに、横位の隆帯 を貼付 したもの。

′  d.複 合縁 に近い隆帯 を貼付するもの。

c.円形竹管文を連続施文するもの。



f.同心円及び渦巻文 を施文するもの。

g.連続刺突文 を施文するもの。

h.平行沈線文を数条施文するもの。本例 には撮 伏に表現するものも含めた。

i.胴部に横位沈線文 を施文するもの。

i.曲線文 を施文するもの。沈線間 を磨消するものやわらび手文 を含めた。

k.縦位の沈線文を施文するもの。

3類 沈線文で構成 される深鉢形土器。

a。 口縁部付近に円形刺突文をもつもの。

b.横位の沈線文を施文するもの。 1条 ないし複数の沈線表現があり、特 に国縁

部付近 に多く認められる。

c.口縁部 に、楕円及び三角形の区画文 を施文するもの。

d.頸部及び胴部上半に、沈線 による楕円の区画文 を施文するもの。

e.半同心円状の沈線文を施文するもの。

f.カ ッコ状の沈線文及び斜位の曲線文 を施文するもの。およそ 3～ 5条の集合

沈線で構成 される。

g.fと 同様であるが、太い沈線 による曲線文を一括 した。

h.縦位の平行沈線文を施文するもの。稀 に 1条 の沈線で表現するものも存在す

る。

i。 その他の曲線文を一括 した。

4類 隆帯によって文様区画のなされるもの。本類は口縁部 に多く認められる。

5類 地文に縄文 を施文 し、さらに櫛描文で文様 を構成するもの。

6類 地文に撚糸文を施文 し、さらに櫛描文で文様 を構成するもの。

7類 地文に櫛描文を施文 し、さらに沈線文で文様 を構成するもの。

8類 無文部が主体 となる日縁部 を一括 した。

a.隆帯の貼付がみられるもの。 b.隆帯上に刺突のみられるもの。 c.口唇部

付近に刺突 あるいは刻目のみられるもの。 d.口縁部 に横位沈線支 (1条及び 2

条)を施文するもの。

第Ⅶ群土器

本群は、直線的、曲線的平行沈線で区画 をし幾何学的な文様 を構成する一群である。第Ⅶ群

土器 とは文様が横位 に展開する点で異なる。区画 された部分が磨消縄文となるものが多い。平

行沈線の状態、地文の有無、磨消縄文の効果等で以下の 9類型に分類 される。

1類 口縁部付近に刻目のある横位の隆帯 をもつもの。



2類  a.平 行沈線 による磨消縄文を施 されもの。

b.平行沈線による充填縄文 を施 されるもの。

3類 平行沈線 による幾何学文で構成 されるもの。磨消縄文帯は三角形や菱形になる。

4類 平行沈線による曲線文で構成 されるもの。

5類 地文に縄文を施文 し、平行沈線 による曲線文で構成 されたもの。磨消縄文のものと

そうでないものがある。

6類 平行沈線による幾何学的な文様構成 をもつもの。縄文等の地文は施 されず沈線の

みである。

7類 地文に縄文を施文 し、平行沈線 を斜位 に施文するもの。

8類 地文に縄文を施文 し、平行沈線 を横位 に施文するもの。

9類 口縁部 に平行沈線 を施文するもの。

第Ⅷ群土器

本群は、横位 に数段 にわたる直線的平行沈線文 を基本 とする一群である。磨消縄文になるも

の、内面への平行沈線文の施文、地文の種類等 により以下の 6類型 に分類 される。

1類 平行沈線による磨消縄文を数段重ねたもの。

2類 外面が無文 となり、内面に数段の平行沈線 を施文するもの。

3類 外面が無文となり、内面に連続刺突文 をもつもの。

4類 地文に縄文を施文 し、横位の平行沈線 を数条施文するもの。

5類 地文に撚糸文を施文 し、横位に平行沈線 を数条施文するもの。

6類 隆帯によって文様 を区画 し、その間 を円形刺突文によって構成するもの。

第Ⅸ群土器

本群は、地文として縄文・撚糸文・櫛描文等 を施文するだけの一群である。地文に加 えてさ

らに沈線文等 を施すなどの次なる工程がない装飾性の乏 しいもの一 粗製土器― として捉 えて

いる(注 1)。 地文の種類、口縁部の無文帯の有無等で以下の 8類型に分類 される。

1類 地文が縄文のもの。 さらに 3種 に細分 した。

a.斜行縄文のもの。

b.横走する縄文のもの。

c.内面に格子状沈線 をもつもの。

2類 地文が縄文と綾絡文のものЬ口縁部が無文帯になるものもある。

3類 地文が羽状縄文のもの。

4類 地文が撚糸文のもの。 さらに 2種 に細分 した。また、原体の太細、間隔の粗密、

2種類の原体使用などにより違いがみられるが細分はしなかった。



a.撚糸文のみのもの。

b.内面に格子状沈線 をもつもの。

5類 地文が網 目状撚糸文をもつもの。

6類 口縁部が無文帯 となるもの。地文の種類、無文帯の区画方法により細分 される。

a.地文が縄文となるもの。

a-1.区 画の文様がないもの。

a-2.無 文帯 を沈線文で区画するもの。

a-3.無 文帯 を押奈文で区画するもの。

a-4.無 文帯 を格条体圧痕文で区画するもの。

a-5.無 文帯 を隆帯で区画するもの。

b.地文が撚糸文のもの。

b-1.区 画の文様がないもの。

b-2.無 文帯 を沈線文で区画するもの。

b-4.無 文帯 を格条体圧痕文で区画するもの。

b-5。 無文帯 を隆帯で区画するもの。

7類 地文が櫛描文のもの。櫛歯状工具により1度 に数本描 くものと半裁竹管によるも

のとがある。

a.直線的表現のもの。縦位のものと横位のものがある。

b.曲線的表現 をするもの。

b-1。 「 ()」 状の文様 を連続施文す るもの。

b-2.流 水文風のもの。

b-3.同 心円を表現 したもの。

c.櫛歯の間隔の広いもの。

c-1.直 線的なもの。

c-2.曲 線的なもの。

8類 地文としては何 ら施文されず、無文のもの。

第π群土器

本群は時期不明の土器 を一括 したものである。

(注 1)第 Ⅱ章 3-(1)-4)「 土器の製作技術 について」 を参照のこと。

(1)石器の分類基準

山口追跡 においては、主に第 8～ 11層 にかけて、石器が出土 している。 しかし、石器群 を各

層 ごとに分割 した場合、数量的に全体 を代表できなくなる可能性が生 じる。 したがって、ここ



では、山口遺跡出土の全石器群を対象に、分類基準 を考察することとする。

まず、大まかな分類を以下のように規定する。

(1)打製石器一加撃 (percussion)に よる石器製作が行なわれているもの。

(2)磨製石器一研磨によって石器製作がなされているもの (敲打によって形を整形するものを

含む)。

(3)礫 を素材とし、それに使用痕が付されているため、石器と認定できるもの。

(4)石製品

(1)打製石器

① 劉片石器一石核から得られた石片 (剣片)を素材として、それに二次加工がカロえられる

ことによって完成する石器。

い 意識的に尖頭部 を形成する石器

意識的に尖頭部 を形成した石器は、尖頭部とその他の部位 (石鏃の基部は除外する)の外面

形の側辺部に不連続点があるか、ないかで三分される。

外面形に不連続点をもたない石器の長幅分布を第 2表 に示 した。(1)に 著 しい集中が認められ

る。更に(1)よ り長 く細身のもの一(2)一 と(1)と 長幅指数は変わらないが大形のもの一(3)― に区分

できる。これらを従来の定義に従って以下のように命名する。

第 2表 尖頭部を形成する石器長幅相関図

(1)の まとまリ ー 石鏃

(2)の まとまリ ー 石錐 I類

(3)の まとまリ ー ポイント

意識的に尖頭部 を形成する石器の中で、

外面形側辺部に不連続点をもつものを石錐

Ⅱ類 と定義する。以下、各種の細分の基準

についてのべる。

値)石鏃の細分

属性表 を第25表 に示 した。素材打点位置

とは、腹面に素材面 を残 している場合、先

端部 を上にした場合、打点がどこに位置す

るかを示 したものである。加工状況の両面

加工 とは、表裏いずれにも素材の面 を残 さ

ないもの、半両面とは片面に素材面 を残す

もの、周辺加工 とは、両面いずれにも素材

の面 を残すことを示す。



石鏃は基部の形態によって以下に細分される。

I類 ― 基部 が凸出するもの (凸基の石鏃 )。

a類 凸部が明確で、えぐり (か えし)が入 るもの。

b類 凸部が不明確でにぶ く尖がるもの。

Ⅱ類 ― 基部が平縁のもの (平基の石鏃 )。

Ⅲ類 ― 基部 が凹入するもの (凹基の石鏃 )。

●)石錐の細分

属性表 を第26表 に示 した。石錐は先にのべたように、外面形側面に不連続点 をもつものとも

たないものに分けられる。

I類 先端部 と基部の境界がないもの。 したがって全体的形状はポイント状 を呈する。

Ⅱ類 先端部 と基部の境界が明確 なもの。その形状、製作技術 によって細分可能である。

Ⅱa類 先端部が長 く、入念に両面から調整 されているもの。通例、基部 にも二次加工が

くわえられるのが普通である。

Ⅱb類 剣片の一端に小 さな尖頭部 を形成 したもの。ttU片 の尖鋭な部分 を選択 し、そこに

わずかな調整 を施 しただけのものである。外面形は、禁」片の形状 に左右 され、一定のか

たちをなさない。

Ⅱc類 先端部が複数形成 されているもの。

(c)ポ イントの細分

属性表 を第27表 に示 した。 2点のみ完形品が認められるだけなので、数量的に細分は不可能

である。

C3)意識的に尖頭部 を形成 しない石器

値)石匙 一 つまみ部 を形成 した石器

本来「つまみ部」 とは、他の属性 と相入れない独立 した属性ではない。 したがって、つまみ

部 を有 した尖頭器などが存在する場合には、石匙の定義は複雑 な問題 を含むこととなる。 しか

し、本遺跡出上のつまみ部 を有する石器においては、他の部位 に、必ず連続する二次加工 を施

された部位があることで共通する。ここでは、スクレイパーの一種 として、つまみ部 を有する

石器 を一括 して石匙 と定義する。

石匙の属性表 を第28表 に示 した。素材打点位置 とは、つまみ部 を上にした時、素材の打点の

位置がどこにくるかを示 したものである。つまみ形成 とは、つまみ形成の象」離が、腹面→背面

の方向でなされているものを「十」、背面 から腹面 になされているものを「―」 とした。素材

背面側 を表、つまみ部 を上にして、左右 を決定 し、十と―が複合する場合には、切 り合いの新

しい方 を上 に表示 している。主要な刃部がつまみ部 と相対する縁辺に位置する、いわゆる横形



の石匙は存在 しない。また、刃部の属性によって、細分するには、総数 7点 と量的に貪弱なた

め、一応、一括 して石匙としておく。

⑪ ピエス・エスキーユ

両極加撃の痕跡を残 し、しかも、二ヶ―対の潰れ状の刃部を有する四角形の石器をピエス・

エスキーユと定義する。

両極加撃の痕跡 をもつ刹離面は以下のような特徴 をもつので区分可能である。

・ 景」離面は平坦で、リングは密に認められる。

・ 鉄」離面の中に、反対縁に及び、しかも加撃方向が、いずれの側の方向からも向かうもの

が認められる。

潰れ状の刃部は、二ヶ―対であること、背面側、腹面側のいずれにも及ぶことを特徴とし、

二ヶ―対にならないもの、片面だけに景」離痕力壻忍められるものなどは除外する。ピエス・エス

キーユは、二 ヶ―対の刃部が一つであるか、二つであるか、また砕片が剣出された状況などか

ら細分できる。 しかし本追跡では数量的に乏しいため、一括 してとらえておきたい。

俺)そ の他の石器

従来、不定形石器、スクレイパーなどと規定されている石器である。これらの石器は現在の

ところ、明確な分類基準が確立していない。この原因は以下の二点に求められる。

。 これらの中に定型的石器の未成品を含む可能性が高いこと。各々の定型的石器の製作過

程が明らかにされ、未成品を除外 しない限り、本来のまとまりが明確にならない可能1生 力滴 い。

。 この種の石器の中には、単に機能部位を形成することのみを目的とするものが多く含ま

れている可能性が高いこと。したがって全体的な「形」を基準に分類を行なうことができない。

本遺跡でも、この種の石器は数量的には、鉄J片石器の主体を占めている。ここでは、この種

の石器を以下に三分 しておく。

④ 全体的外面形状にある程度のまとまりを有するもの。便宜的に不定形石器と総称する。

lEl連続的な二次加工をくわえることによって、刃部 を形成するもの。スクレイパーと総称

する。

④ 不定形石器

I類 ― 全体的形状は台形、もしくはほぼ楕円形を呈する。加工は両面加工、もしくは周辺

加工で、末端に平縁な刃部を形成するもの。石器の最大幅は刃部側もしくは中央部にある。従

来ヘラ状石器 と規定 されているものに最 も類似する。しかし、その刃部の加工方法、側辺部

の作り出しなどが異なっており、又、破損品が多いことなどから、あえて不定形石器の一類と

しておく。 (第 129図 15～ 18、 第134図 24)

Ⅲ類 ― 厚手の縦長景」片を素材として、側辺部、先端部に急角度な加工がくわえられ、先端



吉Ьが、にぶくとがるもの。(第134図 28、 29)

Ⅲ類 ―一剣片を素材として、折断を行なって一定の「形」をととのえた後、連続的な二次加

工をくわえたもの。形は三角形、もしくは四角形となるものが多い。厳密に折れ面が意図的な

ものか、破損によるものかを区別することは現状では難かしい。ここでは、二次加工が、折れ

面を切っているもの、もしくは折れ面に更に二次加工がくわえられているものを意図的な「折

り」と規定 した。

lul スクレイパー

連続的な二次加工によって刃部 を形成した石器。全体の形を一定にする意図は、あまり認め

られない。素材と刃部の相対的位置関係、刃部の形状によって以下に細分する。

I類 一 石器の長軸に平行な縁辺 (多 くは縦長素」片の側辺部)に 刃部を形成した石器で、刃

部が直線的なもの。いわゆるサイド・スクレイパーにあたる。

Ⅱ類 一 石器の長軸に直交する縁辺に刃部 を形成 した石器である。刃部は多くの場合は弧状

となる。いわゆるエンド・スクレイパーである。

Ⅲ類 一一二次加工によって一個、あるいは連続 しない凹形の刃部を形成 したもの。いわゆる

ノッチである。

IV類 ―一二次加工によって、凹部が連続するジグザグな刃部 を形成するもの。いわゆる鋸歯

縁石器 (デ ンティキュレイト)である。

この他、破損 して全体の形状が不明なもの、あるいは特殊なもので、一点しか存在しないも

のもある。これらについては後の各層の出土遺物の項で論ずることとする。

② 石核石器

礫を素材にして、それに加工を加わえることによって、石器が製作されているもの。1点の

み出土している。(第 137図 37)

(2)磨製石器

石器が研磨によって製作されているもの。敲打によって形が成形されているものも一応含め

ておく。

① 磨製石斧 一 斧形で最終段階で研磨がなされているもの。3例あるが、いずれも破損品

で、細分は不可能である。

② 石棒 一 敲打のあと、研磨がなされ、棒状に整形されたもの。破損品1点 あるのみであ

る。刃部は形成されない。

③ 石刀 ― 一側辺にのみ刃が付されているもの。破損品 1点が出土しているのみであり、

詳細は不明である。

④ 石皿 一 大形で、広い平坦面あるいは、やや凹んだ面が作り出されているもの。軟質な



石材を用い、敲打によって整形されている。ややもりあがった「ふち部」をもつもの 一 I類

とふちをもたないⅡ類に細分できる。

(3)礫 を素材として、それに使用痕が付されているため石器と認定されるもの。

従来、敲石、磨石、凹石などと呼ばれている石器である。この種の石器は円礫 を獲得し、そ

れを使用することによって形成された石器である。しかも、三種の使用痕は、各々独立して付

されているわけではなく、多くの場合、それらが組み合わさって一つの石器が形成されている。

したがって、礫 を選択する時の目的意識を重視 し、まず形態のまとまりをとらえ、それと使用

痕の関係を考察 しなければならない。】ヒ海道聖山遺跡の資料について、そのような詳細な分析

がなされている (注 1.後藤、1979)。 ここでは、それにのっとり概略的ではあるが、分類を行

なっておく。尚、詳細は属性表第29表 をか照されたい。

まず、この種の石器の長幅分布を第3表 に示した。この中で図中の〔I〕 、〔Ⅱ〕、〔Ⅲ〕、は分

布の中心から、除タトされる。

〔I〕 は長さ5～ 7 cm、 幅3～ 4 cmの小形の一群で、使用痕は打痕に限定される。石材も極め

て硬質であることで共通する。これを敲石 I類と規定する。

〔Ⅱ〕は長幅指数、約 100程度の扁平礫 を素材とし、最大幅 を有する縁辺上 に景」離面状の打痕

を有 している。これを敲石 Ⅲ類 と規定する。

〔Ⅱ〕は極めて大形の円礫で、使用痕は凹痕に限定される。これを凹石I類と規定する。

さらに、図には表示できなかったが、多孔質かつ軟質な不定形の石材を用いるものがある。使

用痕は凹痕に限定される。これを凹石Ⅱ類と規定し、「不定形」という特徴を〔Ⅳ〕としておく。

〔I〕 ～〔Ⅳ〕を除外したすべてについて、縦軸に長/幅、横軸に厚/幅 を表示したものが第4表

である。図上に〔V〕 ～〔Ⅸ〕のまとまりを認定する。さらに、〔V〕 と〔Ⅶ〕の中に、少数ではある

が、軽質でもろく、一見して他から区別される石材を用いているものがある (図中ではXで表

示、属性表ではCで表示)。 これを便宜的に〔V9、 〔Ⅶ〕 とする。

以上から、この種の石器は、形態から〔I〕 ～〔Ⅸ〕に、さらに顕著な石材に注目し、 〔VO、

〔Ⅶ〕 を区分すれば、11種類に区分されることとなる。

この形態の区分と使用痕の関連をみてみることとする。まず各々の形態と、使用痕の組み合

わせを示したのが第6表である。さらに各々の使用痕の有無と形態の関係を表示したのが第 7

表である。また長/幅 と厚/幅の相関図に、磨痕だけをもつもの、打痕だけをものものの分布

範囲を合成したのが第5表である。これらのデータから以下の事が読みとれる。

① 形態Ⅸには、打痕のみを持つものしか存在しない。

② 形態Ⅶ
′
は、一応凹痕が、かろうじて認められたが、全面的に二次的な磨減が著しく、他

の使用痕については言及できない。この〔Ⅶ
′
〕を除けばⅦ類よりも細身のもの(長幅指数1.9



礫器類長幅相関図



第4表 礫器類長幅厚幅相関図(1)
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第5表 礫器類長幅厚幅相関図(2)



第 6表 >

礫器類形態と使用痕の関係 (1)

第 7表 >

礫器類形態と使用痕の関係 (2)

以上)に は必ず打痕が認められる。

③ 形態〔V〕 、〔V9、 〔Ⅵ〕について、わずか1例を除けば、磨痕が普遍的に認められる。

④ 〔Ⅶ〕を除外すれば、磨痕は〔V〕 ～〔Ⅵ〕、一〔Ⅶ〕→〔Ⅷ〕→〔Ⅸ〕と順次結びつきが弱くなり、

逆に打痕を有するものは、順次、その比重を増す。一方、凹痕は〔Ⅸ〕類を除けば、いずれ

の形態にも認められる。いいかえるならば、細身になるにつれ、磨痕 との結びつ きが薄 く

なり、逆に打痕 との結びつ きが強 くなる。

③ 打痕のみをもつもの、磨痕のみをもつものの分布を全体の中でみれば、打痕のみのもの

は〔Ⅶ〕～〔Ⅸ〕にまたがり、磨痕のみのものは、V～Ⅵの分布の中心に位置する。さらに、

両者の分布は重複することはない。

以上から、〔V〕 ～〔Ⅵ〕は磨痕との結びつきが強く、〔Ⅶ〕～〔Ⅸ〕(〔 Ⅶ9は一応除外する)は打

痕との結びつきが強いので、それぞれ磨石、敲石と一応よぶこととする。さらにその形態に応

じ、〔V〕 を磨石I類、〔Vり を磨石Ⅱ類、〔Ⅵ〕を磨石Ⅲ類、〔Ⅶ〕を敲石Ⅱ類、〔Ⅷ〕を敲石Ⅳ類、

〔Ⅸ〕を敲石V類と規定する。なお〔V9の磨痕を持たない1点、さらに使用痕の全体が↓巴握でき

ない〔Ⅶ〕については、命名の仕様がないため、一応礫石器類としておく。以下この分類をまと

めておく。

凹石 I類 一 極めて大形の円礫に凹痕がつけられているもの。

凹石Ⅱ類 一 不定形の軟質多孔質な石材に凹痕がつけられているもの。

敲石 I類 一 長さ5～ 7 cmの小形の一群に打痕が認められるもの。

敲石Ⅱ類 一 長幅指数 100の大形の扁平礫に剰離面状の打痕が認められるもの。

敲石Ⅲ類 ― 長幅指数 190以上 240以下の一群。打痕の他、磨痕、凹痕を組み合わせで有し

ている場合もある。

敲石Ⅳ類 ― 長幅指数 250以上 300以下の一群。打痕の他、磨痕、凹痕を組み合わせで有し

形 態 磨  旗 打  痕 凹  痕 磨十打 磨+凹 打十凹 磨+打+凹
V 6

V′ l 2

Ⅵ 1 l 2

Ⅶ 4 l 6

Ⅶ
′

(3)

Ⅷ 3 5 3

Ⅸ 3

形 態
を

の痕
撹

磨

も
磨痕をもた
な い もの

を

の痕
蝿

打

も

た

の

痕

し

打

な

を

の痕
魂

凹

も
凹痕をもた
な い もの

V 0

V′ 2 1 3 0 3 0

Ⅵ 4 0 2 2 2 2

Ⅶ 6 5 ll 0 7 4

Vff'

Ⅷ 3 8 11 0 8 3

Ⅸ 0 3 3 0 0 3



ている場合もある。

敲石V類 一 長幅指数 330以上の打痕をもつ一群。

磨石 I類 一 略楕円形の礫に磨痕が認められるもの。多くは打痕、凹痕を組み合わせで有す

る。

磨石Ⅱ類 一 形態は磨石 I類と同様であるが、軟質な石材を用いているもの。

磨石Ⅲ類 一 I・ Ⅱ類よりも部厚い一群。凹痕、打痕を組み合わせでもつ場合が多い。

その他礫素材で、使用痕で認識できる石器に砥石類がある。これらは以下の様に分類できる。

砥石 I類 一 角礫の一面に磨痕もしくは擦痕が認められるもの。

砥石Ⅱ類 一 使用部分が凹むもの。

Ⅱa類 線状に凹むもの。多くは軟質な不定形の石材を用いる。

Ⅱb類 瀞吠に凹むもの。Ⅱa類よりも凹みの幅が広いもの。

(注 1)後藤秀-1979「峠下聖山遺跡、第 5章 �、�」 P P 166～ 171 七飯町教育委員会

(4)石製品

2点出土している。その特徴の詳細については各層の出土遺物の項でのべることとしたい。

2)遺 構と遺構内出上遺物

埋甕跡 (第20図、図版 3-1)

B-16区の 1号河,|1跡のすぐ南側に位置し、1l b層 に類似する層の上面より確認された。掘

り方である土墳は、埋設土器よりも1回 り大きくつくられ、規模は約0.55× 0。 4m、 深さ31cmを

測る。平面形態は楕円形を呈する。埋設された土器は、第Ⅳ群に属 し、胴部上半に最大径をも

つ深鉢形土器である。口縁部の大部分と底部 を欠くが、このうち、底部は意識的に欠いている。

本例は、胴下半に火熱を受けていることから、実用品を転用したものと思われる。埋土は 5層

で構成されている。埋甕は、一般に埋葬用と言われているが、本例からは土器片が出土したも

のの、骨片などの遺構の性格が判明するような遺物は何 ら得られなかった。

土器 (第 26図)は、底部から外傾して胴部に至り、胴部上半から口縁部 にかけて内湾し、

口唇部付近ではほぼ直立する。この時期の器形としては特異な存在であり、稀少な形態と言え

るであろう。口縁部は無文で丁寧に磨かれ、 2ヶ 所に焼成前の穿孔が見られる。また、口縁部

は波メ犬を呈し、 1対は確認できるが、本来は 2対 4単位の波状口縁であった可能性が考えられ

る。胴部の」字状のモチーフの位置と波】大部がほば対応する。文様モチーフは、地文に縄文(L

R)を施 し、隆帯によってモチーフが区画され、変形 」字状に地文を残 し、周囲を磨消してい

る。変形の」字状のモチーフは 4単位見られ、さらに、長楕円のモチーフを充填 している。モ

チーフを引き立たせるためか、これらのモチーフの下位には、波状の隆帯の貼 り付けがみられ

る。これは、大木10式土器の特徴の 1つ と言えよう。胴下部には縦位に磨きがなされている。
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第20図 埋甕 跡実測 図

1号土壊 (第21図、図版 3-1・ 2)

F-15区、11層 上面で確認された不定形の形態を呈する土渡である。規模は2.66× 2.29m、

深さ47cmを 測る。土羨内の中央部は、さらに一段下がっており、ちょうど一段目の羨底は、テ

ラス状を呈している。この部分に、ピットが集中して検出されたが、形態や規模は不規則である。

埋土は、 6層 で構成されている。出土遺物は、 1層中より多量に出土 し、 2層では少量出土し、

他の層ではほとんど出土 していない。 1層中の上器は、面をなして出土していることから一括

で破棄されたようなものと推定される。土墳自体は、不定形で凹凸が激しく、定形化されたも

のではないことから、性格については不明である。

層位 土 色 土  性 膊 考

l層 25Y%   暗掘色 シルト 炭化物 土器片 を含む

2層 75Y%   灰オリープ色 粘土質シル ト 炭化物 を含む

3層 5Y%   黒 色 シル ト質粘土

4層 25Y35/2 暗灰黄色 ル ト サ ンドパイプを含む

5層 75Y%   灰オリーブ色 絡土質シル ト 土器片 サイ ドパイプを含む

6層 5Y%   黒 色 粘土質シル ト

7層 25Y%   暗掘色 ル ト サイドパイプを含む

8層 75Y%   灰オリーブ色 粘土質シル ト サイ ドバ イプ、小礫を含む

9層 10Y%   灰オリーブ色 粘土質シル ト 第12層 に対応 ?
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(出土遺物〉(第 27～ 31図、図版16-1、 図版181-3、 図版41-2・ 3・ 8。 10)

第27図 1は深鉢形土器で第Ⅸ群の土器に分類される。日縁部は低い山形状の突起が 5～ 6対

ある。胴部には横走ないし斜行するLR縄文、R撚糸文が施文される。底部は網代痕である。

第27図 2～ 4は深鉢形土器の底部と考えられる。 2に は本葉痕がある。第28図 1、 2は深鉢形

土器である。 1は口縁部に4個の山形突起があり、その頂上部には 3つの刻みが施されている。

第Ⅸ群土器 1類に属する。 2も 口縁部に4個の山形突起があり、胴部にはRの撚糸文が施文さ

れる。第Ⅸ群土器 4類に属する。第29図 1～ 6は第Ⅵ群に、 7は 第Ⅶ群土器に属する。第29図

8～ 15、 第30図、第31図 1～ 8は第Ⅸ群土器に属する。第31図 9、 10は円盤状土製品である。

9は胴部片を素材とした半欠品、10は 口縁部片を素材とした完形品である。

第31図 11～ 15は石器である。11、 12は 石錐で、11は Ⅱb類、12は Ⅱa類に属する。11は小形

の崇」片を素材とし、大まかに形を整形 した後、錯向景」離によって先端部を形成している。石錐

の先端部形成に錯向景」離を用いる例は他に1例あり、先端部断面形を菱形にするためには有効

であったものと考えられる。12は景」片を素材とし、その末端部に長い先端部を形成している。

先端部形成に関わらないま」離はみられない。先端部形成に際 して、鉄」片を縦に折断し、断面を

大まかに四角形に整形 したのち、二次加工が加えられている。13は ピエス・エスキーユである。

剣片を四角形に折断したのち、四ヶ二対の潰れ状の刃部が形成されている。対応する刃部のう

ち、一方 (図上下の刃部では「上」、左右では左図の左)に景U離が密で、他の部分においては、

まU離はわずかに認められるにすぎない。ピエス・エスキーユとして使用される前段階に、折断

によって整形がなされたことを示す興味深い資料である。14は スクレイパーI類に属するもの

と思われる。上半部が欠損しており、全体の形状は明らかではない。素材は縦長景」片であった

可能′性が高く、一側辺に腹面→背面の連続的な加工が加えられている。15は 磨石Ⅲ類に属する。

片面に磨痕、凹痕 さらに周辺部に潰れ状の打痕が認められる。石質は極めて軟質であり、磨石

の中では相対的に小 さいものである。

この土壊の時期は出土遺物より第Ⅶ群土器の時期に相当するものと推定される。

第 8表  1号土壊内ピットー覧表

番 号 規  模 (cm) 深 さ (cm) 備   考 番  号 胡    模  (cm) 深 さ (cm) 備   考

16× 10 8 P, 19X12 9

24× 21 20× 15

――× 16 P, 29× 22 (20× 18) 2段構 造

13 29× 22 (22× 14)

PG 21× 20 8 5× 12 14

Pd 11× 9 8× 13

P′ 33× 31 7 13

Pa 16× 15 4× 10

P。 37× 26 2段 継 遣 98× 33

P,. 26× 14 38× 32 (24× 19) 2段構 造



2号土壊 (第22図、図版 3-3)

E-16区・ F-16区 にかけて位置 し、12層 上面で確認 されたが、明確な掘 り込み面は確認で

きなかった。平面形態は、 1号土羨同様、不定形の形態 を呈する土装である。土竣内部は、さ

らに一段深 くなっている。南東部では、 1号土装に一部 を切 られている。規模は、2.79× 2,77

m、 深 さ約75cmを 測 る。埋土は、 2層で構成 され、遺物 をほとんど伴わない。土獲内部 には、

12個のピッ トが確認 されたが、この うちP2・ Paは 、 1号土羨 に伴 ったものと考えられる。 1号

土渡同様、性格不明である。

(出土遺物〉(第32図 1～ 10、 図版18-8～ 10)

第32図 2は第Ⅱ群土器に属する。RLR縄文を地文とする。 3は第Ⅳ群、 4、 5、 6は第Ⅵ

群土器に属する。 1は注目部であるが全体像が不明な為第Ⅸ群として分類した。 7～ 10は第Ⅸ

群に属する。

土装の時期は、埋土の遺物が第Ⅵ・Ⅸ群土器を主体 とすることから後期前葉と考えられる。

蘭上

卜l180m 下

0                                 2m

ξ

出址

第22図  2号土境実測図



第 9表  2号土境 ピットー覧
番  号 規 模 (cm) 深 さ (cm) 備   考 番  号 規  模 (cm) 深 さ 備   考

Pl 32× 26 13 30× 28

P2 1丹土壊 に伴 う 13× 9

P3 P。 16X12
P` 25× 16 Pl。 16× 14 17

P` 15× 10 Piェ 50× 24

Ps 22 X ll P12 26× 17

3号土墳 (第23図、図版 4-1)

E-18区 に位置し、11層 上面で確認された不整円形を呈する土墳である。規模は1,30× 1.18

m、 深さ28cmを 測る。土羨内部は、さらに一段深い円形の土壌が存在する。埋土は 9層で構成

される。ピットは、土壌の東部から南部にかけて 3個、内部に4個確認されている。遺物は、

土器片がわずかに出上している。

(出土遺物)(第32図 11～ 15、 図版18-11～ 13)

第32図 11は 第Ⅳ群土器に属 し、12、 13は第Ⅵ群土器に属する。14、 15は 第Ⅸ群に属する。

この土媛の明確な時期は不明であるが、ほぼ後期前葉に属するものであろう。

第10表  3号土媛 ピットー覧
番  手チ 規  模 (cm) 深 さ (cm) 備   考 番 号 規   模  (cm) 深 さ (cm) 備   考

PI 13× 10 14 Ps 5× 5 8

P2 24× 15 と2 Pc 6X6 5

P3 29× 21 7 P7 7× 6 5

P4 34× 25 12

4号土墳 (第24図、図版 4-2)

F-16区、11層 上面で確認 され、平面は不整円形を呈する土壊である。規模は1.0× 0,85m、

深 さ19cmを 測る。壁はほぼ直立 し、底面は比較的平坦である。墳底には、規模16× 12cm、 深 さ

17cmの ピットが 1個検出された。埋土は単層で、 5GY%ォ リーブ黒色のシル ト質粘土である。

遺物は、土器片がわずかに出土 したにすぎない。土IIFの 時期は不明である。

5号土媛 (第24図、図版 4-3)

F-17区、11層 上面で確認され、平面は円形を呈する土渡 である。規模は0.75× 0.74m、 深

さ16cmを 測る。壁はほぼ直立 し、底面は平坦である。ピットは 3個検出されたが、遺構に伴 う

ものか判断できなかった。他の小ピットについては、木根によるものと思われる。埋土は単層

で、 5GY%ォ リーブ黒色のシル ト質粘土であり、炭化物を少量含む。遺物は、土器片がわず

かに出土 したにすぎない。土壊の時期は不明である。

6号土境 (第24図、図版 5-1)

E-18区・F-17区にかけて位置し、11層上面で確認 された不整円形を呈する土羨である。

規模は0.91× 0,89m、 深さ22cmを 測る。壁はゆるく立ち上がり、底面は平坦である。羨底の中

央には、 3ヶ 所の高まりが認められる。本土壊は、南北のピットを切っている。西イ貝」の小ピッ



卜については、本根であると思われる。埋土は 2層 で構成される。

遺物は、第Ⅵ群土器に属する土器片が 1片出土 (第33図 1)し ているにすぎない。

上壌の時期は不明である。
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層 位 土 色 土  性 備 考

1層 10GY% 暗緑灰 色 粘 土 質 ンル ト 炭化物 を多量 に含 む。

2層 5GY/ 暗オリーブ灰色 シル ト質粘土

3層 7 5GY%ォ リープ黒色 粘土質 シル ト

4層 2 5GYχ 暗オリーブ灰色 シル ト質粘土

5層 10C% 緑黒色 格土 FTtシ ル ト 炭化物 を多量、粗砂少量含む。

6層 2 5CY%暗オリーブ灰色 ル トIt粘土 炭化物 を微量に含む。

7層 2 5GY%黒 色 シ ,レ ト質粘 土 炭化物 を少量含む。

8層 2 5GY%暗オリーブ灰色 シル ト質格 土

9層 10Y/ オリーブ黒色 シル ト
jFk粘

土

第23図  3号■le実測図
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7号土境 (第 24図、 図版、5-2)

F-14区 に位置し、楕円形を呈する土渡である。明確なプランは、12層上面でようやく確認

できたが、断面の観察の結果、本来は11層 上面より掘 り込まれたことが判明した。本土壊は、

南側を2号河川跡に切 られており、北側約%の調査に留まった。規模は確認時には、長軸1,04

mを測ったが、土層断面の観察より、少なくとも長軸1.62m、 深さ33釦の規模をもつ土渡であ

ることが推定される。本土墳は、 2段に掘 り込まれており、下段はほぼ直立し、上段はゆるく

立ち上がる。渡底は平坦である。埋土は 3層 で構成されている。遺物は、 2層 中より多く出土

し、 3層 では極わずかである。

(出土遺物)(第 33図 2～ 14、 第34～36図 図版19-2～ 10、 図版41-4～ 5、 10)

第33図 2～ 7は第Ⅵ群 1類に属する。 4は 口縁部の無文帯を沈線で区画 し、その沈線上の円

形刺突文を基点とし下位へ沈線文が縦位に展開している。 8～ 11は第Ⅵ群 2類に、12、 13、 第

34図 1、 2は第Ⅵ群 3類に、 3～ 5は第Ⅵ群 8類 に属する。 6は 内面に沈線が数段重なるもの

で第Ⅷ群 2類に属する。第33図 14、 第34図 7～ 11、 第35図 1～ 6は第Ⅸ群土器に属 し、第33図

14は綾絡文が縦位に施文され、第34図 7、 8は地文がRLR縄文、 9は 0段 3条のLRL縄文

である。第35図 7は注田部である。 8は約2.3cm× 約2.6cmの やや不整形の玉状土製品である。

9、 10は円盤状土製品で、 9は胴部を10は 底部を素材とする完形品である。

第36図 1は石錐Ⅲ類である。劉片を素材に両面から剣離を加えることによって、三ヶ所の尖

頭部を形成 している。 2は スクレイパーⅢ類である。剰片の打面と相対する縁辺に背面→腹面

の小景」離をくわえ2個の凹部 を形成している。 3は全体の形状は不明である。一側辺に、腹面

→背面に急角度の二次加工がカロえられている。 3方向に折面が認められる。 4も 全体の形状が

不明である。先端部に潰れ状の打痕が認められる。その形態から、敲石Ⅳ類、もしくはV類に

属するものと考えられる。 5は石製品である。凝灰質砂岩を素材とし、研磨によって形を整形

し、一面には同心円状の文様、他面には2ヶ の渦巻状の文様が沈線によって描かれている。ま

た底面にも沈線によって波形の文様がつけられる。破損しているが、その形状から「石冠」と

されるものに類似 している。

土族の日寺期は、埋土の遺物が第Ⅵ・Ⅸ群土器を主体とすることから、後期前葉と考えられる。

8号土境 (第 24図 、図版 6-1)

E-12区・E-13区 にかけて位置し、11層 上面で確認 された円形を呈する土羨である。規模

は0.85× 0,70m、 深さ17cmを 測る。壁はゆるく立ち上がり、壊底は趾 1犬 を呈する。埋土は 5層

で構成される。

(出土遺物)(第 37図 1～ 9、 図版19-10、 図版20-1～ 3)

第37図 1は第Ⅲ群土器に属する壷形土器である。口頸部と胴部 との区画する隆帯が貝占付され、



円形刺突文が連続的に施 されている。胴部はLR縄文施文後、沈線による渦巻文が描かれてい

る。 2～ 4は第Ⅶ群土器に属 し、 5～ 9は第Ⅸ群土器に属する。

土渡の日寺期は、埋土の遺物から後期前葉と推定される。

9号土娠 (第24図、図版 6-2)

E-12区、12層 上面で確認 された不定形を呈する土壊であるが、本来の掘 り込み面は11層 上

面に存在した可能1生 が考えられる。規模は0.89× 0,68m、 深さ22cmを 測る。土壌内部は、東側

で 2段構造となっており、下段の土壊は不整円形を呈し、渡底は平坦である。壁は、下段の上

渡ではほぼ直立し、上段ではゆるやかに立ち上がる。埋土は単層で、 5GY%オ リーブ灰色の

シル ト質粘上である。遺物は、わずかに土器片 (第 37図 10)が出土 し、また円礫が 3個出土し

ている。時期は不明である。

10号土墳 (第 24図、図版 6-1)

E-10区 に位置し、1l c層 上面が掘 り込み面であろうと推定される。本土壊は、東側約%は

2号河川跡に切られ、また】ヒ狽1は調査範囲外になるため、正確な形態を把握することは困難で

ある。調査範囲内の観察では、ほぼ円形を呈するフラスコ型ピットと推定される。規模は、最

長0.81mま で測れたが、本来は lmを越すものと推定される。深さは62cmを 測る。壁は、渡底

付近ではほぼ直立するが、上部はゆるく立ち上がるものと推定される。壊底はほぼ平坦である。

13号土渡との切 り合い部分の壁は、明確にしがたい。埋± 1層及び 2層 は、どちらの土羨に帰

属するのか、明確な判断は下せなかった。遺物の取 り上げに際しては、最下層以外の埋土中の

ものについては、13号土羨 と区別して取 り上げることができず、一応、13号土鍍の追物図版に

一括 した。遺物は、焼土 ともに土器・石器・獣骨等が破棄されたような状態で出土 している。

獣骨については、埋± 5層 より出土したものに注目すべ きものがある。これらはすべて哺乳類

のもので、中に′亀類の骨 1点が含まれ、また裁断時の加工痕をもつ鹿角図版42-2が 1点合ま

れている。他は、明確な同定は困難である。

(出土遺物)(第38。 39図、図版20-4)

第38図 1、 2と もに深鉢形土器である。 1は R撚糸文、 2は L撚糸文を地文とし第Ⅸ群土器

に属する。 3、 4、 第39図 3も 第Ⅸ群土器に属する。第39図 1は第 I群土器に属する。胴部上

半に最大径を有し、口縁へ向けて内湾する口縁部付近の土器片である。RLR縄 文施文後、沈

線による曲線文を表出している。 2は第Ⅵ群、 3は第Ⅸ群土器に属する。

第39図 4は、ピエス・エスキーユである。承U離面に特徴的に波立つリングが認められること、

バルブが散漫なことなど、両極剰離の特徴が明確にとどめられている。形態はおおむね四角形

であったと考えられるが、砕片がよ」離 し、結果的にはほぼ三角形 となっている。 5は スクレイ

パー I類に属する。下部は欠損しており、全体の形状は明らかではない。剰片の一側辺に腹面



→背面の連続する二次加工が加えられている。 6は石刀である。本遺跡における唯―の出土例

である。珪化木片を素材としている。全面に研磨がなされているため、製作過程は明らかでは

ない。背にあたる部分に 1条の沈線が認められる。両端が欠損している。

土渡は、縄文後期 と考えられるが、明確な時期は判断できない。

11号土境 (第24図 、図版 7-1)

D-12区・F-19区 にかけて位置し、11層 上面で確認された不整円形を呈する土渡である。

本土竣や12号土壊は、D-12区・F-19区 を中心に南側へ傾斜 した面に構築されている。規模

は0.77× 0.67m、 深 さ23cmを 測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、羨底はほぼ平坦である。埋土

は 4層で構成される。遺物はわずかに土器 (第40図 3)。 石器があり、いずれも埋± 1層 より出

土 している。土鍍の時期は不明である。

12号土壊 (第 24図 )

E-19区、11層上面で確認された不定形の土娠である。規模は0.85× 0.59m、 深さ8 cmを測

る。壁はゆるく立ち上がり、墳底はほぼ平坦である。埋土は単層で、7.5G Y%暗緑灰色のシル

ト質粘土である。底面には 2個のピットがみられるが、いずれも極めて浅 く、本根などの攪乱

によるものと推定される。遺物は土器片がわずかに出土 した。

(出土遺物〉(第40図 1、 2、 4)

第40図 1は第Ⅸ群土器に属する。2は第V群土器に属し、網目状撚糸文を地文とし連鎖状浮

1020m

10号 土坂

第25図 10号・13号土媛実測図

0                      1m

思位 土    色 土  性 儒

1層 10VR/ 黒褐色 粘土質シルト 焼土 骨片 炭化物を含む

2層 10YR 4/15灰黄掘色 卜質粘土 焼土 骨片 炭化物を合む

3層 1ばR% 黒褐色 ンサレト質ホ占土 骨片 炭化物 土器を合む

4層 7 5YR%黒 色 格土質シルト 粗砂 刻Ч群骨片 炭化物 土器を含む

7 5YR% 黒 色 粘土資シルト 土器多量 骨片 鹿角加工品を含む

5G%  緑灰色 粘 土 賄蔵されたものか ?

25Y%  黒褐色 シルトダi粘上 焼土 炭化物を含む
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文が縦位に施文されている。 4は第Ⅱ群土器に属する。

土羨の時期は不明である。

13号土境 (第 24図、図版 7-2)

E-10区・E-11区 にかけて位置し、11層 上面で確認 された。東側を10号土媛に切 られ、耳ヒ

側が調査区域外になるため、土装の全容は判明しなかった。残存部から判断して、円形を基調

にした形態を呈する土竣であろう。

(出土遺物)(第 41図、図版20-6。 7)

第41図 8は深鉢形土器である。胴部はゆるやかに膨 らみ口縁部は直立する。口縁部は無文帯

で、胴部との区画に格条体圧痕文が施されている。地文はR撚糸文である。 1～ 3は第Ⅵ群土

器に属 し、 4～ 6は第Ⅸ群に属する。 7は スタンプ状の上製品である。/程欠損 している。

土壊の時期は、埋上の遺物より後期前葉と考えられる。

3)各 層の出上遺物

(I)土 器

a,8層出土土器

第Ⅱ群土器 (第 58図 1)
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第58図 1は、 3類 aに 属する。

第V群土器 (第 58図 6)

6は、 1類に属 し口唇部 に連続刺突文のある隆帯が貼付 されている。また、平行する沈線文

が下位に伸びる。本例は、今のところ他に例がない様である。

第Ⅵ群土器 (第 58図 2～ 4、 6～ 7、 9～ 11、 第59図 1～ 7、 9～ 12、 第60図 1・ 2、 4～

12、 第61図 1)

第58図 2は 8類 aに属 し、波状部頂点下に有孔を伴なう。 6は d型の波状口縁 を示す。第59

図 7は 2類 jに属 し、 R撚糸文に細沈線文を施する。この沈線は、櫛描 き状の効果に仕上げて
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o               5cm

第40図 11号・12号土壌出土遺物

いる。第59図 8は本群に合めたが、異質な感 じをもち、より後出の可能性 も考えられる。第60

図 4は 円形竹管文を維位 3列 に施文する。第60図 11・ 12は 5類 dに属すが、あるいはⅦ群土器

に伴なう可能性 も考えられる。

第Ⅶ群土器 (第42図 1、 第61図 2～ 19、 第62図 1～ 12、 第63図 4、 10)

第42図 1は 4類に属する。曲線的な 2条の沈線によって文様が構 成 され、沈線間はL縄文が充

填 されている。第61図 2～ 8、 第62図 には 2類に属する。 2～ 4は 口縁部破片で、その上部に

2条の沈線間に縄文が施文 された磨消縄文帯力滸黄走する。 2は その下菩5に 曲線状の磨消縄文が

施文 される。 6は壺形土器の肩部片と考えられる。 9～ 13は 3類 に属する。横位、斜位 に施 さ

れた平行沈線により幾何学的な文様が構成 され、沈線間に縄文が施 されている。14～16は 4類

に属する。17～ 19、 第62図 1～ 3は 5類 に属する。横位ないし曲線的 に施 された 2条の沈線に

より文様が構成 され、沈線間には縄文が施 されている。 4～ 7は 6類に属する。横位、斜位に

施 された 2条の平行沈線 により文様が構成 されている。縄文は施 されない。10、 11は 8類に属

する。横位に施 された平行沈線 により文様が構成 されている。 8、 9は 9類に属する。口縁に

沿って 2～ 3条の平行沈線が施 されている。

第Ⅷ群土器 (第42図 2～ 6、 第63図 1～ 3、 5～ 9、 11～ 15、 第64図 1～ 3、 5～ 7)

第42図 2、 5、 第63図 1～ 3、 5、 6は 1類に属する。第42図 2は壷形土器の口頸部である。

口縁部 に山形突起が 8個形成 されている。口頸部上部、下部 にそれぞれ平行する横位の沈線が

施 され、下位の沈線間には 1対のコブ状隆帯が貝占付 されている。 5は高1不形の土器の脚部 と考

えられるものである。郭部下半に相当する部位は、縦位、横位の平行す る 2条の沈線、脚部に

か
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相当する部位は平行する2条の横位沈線により文様が構成され、沈線間にはLR縄文が施され

ている。第63図 1～ 3・ 5。 6は磨消縄文帯を数段重ね構成されている。 1に は山形突起があ

りその下部に「 8」 の字状の隆帯が貼 り付けられている。第42図 6、 第63図 8は 2類に属する。

第42図 6は、外面無文の深鉢形土器である。内面口縁上部に3条の横位の沈線、下部に2条の

横位の沈線が施 され、両者の間に2条の沈線による長楕円文が充填 され、さらに長惰円文間の

下部に円形刺突文が施されている。第42図 3、 第63図 9。 11～ 15、 第64図 5。 6は 4類に属す

る。第42図 3は壷形土器の口頸部である。下半部にLR縄文と3条の平行沈線が施 されている。

第63図13～ 15も 重形土器の肩部で、地文の縄文と数条の沈線で文様が構成されている。第64図

1は 6類に属する。隆帯による区画と区画内に施 される円形刺突文により文様が構成されてい

る。この類は本例のみである。 7は地文の縄文と格子状沈線とで文様が構成される胴部片であ

る。上部に 1条の横位沈線があり、文様 を区画していることから口縁部付近の破片と考えられ

る。

第Ⅸ群土器 (第43～45図 、第46図 1・ 4・ 5、 第64図 8～ 11、 第65～70図 )

第64図 8～ 11、 第65図 1・ 2は 1類 aに属 し、縄文は斜行する。第65図 3～ 5は 1類 bに属

し、横位の縄文となる。 6・ 7は 2類に属 し、 6は横位に7は縦位に綾絡文が施文される。 9

は 3類に属 し羽状縄文である。第43図 1・ 3、 第65図 8・ 10～ 12、 第66図 1～ 7は 4類 aに属

する。第43図 1は、胴部が外反 し口縁部がほぼ直立する深鉢形土器で、外面にR撚糸文が不規

則に施文されている。同図 3は底部から口縁部へゆるやかに外反する深鉢形土器で、外面にR

撚糸文が施文される。底部には本葉痕がある。第43図 2、 第66図 8は 4類 bに属する。第43図

2は、深鉢形土器で外面はL撚糸文が斜行 し、内面には格子状沈線が施文されている。底部は

網代である。第67図 1・ 2は 5類に属する。第67図 3は 6類 a-1に属する。原体は 2段 3条

のRL縄文である。 4は 6類 a-2に属 し、縦位に綾絡文が施されている。 5～ 8は 6類 a一

3に属する。第45図 2、 第67図 9～ 11、 第68図 1・ 2は 6類 a-4に属する。第45図 2は無文

帯を格条体圧痕文で区画され、胴部にはRL縄文が施文される深鉢形土器である。第68図 3～

5は 6類 b-1に属する。第43図 5、 第44図 1、 第68図 6～ 9は 6類 b-4に属する。第44図

1は壺形土器で、胴部にはR撚糸文、無文帯との区画に格条体圧痕文が施 されている。第45図

1第 69図 1～ 6・ 8は 7類 aに属する。第45図 1は胴部が内湾する深鉢形土器で、タト面には櫛

描文が縦位に施 されている。第70図 2・ 4は 7類 b-1に属する。第44図 2は 7類 b-2に 属

する比較的小形の深鉢形土器で、胴部は流水支風の櫛描文が施されている。第70図 3・ 6～ 8

は7類 b-3に属する。 7は同心円状櫛描文と Ц 泊状櫛描文とが併存 している例である。第

43図 4、 第44図 3・ 4、 第46図 4、 第70図 9～ 13は 8類に属するものである。



b,9層出土土器

第Ⅵ群土器 (第71図 6)

6は 1類 mに属 し、胴部 に穿子しが認められる。沈線文間には、LR縄文を充填 している。

第Ⅸ群土器 (第71図 2～ 4)

2は 6類 a-4に 属 し、 3・ 4は 4類に属する。

時期不明の土器 (第71図 1)

1は地文に縄文を施文 し、櫛歯状工具 を左右180° ずつ交互に回転 させて得 られた文様で、い

わゆるコンパス文の一種 と考えられる。 この文様は第Ⅵ群 5類 と共通するが、時期 を明確 にで

きない。

C.10層 出土土器

第 I群土器 (第71図 6、 第94図 6)

いずれも 1類に属する平縁の口縁部である。第94図 6の 口縁部には、さらに突起が認められ

る。いずれも胎土に多量の砂礫 を含み、特 に金雲母の混入が目立つ。また、針状物質 をわずか

に含む。

第Ⅱ群土器 (第71図 8～ 12)

8は、 1類に属する日縁部破片で、口縁部は外反 し、口唇部直下にも縄文が施文 され、口唇

部は肥厚 している。 9。 11は 3類 bに、12は 3類 aに属する。10は 、本群に伴 う突起である。

第Ⅲ群土器 (第72図 1)

第72図 1は、縦位のモチーフが展開し、隆沈文によって区画がなされる。口唇部 には退化 し

た渦巻文が貝占付 される。

第Ⅳ群土器 (第72図 2～ 5)

2は 3類に、 3～ 5は 2類に属する。いずれも単節で、 2は充填縄文である。

第V群土器 (第72図 6～ 9)

6は 、 2類 に属する口縁部付近の破片であろう。 7は 、 1類に属 し、横位の隆帯から垂下す

る隆帯が見られ、その集中部 には刺突 された円形浮文を貼付 している。 8は 、 3類 に属する唯

―の例で、文様効果は称名寺 Ⅱ式 と類似する。刺突文は、角柱状工具の先端を刺突 して得 られ

たものであろう。 9は 、 4類に属す唯―の例である。いずれも胎土の砂粒は少なく、焼成は良

好である。

第Ⅵ群土器 (第47図 1・ 2、 第72図 10～ 17、 第73図 1～ 11、 第74図 1～ 19、 第75図 1～ 18、

第76図 1,2、 第77図 1～ 12、 第78図 1～ 18、 第79図 1～ 11、 第93図 1・ 2)

第47図 1は 3類 iに属 し、逆三角形の下位の頂点部や口唇部に円形の刺突文がみ られる。ま

た、口唇部上には一条の沈線文をめぐらせる。器形は、深鉢 Eを示すものと考えられる。第47
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図 2は 1類 に属 し、器形は深鉢Eを示す代表例である。文様は胴部で foi・ iの要素、口縁

部では 5類 a・ dの要素を合わせもち、内面はミガキが施される。第47図 2は、前述 した 1と

類似するが、肩部の張 りはみられない。第53図 1は 7類 に属 し、櫛描文は極めて幅が広く、長

楕円を基調とした沈線文を胴部に施文する。第73図 5～ 7は、本群土器に伴なう口縁部と考え

られる。第73図 10・ 12は 1類 fに属 し、時に10は特徴的なモチーフを示す。第75図 15。 18は 2

類 jに属 し、特徴的な蛇行沈線文を施文する。第76図 1・ 2は 2類に属 し、さらにa・ j・ k

などの要素を合わせもつ。これらの上器は、ゆるい大型の波状口縁を呈 し、極めて特異的な波

頂部 をもつ。第77図 9は 2類 gに 、12は 2類 cに それぞれ属 し、他にあまり例がない。第78図

6・ 10は 3類 d・ c・ fの要素をもち、頸部には把手を貼付する。器形は、深鉢Eを示す。

第Ⅶ群土器 (第79図13～ 20、 第80図、第81図 1～ 12)

第80図 6は 1類に属する。口縁上端部に隆帯が貝占付され、刻目が施されている。第79図 13～

20は 2類に属する。横位に施 される数条の平行沈線により文様が構成されている。第80図 1～

5,7～ 14は 3類に属する。横位、斜位の平行沈線により幾何学的文様が構成され、沈線間に

縄文ないし撚糸文が施 されている。12は 特に沈線が幾重にも施 されている。15は 4類に属する。

胴部が膨 らみ、口縁部が直立する形態で、胴部には渦巻状の沈線が施 されている。第80図 16、

第81図 1～ 7は 5類 に属する。直線的 。曲線的平行沈線により文様が構成されている。 8～ 11
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は 6類 に属する。 6は斜位、横位の平行沈線に加えて、同心円状の沈線 とそれを基点とする放

射状沈線が施文 されている。12は 8類 に属する。

第Ⅷ群土器 (第81図 13～ 16、 第82図 )

第81図13～ 15は 1類に属する。15に は突起と維位に 2個並ぶ円形刺突文が施 される。第82図

1～ 6は 2類 に属する。内面に数段の平行沈線が施 される。 1～ 5は 、破片の傾 きから1表鉢形

土器と考えられ、 6は深鉢形土器と考えられる。 4・ 5に は沈線間に細かな刻目が施 されてい

る。 7は平行沈線が数段 にわたること。 8・ 9は幅の広い磨消縄文帯 を有することから第Ⅷ群

に属するものである。

第Ⅸ群土器 (第47図 3、 第48～ 51図、第83図 ～第94図 1～ 4)

第47図 3、 第83図 、第84図 1～ 6図は 1類 aに属する。第84図 1は 3段 4条のRLR縄 文、

2は複々節のLRLR縄 文、 3～ 6は複節のRLR縄 文である。第48図 3、 第84図 7・ 8、 第

85図 は 1類 bに属する。第48図 1・ 2、 第86図 1～ 5は 1類 cに属する。第48図 2は深鉢形土

器で外面にはLR縄文、内面には格子状沈線文が施 される。底部は網代である。第86図 3の原

体は 2段 3条 のLR縄文である。第86図 6～ 9は 2類 に属する。第49図 2～ 4、 第50図 3、 第

51図 1、 第87図 2～ 9、 第88図、第89図 1・ 2は 4類 aに属する。第50図 4・ 5、 第89図 7は

4類 bで ある。第50図 5と 第89図 7は ともに外面が網目
'1犬

撚糸文である。第50図 4は 波状口縁

になる深鉢である。第89図 3～ 6は 5類に属する。第89図 8・ 9は 6類 a-1で ある。 8は 波

状口縁で頂上部が凹んでいる。第90図 1～ 3・ 5～ 7は 6類 b-2に 属する。第90図 8は 6類

b-2、 4・ 9は 6類 b-4に 属する。第91図 1～ 8は 7類 aに属する。第51図 2、 第91図 9

～13、 第92図 1は 7類 b-1に 属する。第51図 2は 、胴部が膨 らみ胴部 に最大径をもつ深鉢形



土器で、外面には Ц池状の櫛描文が縦位に施されている。第92図 2～ 6・ 8・ 11は 7類 b一

2に属する流水文風櫛描文である。第93図 4～ 8、 第94図 1～ 4は 8類に属する無文土器であ

る。

d。 11層出土土器

11層 は、さらに a・ b・ cの 3層 に糸田分 されるため、区別 して述べたい。

第 I群土器

11層 出土土器 (第52図 1) 本例は 1類に属す、唯一実測可能な土器である。器形は、日縁

部が内湾しながら大きく開く深鉢形土器と考えられる。

1l a層 出土土器 (第94図 6) 本例は 1類に属す口縁部破片で、口唇部に突起をもつ。

1l b層 出土土器 (第 113図11)本例は 2類に属 し、地文に単節縄文 (LR)を施文し、釣針

状に沈線文が表現されているのが特徴的である。

1l c層 出土土器 (第 115図11)木例は、 2類に属す。

第E群土器

1l a層 出土土器 (第94図 7～ 12、 第95図 1～ 5) 第94図 7は 3類 aに属 し、横位の隆帯間

に縦位の刻みを二段に施文する。この手法は、関東地方の加曽利EE式土器と共通する。 8～

11は 3類 aに属 し、 9は下位に渦巻文をもつ。12は 3類 bに属 し、隆帯上に縄文を施文し、隆

帯間に円形刺突文を充填 している。

1l b層 出土土器 (第 113図 13、 第114図 1) 第113図 13は 3類に属 し、本遺跡では唯―の突起

をもつ例で、突起の両側面に沈線による渦巻文を施文している。地文は複節縄文を施文してい

る。口縁部の下部は無文帯となるキャリパー形の深鉢形土器である。第114図 1は 3類 bに属し、

隆帯上に縄文、また隆帯間には円形刺突文を充填 している。本例は、第94図 12と 伴に特異な例

であろう。

1l c層 出土土器 (第57図 1・ 2、 第58図 1・ 2、 第59図 1、 第115図 12・ 13、 第116図 1～7)

第55図 1は 3類に属 し、日縁部の隆帯上には縄文が施 され、隆帯間には刺突文を充損する。

胴部の隆帯による文様は、極めて簡略化されている。第55図 2は 3類に属 し、本群中最も大き

な土器で、渦巻文を多用する。第56図 1は 3類 に属 し、渦巻文はみられるものの、数は減少す

る。また、隆帯によるモチーフは縦位に展開する点は新 しい要素と考えられられる。第56図 2

は 3類 に属 し、大型の渦巻文が極めて特徴的である。

第Ⅲ群土器

1l a層 出土土器 (第95図 6) 第95図 6は、口縁部に段を有する点で特徴的である。隆沈文

の区画によって、縦位のモチーフが展開されるものと考えられる。

第Ⅳ群土器



1l a層 出土土器 (第95図 7、 第96図 1～ 6、 第97図 1) 第95図 7は 1類に属 し、RLRの

縄文が施文 され、部分的にナデによって消 されている。本群土器は単節 (LRが優勢)が多く、

複節は稀れである。

1l b層出土土器 (第 114図 2～ 5)2は 4類に属 し、地文に無節の縄文を施文する。磨消帯

には、 3段 に円形刺突文が施文される。 3・ 4は 2類に属する。 5は 3類に属 し、LRの縄文

を充填 している。

第Ⅵ群土器

1l a層出土土器 (第 97図 2～ 12、 第98図 14～ 27、 第99図 1～ 10、 第100図 1～ 15、 第100図 1

～17、 第102図 1～ 13、 第103図 1～ 17、 第104図 1～ 16、 第105図 1～ 11、 第106図 1～ 5)第

97図 2は頸部が無文 となり、把手が認められる。 8は、口縁部突起の内外面に沈線文や円形刺

突文が施文される。_2ヶ 所に有孔が認められる。第98図 22は 1類 fに属 し、図版31に も示 した

ごとく、粘土帯の接合面に刻目が認められる。第98図 26。 27は 1類 fに属 し、蛇行沈線文と逆

「八」字形の沈線文 を連続施文する。第99図 1～ 8は 1類 fに属 し、 1は 口縁が極めて特徴的

であり、また、 5。 8は中間に縦位の列点文を特徴 とする。第101図 12・ 15～ 17は 1類 1に属し、

特に17は 「 H」 字型の区画がなされる。第102図 9～ 13は 2類 iに属 し、蛇行沈線文 を特徴 とす

る。第104図 11～ 15は 3類 eに属 し、この種の文様は、ほぼ口縁部付近 に限 られるようである。

第105図 4は 3類 fに属するものと考えられ、3ヶ 所に有孔のある突起である。第105図 11は 、一

応本群に含めて考えた。器種は注目土器か重形土器であろう。

第Ⅶ群土器 (第52図 4、 第106図 6～ 16)

第52図 4は、口縁部 から底部へ反 り気味にすばまる形態の深鉢形土器である。 2類 bに属す

る。日縁上部 に刻目のある隆帯がめぐり、さらに 3個の円形刺突文 を有する縦位の隆帯が貼付

される。胴上部 と中ほどにある 1条沈線で区画 された文様帯には、平行する 2条の沈線が斜位

に施 され、幾何学的文様が展開している。 さらに沈線間はLR縄文により充填 されている。第

106図 6～ 9は 2類に属する。 6は垂形土器の肩部 と考えられる。10～ 13は 3類に属する。11は

沈線により菱形、12は四角形 を基調 とする文様 を構成 している。13の破片の上部 には刻目のあ

る隆帯が貼付 され、下位 には横位、斜位の磨消縄文帯と三角形 を基調 とする文構が構 されてい

る。 14は 4サ預、 15・ 16は 5サ預に

'高

する。

第Ⅷ群土器 (第106図 19)

19は 2類 に属する深鉢形土器と考えられる。

第Ⅸ群土器

1l a層 出土器 (第52図 3、 第53図 2、 第54図、第107～ 113図 1～ 10)

第52図 3、 第53図 2、 第107図 1～ 3・ 5～ 8は 1類 aに属する。第52図 3は波状口縁で、口



縁部から底部へ向けて強 くすばまる深鉢形土器である。底部は木葉痕 (平行脈)である。第53

図 2は 、自然に開いて行 く深鉢形土器である。底部は網代である。第107図 4は 1類bに属する。

9・ 10は 1類 cに属する。10の 内面の格子状沈線は他 に比 し浅 くなっている。 第108図 1～ 6

は 2類に属する。 7・ 8は 3類に属する羽状縄文である。第54図 1、 第108図 9～ 13、 第109図

は 4類に属する。原体が細 かく密なもの (第 109図 3)、 粗なもの (第 108図 12)、 太 くて比較的

密なもの (第 109図 9)な ど施文のされ方は多様である。第110図 1～ 9は 5類 に属する。 1～

5・ 7～ 9が菱形の網 目を呈するのに対 し、 6は 目の細かい、 しかもほぼ正方形の網 目状撚糸

文が施 されている。第111図 1は 6類 a-1に 属する。2は 6類 a-4に 属する。3～ 10は 6類

b-1に 属する。第112図 1・ 2は 6類 b-2に 属 し、 3,4は 6類 b-4に 属する。この類も

撚糸の種類によって種々に表現 される。 5～ 12は 7類 aに属 し、第113図 1・ 2・ 4は 7類 b―

1に属する。 3・ 5は 7類 b-2に 属 し、流水文風櫛描文が施 される。 6は注口部、 7～ 10は

8類に属するものである。

1l b層 出土土器 (第 57図 2、 第115図 8、 9、 10)

第57図 2、 第115図 8は 4類 aに属する。 9。 10は 8類に属 し、10は 内面口縁部 に一条の沈線

がめぐる。

1l c層 出土土器

この層から第Ⅸ群土器は出土 していない。

e.層 位不明土器 (第 117図 1～ 9、 第118図 1～ 5,

第117図 1は第Ⅱ群 3類に属する深鉢形土器で、充填縄文である。2は、第Ⅱ群に属するもの

であろうか。 3・ 9は第Ⅵ群 6類 に属する。 4・ 6・ 7は 、第Ⅵ群土器である。 5は、第 2群

3類に属するキャリパー形の深鉢形土器であろう。第118図 1は、第Ⅶ群 2類に属する壺形土器

である。 2は第 lll群 5類、 3・ 4は同 9類に属する深鉢形土器である。 5は 2類に属 し、平行

沈線間には細かな斜位の刻目が施 される。

f.小 形土器・ ミニチュア土器

小形土器及び ミニチュア土器については、本来明確 な定義が必要である。今回は、法量の相

対的な差によって分離 した。今後、この問題については、さらに検討 が必要である。

① 小形土器

小形土器には、鉢形・深鉢形・壺形・婉形・皿形の器形が存在する。これらは 8層 から10層

まで各層より出土している。 8層出土土器は第42図 4の第Ⅸ群 8類に属する皿形土器がある。

この土器は対角線上に2対の切 り目が存在する。外面はミガキが施 され、赤色顔料の付着が認

められる。また、内面にはナデが施 される。10層 出土土器は第119図 19、 第120図 2,3がある。

19は 第Ⅸ群 1類 bに属する婉形土器である。土器の内面及び外面の口縁部が胴部下半には、ミ
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ガキが施 される。日縁部はゆるい波状を呈する。 2は第Ⅸ群 8類に属する鉢形土器である。日

縁部に一条の沈線を施すが、この沈線は連続せず一部で途切れる。外面はケズリの後ナデを施

し、内面は荒いナデが施される。 3は第Ⅸ群 8類 に属する壼形土器である。内外面ともナデが

施される。11層 出土土器は第121図の 1、 第122図 12・ 13が ある。 1は外形土器の底部である。

底部内面は中央が肥厚 しひび害1れ が観察される。底部外面には 2条の沈線が認められる。12は

第Ⅵ群 2類 bに属する深鉢形土器である。底部には羽状脈の木葉痕がある。13は 第Ⅸ群 8類 に

属する鉢形土器で、内面にはミガキが施される。また底部には羽状脈の木葉痕がある。

② ミニチュア土器

ミニチュア土器には、外形・ワイングラス形・皿形の 3器種がある。

1)8層 出土土器 (第119図 1～ 5)

1、 3～ 5は鉢形土器であり、 1は あげ底である。 2は裾の張ったワイングラス形の土器で

あろう。

2)lo層 出土土器 (第119図 6～ 18)

6・ 7・ 9は ワイングラス形土器と考えられ、 9に はRの縄文が施される。 8は台付の鉢形



土器である。11は 手埋ねによる皿形土器である。10。 12～ 18は鉢形土器で10は 上げ底である。

また、比較的大形のものは、すべて底部に本葉痕があり、16は 平行脈であり、竹類の葉を2枚

重ねたもののようである。

3)11層出土土器 (第120図 4～ 11)

4～ 6は ワイングラス形土器であり、 6は裾付近に縦位の条線文を施 し底部は平底である。

7～ 11は外形土器であり、10は Ⅸ群 1類 aに属する。この土器の底部には網代痕が認められる

が明瞭ではない。

(||)土 製品

a.円盤状土製品 (第122～ 127図 図版30)

円盤状土製品は、 8層 、10層 、11層 より出土し、 9層では出土 していない。この種の土製品

は土器破片を再利用することが最も特徴的であると言えよう。円盤状土製品は、総数167個 (遺

構 4個・表採品 5個 を含む)出土し、このうち8層 では34個、10層 では64+回、11層 では59個 を

数える。総数に対する完形品の出土率は極めて高く、 8層 では25個 で約73.5%、 10層 では44個

で約68。 8%、 11層 では32個 で54.2%を示す。したがって、破損品を破棄したのではなく、使用

を停止した時に破棄された可能性が高い。重量は、第11表 に示すごとく、 8層 では 5～ 109、

15～ 20gに 、10層 では 5～ 159、 11層 では10～ 209に集中する。各層ともほぼ類似 した重量分

布を示 し、ある程度の規格があったことを予想させる。また、少量ではあるが、各層には平均

的な重量の 2倍以上の重さをもつものが存在する。これは用途の差違を示すものであろうか。

円盤状土製品は、土器片を加工 して完成品となるが、加工工程を示すと下記のようになるであ

ろう。

本遺跡の資料を観察すると、およそ5種類に分類できる。

すなわち、 a.周辺を打ちかくが、 1部が未加工のまま残るもの。

b。 周辺をきれいに打ちかいたもの。

c.周辺をきれいに打ちかき、 1部 を研磨するもの。

d.周辺を打ちかき、同縁の50%以上を研磨するもの。

e.周辺を打ちかくが、土器の接合面や口縁部をそのまま利用しているもの。

このうちaについては未完成品か、製作工程を簡略 したものと思われる。 dの 資料中縁辺を

80%以上研磨 している例は、11層 で 6点、10層 で 5点、 8層 で 8点 にすぎず、全周を研磨して
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第11表 円盤状土製品の重量分布と加工度比率

いるものは8層 中にわずか 1点のみ存在する。

さて、各層毎に加工度を第11表の円グラフに示 した。このグラフをみると、11層 では、 cの

工程を示すものが約50%近 くを占め、bがこれに次 ぎ、他は少ない。10層では、 bと cがほぼ

類似 した値を示 している。 dは、11層 に比較すると約 2倍 に増大している。 8層 では、 dが50

%以上を占め、10層の約 5倍 に増大し、逆にb、 cは それぞれ10層 の%に減少している。これ

は古い時期には、製作工程における研磨の重要度は低かったと考えられ、さらに、研磨が使用

痕であることの傍証資料にはならないようである。時代が下降するにしたがって、 dが急激に

増大することは、完成度が高まったか、用途の多様化を示すものではないかと推測される。換
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第122図  第 8層出土円盤状土製品(1)
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第126図  第11層 出土円盤状土製品 (5)
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言すれば、 bや c段階で十分にその機能を果していたと考えられよう。 aは 、各層いずれもほ

とんど変化がなく、 eについても同様で、 8層 では存在しない。 aに ついては、未成品もわず

かに存在するが、むしろ製作者の個人差ではなかろうか。

円鰺伏土製品は大部分が土器の胴部を利用し、口縁部や底部を利用するものは、全体で10%

前後である。この口縁郡や底部を利用するものは、11層 出土のものが最も多い。また、円盤状

土製品として利用される土器片は、粗製土器が大半を占める。11層 出上の資料中に、明らかに

中期に属するものが4点 (大木10式 2点、大木 8b式 2点)含まれ、他は後期に属するものと

思われる。また11層 より円盤状石製品 1点 (第145図 53)出土しているが、これは円盤状土製品

と類似した製作工程を示し、形態もよく類似 している。重量も20.89と 、土製のものとほとんど

変わりない。したがって、単に素材の差違によるものかもしれない。この円盤状石製品は晩期

に至って盛行するが、今後、円盤状土製品との関連について検討する必要があろう。

b.土偶 (第 128図 1～ 3 図版29-8。 11,12)

土偶は10層 より3点出土 している。いずれも破棄されたような状態で出土した。

1は腕の破片であり、沈線による渦巻文を特徴としている。腕は、棒状の粘土塊に薄く粘土

を貼り付けて成形 している。残存長約 3.7 cm、 残存幅約 2 cmを 測る。明確な所属時期は判断で

きないが、おそらく第Ⅵ群土器に伴った可能性が考えられよう。本例は、第 2ト レンチより出

したが、位置が不明である。

2は、F-15区より出土した胴部上半の破片で、頭部・両腕・胴部下半を欠いている。また、

左乳房が景↓離 しているが、意図的な象」離か否かは不明である。本例は、胴が偏平で、痩せた文

様のない裸体像であろう。残存高は約4.8cm、 体幅は最大1.6cmを測る。胴部表面は、ナデが施

されている。胎土には、細砂・白色針状物質を含む。焼成は良好である。所属時期は、後期前

葉と考えられる。

3は、E-11区より出土 した立体的な土偶である。本例は、頭部・胴部上半・両脚を欠いて

いる。下腹部には粘土を貼 り付けて妊婦を表現している。そのためか、へそは大きく表現され

ている。残存高約 6.4 cm、 体幅は約 2.7Cm(腹部3.3cm)を 測 り、胴部断面はほぼ円形を呈する。文

様は残存部位にはなく、裸体像であったと考えられる。表面は調整のためのナデが施され、胎

土の砂粒は少なく、焼成は良好である。妊婦を表現した例は、後期中葉以降に盛行する点 (本

堂寿一 :1980)で 、本例も 1、 2よ り後出の可能性が考えられる。所属時期は、Ⅶ群あるいは

Ⅷ群土器に伴 うものであろう。

c.イ ノンシ形土製品 (第 128図 4 図版29-17)

イノンシ形土製品は、E-13区 10層 より1点出土した。この土製品は、頭部 rD・ ょび左側の前

足と後足を1本ずつ欠いている。現存体長7.75cm、 体高3.45cm、 体幅2.65cmを 測る。足は、粘



土を貼付けて製作 しており、左側の前・後足のつけ根は、景」離した痕跡が明瞭に残 る。また、

残存 している右側の前足の裏には 4ヶ 所の刻目のような痕跡があり、後足の裏には lヶ 所刺突

がみられる。前足と後足の長さが異なる。胴部は、首から背にかけて次第に高まり、やや尖っ

た尾に連なっているが、「たてがみ」の表現はみられない。左側の肩部から胴部にかけて 4ヶ所

の刺突、胸部に4ヶ 所の刺突がそれぞれ認められる。貝′烏貝塚 (草間 。金子編 :1971)出上の

イノシシ形土製品中に刺突文によって体毛を表現したと考えられる例が存在するが、本例は体

毛を表現 したとは考えにくい。足の裏の刺突についても説明がつかない。

この刺突について示唆に富む指摘がなされている。その指摘 (土肥孝 :1981)に よれば、貝

鳥貝塚出土の刺突文のあるイノシシ形土製品は、特に心臓部付近の刺突が強 く突 き刺 されてお

り、「ヨーロッパの狩猟民族の遺物の中にも見られる『急所表現法』で、その点、明らかに貝′髯

貝塚人は、狩猟民の共通する表現法をもっていた」という。この指摘が正 しいとすれば、本例

はまさにこの「急所表現法」を示 した例である可能性が考えられる。所属時期については明確

にしがたく、後期前葉と考えられる。

d. スプーン形土製品 (第128図 5 図版29-19)

本例は、F-13区 10層 中より1点出土 した。名称については、岩手県貝′烏貝塚「小皿形土製

品」 (草聞・金子編 :1971)、 青森県水木沢遺跡「スプーン状皿形土製品」 (青森県教育委員会 :

1976)、 岩手県小田追跡「スプーン形土製品」 (大迫町教育委員会 :1979)がある。ここでは、

小田遺跡例にならい、スプーン形土製品と呼ぶことにした。皿部は、平面形態が楕円形を呈 し、

底部は丸底である。柄の部分は、上方に曲げて製作され、極めて特徴的である。法量は、最大

長11.6cm、 最大幅 5.4 cm、 皿部長 9 cmを測る。文様の施文はなく、内外面ともにナデが施 され、

特に皿部内面は丹念に施 されている。外面には小さな凹凸がみられ、皿部の口唇部が不揃いな

点などを考慮すれば、成形は手捏ねによったものと思われる。本例は、他の類例 と比較 して大

形に属 し、形態もよく整った例と言える。時期は、後期前葉であろう。

e.粘 土塊 (第 128図 6 図版29-13)

本例は、E-11区 10層 より出土 した。色調は明褐灰色を呈 している。他に図示 しなかったが

2点出土 している。

f.異形土製品 (第 128図 7、 8 図版29-9・ 14)

形態を明確にしがたい土製品を扱った。

7は、F-13区 8層 より出土 し、スタンプ形土製品とも類似するが、茸の形に近い形態を景

している。文様はなく、手捏ねによって成形がなされている。片面には、つまみ状の突起が存

在するが、先端を欠いている。最大径約3.6cmを 浪1る 。

8は、F-15区 8層 より出土 した。本例は、円柱状の形態を示 し、上端は両側から切 り込み



を入れ、二股に成形 している。二股部分の一方を欠いている。また、基郡は欠いているため、

本来どのような形態を示す土製品であったかは不明である。表面はナデが施され、胎土には細

砂を含む。

9.蓋形土製品 (第 128図 9 図版29-18)

本例は、E-11区 11層 より出土 した。口径は約6.25cm、 天丼部径約2.8cm、 器高3.2cmを測る。

表面は、内外ともにすデが施 されている。胎土は粗砂、白色針状物質を合み、用途については

不明な点が多いが、蓋ではないかと考えられる。

h.管状土製品 (第 128図 10 図版29-15)

本例は、E-12区 10層 より出土 した。平安時代以降に一般的に出土する土錘と形態が極めて

類似する。最大長6.lcm、 最大径約1.15cm、 孔径0.3cmを 測る。有孔部には磨耗痕が認められ、

孔に組を通 したものと考えられるが、貝′烏貝塚出土の上錘例 (草聞・金子編 :1971)と は形態

が大きく異なる。本例のような土製品の類例はないようである。したがって、その用途 につい

ては、垂飾品あるいは土錘のいずれかが考えられるが、前者を支持 したい。時期は、後期前葉

である。

i.歯牙製垂飾品 (第 128図 11 図版29-10)

本例は、F-14区 11層 より出土 したサメ類の歯を加工した垂飾品である。形態は形のよい二

等辺三角形を呈する。歯冠部のみ残存 し、歯根部は消失している。本来は歯根部が存在 してい

たものと思われる。大きさは、歯冠高30.5mm、 歯冠長推定約20.lhm、 最大厚 6.5 mmを 測 る。歯

冠基菩Бはかなり破損を受けているが、この音る位に3ヶ 所の穿孔が認められる。このうち右側の

径の小さいものは未貫通である。

本例のような貝塚を伴わない遺跡からサメ類の歯による垂飾品の出土例は極めてまれであり、

東北では九年橋遺跡 (北上市教育委員会 :1980)に ついで 2遺跡目であろう。サメ類の歯を垂

飾品に加工 した例は、貝塚出土のものが多く、金子浩昌の集成 (北上市教育委員会 :1980)に

よれば、岩手県貝′烏貝塚、宮城県沼津貝塚 。長根貝塚、福島県寺脇貝塚の出土例が知 られてい

る。本例は、明確な所属時期を明らかにすることはできないが、おそらく第Ⅶ群土器に伴った

可能性が強い。

,.腕輪形土製品 (第 128図 12 図版29-16)

本例は、E-16区 H層 より出土 した。最大径は、縦位の隆帯部にあり、7.9clnを 測る。内径4.8

cm、 幅 6.4 cmを 測る。成形は輪積みによってなされ、 2ヶ 所に縦位の隆帯を2条ずつ貝占り付け

ている。さらに外面はミガキが加えられ、横位沈線文を5条施 し、最後に縦位の連続する円形

刺突文 (竹管による)が施されている。このうち、横位沈線文は、粘上の接合部 を補強するよ

うに施文されている。内面はナデが施 される。胎土には粗砂を含み、焼成は良好である。
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従来、岩手県貝鳥貝塚や青森県十】要内遺跡 (今井・磯崎 :1967)で「環状土製品」として扱

れてきたものである。また、最近報告がなされた岩手県立石遺跡 (大迫町教育委員会 :1979)

では、他の環】犬土製品と区別がつきにくいと指摘がなされ、「腕輪形土製品」と呼称 している。

したがって、本例も立石遺跡例にならい、腕輪形土製品と呼称した。本遺跡や十月要内遺跡など

のように 1～数点しか出土 しない遺跡 と立石遺跡 (38個体分)、 八幡原No30遺跡 (約50個体分)

註(1)の ように多量出土する遺跡の 2つの傾向がみられる。また、東北北部出上の資料は文様の

バラエティに乏しいようである。八幡No30遺跡出土例は、本例と類似 した文様をもつものが多い。

用途については、立石追跡の報文中に装飾品説と器台説が指摘 されている。が、出土例中に

は内径力朔 さヽく、幅の大きいものも存在するため、視棒頭等の他の用途も考えられよう。

註 1 米沢市教育委員会の手塚孝氏の御好意により、筆者らが実見した。
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(|キ|)石 器

a.第 3層出土の石器 (第 129図 ～第132図 図版32・ 33)

1～ 9は石鏃である。 1、 2が Ia類、 3～ 6が Ib類、 7、 8が Ⅱ類、 9がⅢ類に属する。

3、 7は欠損 している。 1の基郡 にはアスファルトの付着が認められる。 2は周辺加工によっ

て、形が整形されている。 Ia類は、両面加工によって製作されるのが普通であり、周辺カロエ

によって製作されているのは、この 1例のみである。 4、 6、 8、 9は他に比べて大形の一群

であり、尖頭部もにぶく、製作途上で放棄されたものである可能性が高い。 9は全面に火熱痕
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が認められ、変色 し、器面の一部にハジケが認められる。

10は 石錐Ⅱb類に属する。ttU片の一側辺を折断し、その後、先端部に調整をくわえ、尖頭部

を形成 している。

11～ 14は 石匙である。13、 14は 下部欠損 している。いずれも縦長禁」片を素材としている。13

のつまみ部は左右ともに、腹面→背面の加撃によって形成されている。このような例は本遺跡

出土の石匙の中でも唯―のものである。14は破損後、さらに二次加工がくわえられている。

15～ 18は 不定形石器 I類である。15、 17は 欠損している。15、 16は周辺部から散漫な加工が

くわえられているのに対 して、17、 18は景」離面も規格的で、より定型化 しているといえる。
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19～24は スクレイパー I類である。23、 24の小形の一群 と19～ 22の大形の一群がある。19、

20、 22、 24は 欠損 している。19は欠損後、折面にさらに二次加工がくわえられている。21は他

のものと異 なり、背面→腹面の加工によって刃部が形成 されている。

25～27は スクレイパーⅡ類である。25に は、先端部の他 に基部にも加工が施 されている。26

には先端部の他、側辺部にも加工が施 されている。

28、 29は スクレイパーⅡ類である。28は 欠損 している。28に は景」片の末端部 に背面一腹面の

加工がくわえられ、凹形の刃部が作 られている。29に は剰片の末端部 に背面→腹面の加工が施

され、 1個の凹形の刃部が形成 されている。

30は スクレイパーⅣ類である。景」片の打面側に調整をくわえることによって、鋸歯状の刃都

が形成 されている。折面には更に二次加工がくわえられている。

31、 32は全体の形状が明らかでないため未分類 とした。

33～36は石核である。33は系」片 を石核の素材として、打面と作業面を交互に入れかえ、剣離

が進行 している。34～ 36は 、作業面 と打面 を多方向に転移 しながら作業が進行 している石核で

ある。

37は核石器である。従来「扇形扁平打製石斧」 と呼ばれたものに類似する。自然面 を背面に

残す、大形な扁平な剣片を素材に、両面から加工 をくわえ、狭 り部 を形成 し、全体の形状 を扇

形に仕上げている。

38は下部が欠損 して、全体の形状は不明である。使用痕は打痕のみで、その特徴から、敲石

類に分類 される可能性が高い。

40、 41は敲石Ⅳ類に属する。40に は打痕のみが、41に は、打痕 と凹痕がみられる。

42は 凹石 I類である。多孔質で軟質不整形の礫 に、一個の凹痕が認められる。

b,第 10層出上の石器 (第 133図～第138図 図版34～ 36)

1～ 9は石鏃である。 1は Ia類、 2～ 4は Ib類、 5、 6は Ⅱ類、 7～ 9は Ⅲ類に属する。

1は全面に火熟痕が認められ、基部、先端部が破損 している。 1、 3、 7は全面に加工がくわ

えられているが、他のものには素材の面が残 されている。先端部が素材のどの部位 にくるかを

見ると、打面側、木端側、横 とバラエテ ィエがあり、一定の傾向は認められず、類 との相関も

ない。Ⅲ類の中でも、 7、 8と 9の 間には凹部の作 り出 しに大 きな違いがある。 7は全面に火

熱痕が認められ、器面の一部 にはハ ジケが認められる。

10～15は石錐である。 10、 11が I類、 12、 14がⅡa類、13が Ⅱb類、15がⅢ類に属す る。10

は景」片の周辺 を両面から調整することによって、尖頭部 を形成 している。Hは小形の細長い素

材の先端部 に調整を加わえ、尖頭部 を形成 している。素材は、その形、景」離面の特徴 をみると

ピェス・ェスキーュの砕片であった可能性 が高い。13は 、崇」片の一端に小 さな剣離 をくわえ、



尖頭部 を形成している。景」離は錯向鉄J離 となっている。錯向景U離は石錐の先端部断面形を菱形

にするために有効であったものと考えられる。15は一部が破損 している。象J片の周辺部 に両面

から剰離をカロえることによって、三ヶ所の尖頭部 を形成 している。

16～18は石匙である。いずれも縦長景J片 を素材とする。16、 17は 、景J片 の打面側に、18は 象J

片の末端につまみが形成されている。つまみは、背面→腹面、腹面→背面の加工が組み合わさ

って、形成されるのが普通である。ただし、16の背面右狽」の狭 りは、背面→腹面の加工のみで

形成されている。

19～22は ポイントである。19は横長素J片 を素材に周辺から景」離がくわえられ、本葉形に仕上

げられている。201よ 、周辺部から角度のない鉄」離が施 され、尖頭部が形成されている。これら

は尖頭部がさほど尖鋭でなく、製作過程の途上で、放棄されたものかもしれない。21、 22は上

半部が欠損している。その形ガ犬からポイントの基部と考えられる。

23、 24は不定形石器 I類である。23は 、周辺からの景」離によって、ほぼ四角形に仕上げられ

ている。狽1辺部の加工は入念であるが、図上縁の加工は大きく散漫で、収敏 しない。24は 上部

欠損 している。破損面から、さらに一面ではあるが、加工がくわえられている。

28、 29は不定形石器口類である。29は下部欠損 している。縦長景」片を素材に、側辺部に急角

度の剣離が施され、先端部はにぶく尖がる。この種の石器は、10層 の 2点のみで、他の層から

の出土はない。

25～27は不定形石器Ⅲ類である。景U片 を折断し、形を整形 し、一側辺に連続的な二次加工を

くわえ、刃部を形成している。25、 26に は、折断面にさらに調整がくわえられている。25は火

熱を受け、器面にハジケが認められる。

30～36は、スクレイパー I類である。30、 31、 33は欠損 している。いずれも維長鉄」片を素材

とする。31は腹面側にまず、比較的大きな平坦な景」離を施 し、それを打面に背面側に刃吉5を形

成 している。このような手法は、27、 第 140図 19な どと共通する特徴的なものである。刃部は

一側辺に形成されるもの (30、 31、 36)と 両側辺に形成されるもの(32、 33、 34、 35)が ある。

37、 38は スクレイパーⅡ類である。いずれも象J片 の末端に、円弧状の刃部を形成 している。

39、 40は スクレイパーⅢ類である。39は 、象J片 の側辺部に一個の凹部を形成したものである。

40は 、剰片の末端部に両面から剣離をくわえ、凹部が形成されている。火熱の痕跡が認められ

一部にハジケが認められる。

41は スクレイパーⅣ類である。景」片の腹面側に平坦な景」離をくわえ、それを打面として背面

側に鋸歯状の刃部が形成されている。

42は小形の景」片を素材に、周辺部に小 さな剣離をくわえることによって、ほぼ四角形に整形

された石器である。
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43は縦長承」片を素材に、両側辺に急角度な加工が加えられている。この加工はナイフ形石器

の刃潰 し加工 (ブ ランティング)に極めて類似する。本追跡出土の石器で、このような加工が

認められるのは、この一例のみである。

44～47は破損しており、全体の形状は不明である。

48、 49、 51は石核である。48は剣離面の観察から、打面と作業面が、多方向に転移された痕

跡を残 していると49は 、背面が自然面でおおわれた横長景」片を石核の素材として、自然面を打

面に、腹面側を作業面に横長の景J片 を得ている。51は扁平な礫 を石核の素材としている。その

一側辺に、打面と作業面を交互に入れかえて、景」離が進行 している。

50は石棒である。上下大半は欠損 し、全体の形状は不明である。

51、 52は 敲石Ⅲ類である。51に は、磨痕が両面に認められ、さらに片面に凹痕が、両端に打

痕が認められる。
イ
これらの使用痕の他に、散漫ではあるが、赤色の顔料 (ベ ンガラと考えられ

る)の付着がみられる。52に は、磨痕、凹痕、打痕のいずれも認められる。打痕は先端部のみ

でなく、側辺部にも象」離面状の痕跡がみられる。また、磨痕は通例、平坦部の中央部にある力＼

この例では、表裏とも、側辺部に片寄っており、必ずしも凹痕 と重複 しない特異な例である。

53、 54は磨石 I類である。53に は、磨痕、打痕、凹痕、54に は、磨痕、凹痕が認められる。

55は砥石Ⅱb類である。大形の軟質の礫に、十条の溝伏の痕跡が認められる。また全面に磨

痕がみられる他、一面には深い凹痕がある。

C・ 第11層出上の石器 (第 139図 ～第145図  図版37～ 40)

1～ 8は石鏃である。 1、 2が Ia類、 3、 7が Ib類、 4、 5がⅡ類、 6、 8がⅢ類に属

する。 2の基部には散漫ながらアスファルトの付着が認められる。 1は先端部が、 6は基部が

欠損している。加工状況を見ると、 1、 2、 5は両面加工である。その他のものについては、

器面のいずれかに素材の段階の面を残 している。特に 4、 8は明確な周辺加工である。カロ正の

状態と形態 (基部の形態)に 明確な結びつきは認められない。このことは、加工の種別をこえ

て、基部形態が強 く意識されていたことを示すものであろう。

9～ 13は 石錐である。 9～ 11が 2a類、12、 13は 2b類 に属する。10、 11は基部が欠損 して

いる。13を 除けば、いずれも素」片の末端側に尖頭部 を形成 している。

14～ 16は 、ピエス・エスキーユである。14、 15に は上下 1対、16に は上下、左右 1対ずつの

潰れ状の刃部が形成されている。いずれも剣片を素材とする。

17～19は不定形石器Ⅱ類である。17は 、乗」片の両側辺を折断 し、一側辺に折断面から更に加

工がくわえられるとともに、末端部に連続的な二次加工が加えられ、刃部が形成 されている。

外面形はほば三角形を呈する。18は 、ま」片の末端部 を折断し、それに対応する部位は打面とな

っている。外面形は三角形を呈 し、一辺の腹面側に連続する二次加工を加え、刃部を形成して



おり、この刃部形成の剣離が折断面を切っている。19は、景」片の両端 (上下)を切断し、素材

としている。その腹面側に比較的大きな平坦な剖離をくわえ、それを打面として、背面側に連

続的で急角度の承」離が、施されている。タト面形は、ほぼ三角形を呈する。

25～28は スクレイパー I類である。すべて縦長景」片を素材とする。26は上部が欠損している。

26、 27は大形で一側辺に加工が加えられているが、26、 28は比較的小形で、両側辺に加工が施

されている。

20～24は スクレイパーⅡ類である。石器の長軸に直交する一辺に連続的な二次加工をくわえ

ることで共通する。21、 22、 23、 24は石器の側辺部にも加工がくわえられており、スクレイパ

ー I類の特徴も合わせもつものとも考えられる。

29は スクレイパーⅢ類である。刹片の末端部、側辺部に象J離 をくわえ、一個の凹部を形成し

ている。

33は、スクレイパーIV類である。背面に自然面を残す部厚い剣片を素材に周辺に加工をくわ

え鋸歯状の刃部を形成 している。

30、 31は破損 しているために、全体の形状は不明である。

32は、景」片を素材に、背面側にはスクレイパー類の加工に似る景↓離が、腹面側には、より平

坦な素」離が、ほば、器面全体をおおっている。スクレイパー I類に分類されるかもしれない力＼

腹面側の加工の性格が、不明のため、ここでは未分類としておきたい。

34は石核である。扁平な角礫を素材に、一面に打面を形成 し、その逆側を作業面に剣離が進

められている。鉄U片は 5枚程得られているにすぎず、最終的段階まで作業が進行 しているとは

考えられない。

35～37は磨製石斧である。35は基部側が破損している。36は全面が火熱を受けて、変色 して

いる。上下両端が欠損 しており、全体の形状は明らかではない。37は比較的全体の形状を残し

ている。先端部には、交互崇J離 によってジグザグの刃部が形成されている。これは、破損した

刃部の再生という意味をもつものであろう。磨製石斧の出土は11層 のこの 3例 に限られる。し

かし、すべて本来の姿を残 しておらず、数量も少なく、細かな形態のまとまりには言及できな

かった。

38、 39は敲石V類である。38は角柱状の自然礫の側辺部に打痕が認められる。39の下部は、

破損し、系」離面状の打痕が認められる。

40は下半部が欠損 し、全体の形状は明らかではないが、その特徴から敲石に分類されるもの

と思われる。側辺部に濤状の打痕が、一方の平坦部に同じく濤状の凹痕が認められる。折面に

は磨耗痕が顕著に認められ、破損後、再利用されたことをうかがわせる。

41は敲石Ⅱ類である。下半部が欠損している。大形で薄く扇形の自然礫 を素材としている。
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最大幅のある方の縁辺に景」離面状の打痕が認められる。このような形態のものは、他に1例存

在し、いずれも11層 出土のものである。

42は敲石Ⅳ類に属する。表裏にニケずつの凹痕、末端部に打痕、さらに図の左面に磨痕が認

められる。特に注目されるのは、平坦面に認められる使用痕のかたちである。円形、もしくは

楕円形の凹形の痕跡が器面にまんべんなく認められ、凹痕の中央部にも存在する。また、それ

らが重複 したり、力が一点に集中しない場合には、磨痕の形状となって、あらわれるよう、であ

る。これらの痕跡は従来「パンチ 。コーン」と呼ばれていたものに類似し、一点に集中して、

強力な加撃がなされたことを示すものであろう。本追跡の出土品の中で、このような痕跡をと

どめるものは他になく、特異な使用痕といえる。

43は磨石Ⅲ類である。磨痕のみが認められ、磨痕の面によって、礫の形が、かなり変形され

ており、多面体に近い形となっている。

44～ 51は 磨石 I類に属する。44、 45に は、磨痕のみが、46～48に は、磨痕と凹痕が、49～ 51

には、磨痕、凹痕、打痕が認められる。磨痕は、表裏いずれにも認められるのが普通であり、

凹痕と重複する。磨痕のみが認められるもの (44、 45)は、他のものよりも小形の傾向がある。

しかし、数量的に少ないためか、先にのべたように、他のものから分離することは不可能であ

る。今後の課題として置きたい。

52は、砥石 I類である。角礫の平坦面に擦痕が認められる。

53は円盤状石製品である。平坦面をもつ、薄い礫 を打ち欠いて、ほぼ円形に仕上げたのち、

平坦面、周辺部を、さらに磨いている。

54は砥石Ⅲa類である。不整形で軟質な礫の一面に数条の線状痕が認められる。

4)土器の製作技術について

a.土器の製作

土器が完成品となるまでは、およそ、以下の工程が考えられる。

粘土採集罐 a一 →
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´
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給
)→ 練 り上げ → ねかせ

?

→
[亜囲→□ →□ →御整>□ →□

これらの製作工程については、まだ不明な点が多い。以下は、土器の観察 によってある程度

理解できる工程について言及 してみたい。

胎土

土器の製作は、粘土の選定から開始 される。当然、一定の空間をもつ集落の内部や周辺の採

集地があったものと思われる。また、時期や地域によっても、粘土の選択に個性がある。これ



については、「集回の好みや流行として解釈すべき部分が多いようである。」 1/1ヽ林達雄 :1966)

と言えよう。しかし、好みや流行以前に、地域ごとの土壌に左右されることは言 うまでもない

ことであろう。

砂粒については、石英・長石・光沢のある黒色不透明粒 (角閃石 ?)等 が日につくが、雲母な

どはほとんど見られないようである。また、本遺跡では、時期別や粗製土器と精製土器の差に

よって砂粒が区別されるということはない。砂粒の量は、肉眼からの判断では、縄文時代中期

の土器に多く、第 1群土器では粗粒のものが、第 2～第 8群土器では細粒のものが目立つ。第

7群土器は、器面調整が丁寧であるためか砂粒は比較的目立たない。

成形

(粘土帯)

成形については、完

全な土器を観察 しなけ

ればならないが、大半

の上器は成形の良く観

察できるものではない。

したがって、破片の観

察によって解決する方

法を取 らざるを得ない。

本遺跡では、接合面が

明瞭に承J離 した土器片

長は 2～ 3 cmお よび 4

～ 6 cmの ものが多い。

このことより粘土帯の

幅は最刈ヽが 2～ 3 cmで

あると考えられる。し

たがって幅が4～ 6 cm

のものは粘土帯 2段分

で害Jれ ていることにな

る。さらに接合面で明

瞭に乗」離 していない破

片でも、その長さが 2

～ 3 cm、 4～ 6 cmの も

(網代)
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のが多いことは、前述 した粘土帯の長 さが妥当なものであることを示すものであろう。 また、

大形品と考えられる破片を観察 してみると、粘土帯 2段分で明瞭に禁U離 しているものが多いこ

とが看取 される。このことから、積み上げ段階にある程度の乾燥工程が存在 したことが予想 さ

れる。口縁部付近のものが胴部 に比 して、粘土帯の幅の狭いものが存在する。粘土帯の幅には、

地域差や製作者の個人差があるであろうし、器形によっても異なるであるう。 しか し、本遺跡

では、それらの差異は看取 し得なかった。

ミニチュア土器は、手捏ねによるものが主体的であり、わずかに鉢型のものに輪積み と思わ

れるものが存在する。

(接合 )

胴部の接合には、第 146図 に示 したとおり、 3種類の方法が存在する。 1、 2の方法 が主体

的であり、 3の 方法は僅少である。 1の 方法 によるものの中に上端に刻みを施 したものが 2例

(図版31)認 められた。 1の方法については、図のような均整のとれた例は少なく、左右 どち

らかに偏 るものが多いようである。

底部の接合では、底部用の円盤に胴部の粘土 を接合 し、さらに底部調整が行なわれる。これ

に関 しては、第 146図 に示 した 6種類の方法が確認できた。統計的処理は行なえなかったが、

観察の結果では、A及 びBが最も多く、他は少ないようである。A及びBは 、主に第10層・第11層

の土器においてみることができた。 Bは、 Aに さらに粘土 を補強 した例である。 Cは 、 E-15

区、第11層 中より1点確認された。Bと 同様の方法であるが、補強粘土は、底部内面すべてに及

ぶものと考えられる。 Dは、Bと 同様であるが、接合する部位に違いがみられる。すなわち、

Bに おいては、底部円盤上で接合するのに対 して、 Dは、底部円盤の先端部に接合 し、内面に

粘土 を補強 している。Eは、Aの方法 を基本 とし、底部外面に粘土を補強 しているが、工程 2

の段階で網代がつ き、その後に粘土 を補強 している。Eの方法は、第 8層 中の資料にみることが

で きる。

調整 (整形)

土器成形が終了すると、次の工程 として調整が行なわれる。この工程では、土器の機能や用

途 に重要な関わりを示す。また、文様の施文 との関わりにおいても重要な条件 となろう。調整

には「ケズリ」「ナデ」「 ミガキ」が存在 し、最初の工程 として「ケズリ」あるいは「ナデ」の

調整があり、次いで「ナデ」あるいは「 ミガキ」が存在する。これらの調整は、内面において

顕著であり、わざわざ化粧土 を付加 し「 ミガキ Iを 加えるものもあり、そこに、機能 を果すべ

く、多大な努力が払われているといえよう。最終調整が「ケズリ (弱い)」 で終 わるものはほん

どなく、大半は「ナデ」あるいは「 ミガキ」である。器形や大 きさによって調整方法が異 なる

傾向は認められない。 さらに、精製土器と粗製土器の差によって、調整方法の差異 も認 められ
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ないようである。また、粗製土器においては、調整方法の精粗の差が存在し、機能差を反映 し

たものであろう。

一方、調整には、文様施文後に行なうものが存在する。日唇都付近や胴部下半に地文を消す

形で認められる「ナデ」「 ミガキ」がそれである。しかし、これらは「磨消 し」とは目的を異に

するようである。これらの調整は後期の土器に多くみることができる。

施文

施文には、地文として縄文と撚糸文が主体的に用いられる。他に、櫛歯状工具、半裁竹管、

棒状工具、そして、ヘラ状工具を突 き束Uし て 1本 1本描 く沈線文が存在する。これらは、およ

そ施文工程の第 1段階として用いられる。この段階では、装飾性に乏しい。施文工程の第 2段

階として、様々な沈線文や隆起線文、そして磨消や突起等によって加飾 され、より装飾性の高

いものに仕上げられる。特に後期以後に、第 1段階と第 2段階の差が明瞭となり、数量的にも

第 1段階で終了するものの比率が
'曽

大してくる。これは、機能や用途が多様化・固定化するこ

とを推測 させる。逆に、中期のものは、第 2段階までの工程を示すものが多く、段階の差は未

発達である。

また、本遺跡では、後期以後の土器で第 1段階で施文が終了し、しかも装飾性の乏しいもの

を粗製土器とし、第 1段階で終了するものでも装飾性の豊かなものや、第 2段階以上のものを

精製土器として区別 した。この粗製と精製の区別の問題は、種々議論のあるところであり、本

来、胎土や調整等の他の土器の持つ属性や機能を含めた分析を通 して、総合的な判断に基づか

なければならないが、本遺跡では、便宜上、文様の施文工程によって区別した。本遺跡では、

粗製土器の出土量が極めて多い。

b。 器形 (第 147図 )

① 深鉢形土器

第 1群～第Ⅳ群土器については破片が多く、全体 を知 りうるものはほとんどない。わずかに

第Ⅱ群土器の中に、胴部が大きく張る深鉢形土器 (第55図 1、 第56図 1)があり、第Ⅳ群土器

にやや肩の張る深鉢形土器があるにすぎない。

ここでは、比較的資料の多い後期の土器について分類を行った。

Aは、底部から口縁部にかけて開く深鉢形土器である。

Alは ゆるやかに外傾するもの (第53図 2)。

A2は Alと 同様であるが、底部付近が窄むもの (第48図 2)。

A3は胴部がやや開き、口縁部は外傾するもの (第45図 2)。

A4は直立ぎみに立ち上がり、日唇部付近が内傾するもの (第54図 1、 第71図 5)。

このうち、AlはⅥ群土器、Ⅸ群 1類 。4類土器などに存在する。A2は Ⅸ群 1類 。4類土器な



どに存在し、A3は Ⅸ群 6類土器中などにわずかに存在する。A4は 内傾するものがわずかにⅨ群

4類土器に、内反するものがⅥ群土器などに存在する。

Bは内湾する深鉢形土器である。

Blは 、底部から胴部にかけて緩やかに膨 らみ、口縁郡付近で内湾するもの (第45図 1、 第

54図 3)

B2は Blと 同様であるが、胴部下半が窄むもの (第 28図 2)

Bl、 B2は Ⅸ群 4類土器にわずかに存在する。

Cは底部から口縁部にかけて緩く開き、口縁部付近でほぼ直立する深鉢形土器である。

このタイプはⅨ群 1類・ 4類・ 5類・ 6類・ 9類などに存在する。

Dは 口縁部付近がくびれる深鉢形土器である。

DIは 口縁部付近がほぼ直立するもの (第51図 2)

D2は 口縁部付近が外反するもの (第41図 2)

D3は くびれの大きなもの (第 44図 2)

Dl・ D2は第Ⅸ群 1類 。4類・ 6類・ 7類 などの粗製土器に多くみられ、D3は現在のところ第

Ⅸ群 7類にみられる。

Eは胴部が張 り、頸部が大きくくびれる深鉢形土器である。

このタイプは第48図 2が代表例であり、ほぼ第Ⅵ群土器特有の器形である。特に文様もある

1       程度限られるようで、 1類の b～ dの 口縁吉5に f・ iokな どの】同部文様が施文される。器形

と文様が対応する傾向が認められる良い例であろう。

Fは第52図 3に みられる器形で他に例がない。

Gは、関東の堀ノ内Ⅱ式土器の器形と共通する例で、第52図 4が好例である。他のⅦ群は完

形品がないけれど、破片観察でも器形の差が認められる。

この土器は器形及び文様、さらに胎土が異なることから搬入品である可能性が高い。

② 重形土器

壷形土器は完形品がなく、復元実測ができたものについて分類 した。その結果、 4種類の形

態が判明した。

Aは 口縁部が「く」の字状に外反するもの (第44図 1)

Bは 口縁部が緩 く外反するもの (第42図 2)

Cは 口縁部がほぼ直立するもの (第42図 1)

Dは 回縁部が緩 く外傾するもの (第42図 3)

Aは第Ⅸ群 6類 b-4、 Bは第Ⅶ群 2類、Cは第Ⅶ群 5類、Dは第Ⅷ群 1類にそれぞれ属す

る。



この他に娩形 (第 19図 19)、 皿形 (第42図 4)、 高郭形 (第42図 5)の 器種が認められる。

C.土器底部について

第 2次調査区内における底部破片は、主に時間的制約から、すべての破片について集計・分

析はできなかったが、図示 した土器を合めて、総数約 592片 について観察 した。この個数は全

体の 9割以上を示める。もちろん、破片の中には、接合 しなかった同一個体の破片が含まれて

いると考えられるため、観察 した底部破片の比率は高くなり、また、出土土器の個体数は少な

くなると思われる。

底部について観察すると、網代痕・本葉痕があり、また、無文底における底部調整として、

ミガキ・ナデ・ケズリが存在する。これらは、それぞれ全体の35。 1%。 13.3%・ 11,3%・ 5。 1

%。 16.1%と なる。また、分類不明のものは、19.1%存 在する。層位別の集計は、第12表 に示

したとおりである。この表をみると、網代底がおよそどの層においても高い出土比率を示し、

8層・10層 。11層 では、いずれも30%以上を占める。無文底のナデやケズリについては、磨耗

したものが多く、土器の使用も考慮すれば、表に示 した数字は流動的である。本葉痕は、羽状

脈のものが大半を占め、平行脈のものは極めて少ない。平行脈は、竹類の葉と考えられる。

網代底は、A～ Lま で12種類存在し、第13表・第148図 に示 したとおりである。編み方は、E

・Fが多く、この 2種類で全体の約63%を 占める。これらは、関東や東】し南部では、最も普及

した編み方であり、福島県小川貝塚や三貫地貝塚においても、この 2種類で50%以上を占め、

同様の傾向がうかがえる (荒井ヨシ :1970)。 逆に、岩手県崎山弁天遺跡 (岩手県大槌町教委 :

1974)で は、本遺跡のAと した平織の例が50%以上を占め、E・ Fの例は少なく、東北南部と

は異なった傾向を示 している。

特殊な編み方としては、 I～ Lと して示 したものがある。これらは、十合:‡員|11本送 りの

編み方を基調としている。 Iは、 3段 (条)毎に緯線 を1本ずつずらして編んでいる。また、

」・Kでは、 3段毎の単位がくずれ、不規則となる。 Jでは、十
(合 :‡員:)|が、Kでは、

!咸敬|1鞄 li° 鳥燃 21:奈訴緑冷ζ籠|ぜ t第軍
種 類

層 位
網  代 本  葉

無   文   底
不  明 計

ミガキ ナ  デ ケ ス リ

8  層 7 6

9  層 2 2

10  層 9 218

11  層 13 7 19

1l c 層 2 ユ 3 1 14

遺  構 8 3 3 2 4 6

表採及び層位不明 6 9 6 18

% 35 1 11 3 5 1 100

く第12表

底 部 分 類 表
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第13表 網代分類表
A B C D E F G H I 」 K L 分類不明 計

8  層 ] l

9  層 ユ 1 2

10  層 l l

11  層 2 1

層 1 1 2

道  構 ユ 4 3 8

表採及び層位不明 5 4 1 2

言| 2 1 2 l 1 1 1 l ユ 1 209

I～ Lに ついては不規則で、明確に編み方の単位のくり返 しをつかむことができない。

網代の材料については、粘上で陽型をとってみると、偏平で角張っており、おそらく竹で編

んだものと思われる。このことは、本葉痕の中に竹葉と思われるものが含まれていることから

も、より蓋然性の高いものと言えよう。植物のツル等で編んだような丸みをもつ例は、確認で

きなかった。繊維の幅は、 2～ 6 mmの ものが存在 し、 3～ 4 mmの ものが多い。

網代痕については、中央部付近やほぼ全面を磨消したものが存在する。関東地方等では、加

曽利 E式 ～堀ノ内 正式の時期に網代の磨消が盛行する(荒木 :1970)が 、本遺跡では、11層 より

出土 した 6点が最も多く、10層 で 2点、 8層 で 1点出土している。 したがって、中期か後期で

も古い時期ほど多くなる可能性が考えられよう。

実測可能な土器での網代痕は、粗製土器に8点、精製土器は小形深鉢に 1点認められる。他

については、いずれも底部破片であるため詳細は不明であるが、胎土に砂粒の多く含むものに

多いことや胴部が残存 している例から判断して、大半は粗製土器であった可能性が高い。また、

網代痕にさらに粘土を貼付けて底部成形を行なった例が 2点存在することから、網代の出土率

及び精製・粗製の比率も変わる可能性が考えられる。

引用・参考文献

荒本ヨン 1968「縄文式時代の網代編み」物質文化12号

同  上 1970「 東日本縄文時代後・晩期の網代編みについて」物質文化15号

同  上 1971「縄文式時代の網代編み」物質文化19号

草間俊一編 1974「崎山弁天遺跡」岩手県大槌町教育委員会

(2)弥生時代の遺物 (第 152図 1～ 5図版42-3～ 7)

弥生時代の遺物は、明確な包含層や遺構は確認されず、 5点の土器片が各層より出土したに

すぎない。

1は、A-15区第 5層 より出土 した、日縁部付近の破片である。地文に単節縄文 (LR?)
を施文し、横位沈線文が一条認められる。本例は、枡形囲式に比定されるものであろう。

2は、D-3区河川 2層 より出土した胴部破片である。文様は、 2条の平行沈線文を弧状に

連続施文する。本例は、桜井 I式 に比定されるものであろう。
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3は、D-10区の第11層 出土の縄文土器水洗時に検出された。 しかし、層位的に矛盾があり、

混入品であると思われる。本例は、 3条の平行沈線文を染 1犬 に連続施文する胴部破片であり、

桜井Ⅱ式に比定される壷形土器の破片であろう。

4は 、D-3区河川 2層 より出土 した胴部破片である。本例は、地文に縄文 (RL)を施 し、

2条の横位沈線文及び波状沈線文を施文する。また、これらの沈線文内には、部分的に赤色顔

料の付着が認められる。本例は、天王山式に比定されるものであろう。

5は、A-15区第 5層 より出土した粗製の深鉢形土器の破片であろう。地文にLRの 縄文を

施文する。時期は不明である。

本遺跡の弥生土器の胎土は、全般に砂粒は少なく、針状物質は認められない。焼成は良好な

ものが多い。

(3)古墳時代以降の遺構 と遺物

1)遺構

a.河川跡 (第153図 、第154図 、図版10-2・ 3、 図版11-1)

本遺跡では、第 1ト レンチおよび第 3ト レンチにかけて確認された 1号河川跡と第 2ト レン

チで確認された 2号河川跡の計 2ヶ 所の旧河道が存在する。遺構ではないが、ここで扱 う。

l号河川跡は、第 3ト レンチの調査結果では、川幅約15.30m、 深さ1,9mを測る。 2号河川

跡についても、深さ約 1,7mま で確認できたが、 lo・ そらく、 1号河川跡と同様の規模をもつも

のと考えられる。また、いずれの河ナ|1跡 も、幅約20mに 渡って堆積層に影響を与えている。 1

号河川跡では、複雑な堆積層を示し、遺物も川床まで出土しており、土師器・須恵器 。本製品

。獣骨・植物遺体が出土 しているが、土器の器形の推定できるものはほとんどない。これに対

し、 2号河川跡では、遺物はほとんど出土していない。

1号及び 2号河川跡は、層位的にはほぼ同一時期のものと判断されるが、河道の位置の差は、
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流路を変えた結果なのか、あるいは分流 していたものか判断できない。また、 1次調査区より

確認された旧河道との関連についても判断できない。

少なくとも、 1号河川跡については、 1号住居址を含む集落と密接な関連があったことは、

指摘できるであろう。これらの河川跡は、名取川の自然堤防を浸食しつつ東流する平安時代の

古蕉川であろう。

b.1号住居跡 (第 155図 、図版11-2)

調査区中央部のA-17区・C-12区 にかけて位置し、 4層上面で確認された住居址である。

住居跡は、北側約%が確認されたにすぎず、南側は調査区域外になるため、住居跡の規模や、

カマ ド等の付属施設についてはまったく不明である。わずかに、北壁3,73mを確認 したに留っ

た。壁高は、12～21cmを 測る。住居跡本来の規模は、 1辺約 4m前後の方形プランではないか

と予想される。埋土は単層で、10Y R%黄掲色の粘土質シルトである。北壁付近の床面上には、

4個のピットが存在するが、いずれも浅 く、

柱穴 とは認めがたい。また、住居跡の北側 に

は、 3個のピットが確認 された。いずれも、

埋土は黒褐色粘土質シル トであり、これらの

ピットと住居跡 との関連については、明 らか

ではない。

C,1号溝 (第 156図 、第157図 、図版11-3、 図版12-2)

第 1ト レンチ中央部から、第 3ト レンチ南部に位置し、 4層上面よ

十

第14表  1号住居跡ピットー覧表

番号 規  模 (cm) 深 さ(cm) 備 考

PI 40× 34 (19× 16) 14 黒 色 粘 土 質 シル ト

P2 37× 27 (16X14) 黒褐色粘土質 シル ト

P3 40× 34 (30× 19) 黒 色 粘 土 質 シル ト

P4 30× 20 6 黄褐色粘土質 シル ト

Ps 19× 18 4 褐色 粘土質 シル ト

P6 19× 18 14 黄褐色粘土質 ンル ト

P? 18× 18 13 褐色粘 土質 シル ト
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第156図  1・ 2号溝実測図

引
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A■
午

B■ 2

A-13 B-13

濤は、第 1ト レンチから第 3ト レンチ

にかけてゆるい機伏を呈 し、東西に伸

びる。しかし、第 2ト レンチでは確認

されないことから、濤の方向が変化す

るか、あるいは消滅したものと考えら

れる。規模は、第 1ト レンチでは、幅

0.54～ 0.8m、 深さ21～ 33cmを 測 り、

第 3ト レンチでは、幅0.85～ 1.Om、 深

さ40～ 57cmを測る。東狽」イよど幅が広 く

深 くなる傾向が指摘できる。また、第

3ト レンチ西側では、濤に段差があり、

この部分で幅約 1.6mを 測る。壁はゆ

るく立ち上がり、溝底はほぼ平坦であ

る。遺物はほとんど出土しておらず、

わずかに土師器細片と、C-9区 ・D

-9区より須忘器長頸壺と、A-12区

より砥石 1点 が出土している。B-9

区の濤の北側には、規模0.86× 0.52m、

深さ17cmの楕円形ピットが確認された

が、伴出遺物もなく、性格不明である。

d.2号溝 (156図 、図版11-3)

第 1ト レンチ中央部から東部にかけ

て、 1号溝の南側に平行するように位

置する。濤は、 4層上面より確認 され、

1号濤との新旧関係は明確にしがたい

が、 1号濤より古いものと考えられる。

第 3ト レンチでは検出できなかった。

溝の西端は徐々に浅 くなり消減する。

断面形態はほぼU字形を呈する。濤の

中央部では、南方向に突出部が存在す

るが、さらに南に連続する濤ではない

ものと考えられる。規模は、幅約30～
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40cm、 深さ約30～40cmを 測 り、突出部付近の深さは、約50cmを測る。遺物は出土していない。

e.3号溝 (第 153図 、図版12-3)

第 3ト レンチC-3区 ・D-3区 を中心に位置し、第 8層上面より確認された。本来は、断

面観察の結果、 6層 より掘 り込まれていることが半」明した。規模は、確認面では幅 1.2～ 1,7

m、 深さ30～ 46cmを 測るが、本来は、幅 1,5～ 1.7m、 深さ60～75cmを 測る。濤は、東西に弧

を描 くように伸びているが、他の トレンチでは確認できない。濤底は、 トレンチ内の東西端で

1段低 くなっており、また 8層 。10層 を掘 り込んでいる。埋土は、第 3ト レンチ東壁では、 7

層で構成されている。濤に伴 う遺物は出土 しておらず、わずかに濤底より縄文土器の細片が出

土しているにすぎない。伴出遺物が出上していないため、所属時期 を明確にすることはできな

いが、層序関係から判断すると、およそ古墳時代から平安時代の年代幅の中で把握することが

できよう。

f。 4号溝 (第 158図 、図版12

-1)

第 2ト レンチE-10区・ F一

10区 に位置 し、 4層上面より確

認 された濤である。この濤は、

ほば南北 に伸びており、第 1次

調査区内のいずれかの濤 と接続

する可能性が考えられる。規模

は幅 1.0～ 1.45m、 深 さ26～ 55

cmを 測 る。濤の】し狽1では壁が 2

段 になっており、徐々に浅 くな

る。これに対 し、南側では段が

消滅 し、徐々に深 くなる。濤底

は、北側では比較的平坦である

が、南側ではゆるいV字形 を示

す。遺物は、土師器細片がわず

かに出土 したにす ぎない。層位

や伴出遺物から判断 して、平安

時代に属する濤と考えられる。

A
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2)遺 物

a.土師器 (第 159。 160図 、図版43・ 44)

調査によって出土 した土師器は平箱にして約 4箱で、多くは磨滅 した小破片である。これら

は 1号河川跡、 1号住居跡、第Ⅲ層～第Ⅶ層中より出土しているが、大半は 1号河川跡より出

土 した。器形は郭・高台付郭 。甕・壷・小形手捏土器・甑がある。

① 堺 (第 159図 1～ 11)

郭には、製作に際しロクロ未使用のものとロクロ使用のものがあり、前者をA類、後者をB

類に分けられる。

(郭 A類〉 製作に除しロクロ未使用のもので、底部は丸底のものである。体部の段の有無

により糸岡分され、段のあるものをAI類、ないものをAⅡ類とする。

AI類 図化できた 1点 だけが出土した。 1は体部下端にわずかな段 を形成するもので、底

部は丸底である。器面調整は外面が段の上ではヨコナデされ、段から底部にかけてヘラケズリ

されている。内面はヘラミガキされ、黒色処理が施されている。 1号河ナII跡 より出土した。

Aコ 類 小破片のため図化できないが、 2点出土 した。体部に段、沈線がなく、底部は丸底

のものである。外面の器面調整は口縁部がヨコナデ、口縁部近くから底部までヘラケズリされ

ている。内面はヘラミガキされ、黒色処理が施されている。

(郭 B類) 製作に際しロクロ使用のもので、底部は平底である。底部切 り離 し技法は回転

糸切 りで、再調整の有無 により細分 される。再調整のあるものをBI類、ないものをB口 類

とする。

BI類 底部切 り離 し技法が回転糸切 りで、再調整されるものである。また、底部に手持

ちヘラケズリされるものをBIa類、体部下端と底部に手持ちヘラケズリされるものをBIb

類、底部にヘラミガキされるものをBIc類 とする。

B Ia類は全体がわかるものはなく、底部片 7点が出土した。内面の調整はいずれもヘラミ

ガキされ、黒色処理が施 されている。底部は再調整されているがわずかに回転糸切 り痕が残存

する。墨書土器 2点が出土し、 3の 底部は「物」と判読される。 2点 とも1号河川跡より出土

した。BIb類 も全体がわかるものはなく、底部片 8点がある。BIc類 は 7だ けで、 1号河

川跡より出土 した。口径16.7cm、 底径 7.4 cm、 器高 5.7 cmを 測る。底部切 り離し技法は回転糸

切 りで、その後一方向にわずかにヘラミガキされている。内面の調整は全面にヘラミガキさ

れ、口縁部から体部中央付近までは横方向のヘラミガキ、体部下端から底部は放射状のヘラミ

ガキである。黒色処理が施 されている。

BⅡ類 底部切 り離 し技法は回転糸切 りで、無調整のものである。これに属するものは比

較的多く出土しているが大部分小破片であり、全体のわかるものはない。いずれも内面の調整
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はヘラミガキされ、黒色処理が施されている。 8は その中でも残 りがよく、底径 7.2 cm、 残存

高 2.5 cmを 淑よる。 1号河サII跡 より出土した。

② 高台付郭 (第160図 1～ 5)

すべて破片のため全体の器形は不明である。体部下端から底部の破片で、 6点が出土した。

高台は短く、断面形が約三角形を呈するものを張 り付けている。この中には、底部より高台端

部が上面に位置するものもある。底部切 り離 し技法は回転糸切 りで、高台を張 り付ける際に

ロクロナデ調整によって糸切 りの痕跡 を部分的 に消している。内面の調整はヘラミガキで、

黒色処理されている。 4と 5は底部中央に径 8 mmの小孔があり、焼成後あけている。

③ 甕 (160図 10。 11)

製作に際しロクロ未使用のものとロクロ使用のものがあり、前者をA類、後者をB類に分け

られる。

(甕 A類〉 すべて小破片のため全体の器形は不明である。図化できたものは1点である。

10は第 1ト レンチ第V層中より出土した日縁部片である。外面の調整は口縁部がハケメ後ヨコ

ナデ、体部はハケメである。内面はヨヨナデされている。

(甕 B類〉 すべて小破片であるため図化できたものはない。11は山口遺跡の東側道路工事

中に採集されたものであるが調査区内よりこれと同様のものが出土している。最大径は体部に

あり、口縁部から体部中央付近はロクロ調整で、体部中央付近から下は縦位のヘラケズリが施

されている。口縁部は外反し、さらに上方へ折り曲げられ、端部は九くおさめられ
´いる。

④ 壷 (第160図 9)

体部から底部にかけての破片が1点出土した。器形は不明である力朔 形ヽの壷と考えられる。

底部は平底で径 3.4 cmを 測る。外面の調整は体部から底部までヘラケズリされている。内面は

荒れているため不明である。色調は内外面とも明赤褐色を呈する。

⑤ 小形手捏土器 (第160図 8)

第 1ト レンチA-13区第V層中より出上した1点だけである。日縁郡と底部は欠損している

が壷形を呈するもので、体部は球形である。外面の調整はヘラミガキされ、内面はナデである。

⑥ 甑

底部の小破片 1点が出土したが全体の器形は不明である。単孔のもので、調整は内外面とも

横方向のヘラケズリである。

⑦ まとめ

調査によって出土した土師器は17・・高台付郭 。甕・重・小形手捏土器・甑の各器形があるが

ほとんど1号河川跡の堆積土中より出土したものが多く、遺構に伴って出土したものはなく、

分類された土師器の共伴関係についても不明である。



これらを東北地方南半の土師器の編年 (氏家和典 1955)、 その後の土師器の検討 (同 1967)

に位置づけるとlThA類 は国分寺下層式 (奈良時代後半)、 郭B類・高台付郭・甕B類は表杉ノ入

式 (平安時代)に相当するものである。

小形手握土器は体部が球形を呈する壷形のもので、南小泉式の壷を小形化 したもので南小泉

式に相当するものと考えられる。

甕A類はロクロ未使用のもので、体部は比較的球形に近いものと推察され、古墳時代に属す

るものである。

高台付郭は多賀城跡の調査 (宮城県多賀城跡調査研究所 。1975・ 1978。 1979)で も同様の高

台のものが須恵系土器と共に出土しており、表杉ノ入式でも新しい時期に位置づけられている。

したがって、調査区より出上の高台付郭も平安時代でも新しい時期に属する。

今回の調査では古墳時代・奈良時代のものは若干出土 しただけで、大部分は平安時代に属す

るものである。

b.赤焼土器 (第 159図 6・ 7、 図版43-1・ 2)

製作に際しロクロ使用のもので、内外面ともロクロ調整され、底部切 り離し技法は回転糸切

り無調整のものである。内面にはヘラミガキ、黒色処理が施 されていない。器形には皿・郭と

がある。

6は第 3ト レンチD-3区 の 1号河川跡第 2層 より出土した皿で、日径 9.6 cm、 底径3.8cm、

器高 2.l cmを 測る。器形は底部より直線上に外傾 し、日縁部はわずかに外反する。色調は内外

面とも黒褐色ないし褐色を呈する。

7は 山口遺跡の東側道路工事中に採集された邪で、口径12.7cm、 底径 6.O cm、 器高 4.6 cmを

測る。器形は底部よりやや内湾 して立ち上がり、口縁部は外反する。色調は内外面とも黒褐色

ないし明掲色を呈する。

C.須恵器 (第 161～ 163図 、図版43・ 44)

調査によって出土 した須恵器には郭・高台付郭・蓋・長頸重・甕の各器形があり、平箱にし

て約 1箱が出土 したが大部分甕の破片である。

① 郭 (第 161図 1～ 9)

底部の切 り離 し技法によって 3種類に分けられる。

(:31::1拿 lζ i‡:|:二急::をま:そf三自3:|;::iされるもの。
(郭 A類) 図化できたものは 4点である。 1は 国径13.6cm、 底径 8.O cm、 器高 3.7 cmを 測

る。器形は底部 より直線上に外傾 し、口縁部 に至る。内外面に火だす き痕が見られる。第 1ト



轟,:課

ヽ

 ヽ                                            

′

程愛藝乾勢
‐

7

第161図 須 恵 器実 測 図 (1)



碑
4

第162図 須恵器実測図 (2)



―

離

4

劇

‐―

口
一　
　
　
　
‐

第163図  須恵器実測図 (3)

14



レンチA-11区の 1号河ナ|1跡 第 9層 より出土 した。 2は 口径13.8cm、 底径 8,7 cm、 器高 3.4 cm

を測る。器形は底部より直線上に外傾する。内外面に火だすき痕が見 られる。底部 に墨書があ

るが半J読で きない。第 4ト レンチC-12区 より出上 した。

(lT・ B類〉 すべて小破片のため全体の器形は不明である。図化で きたものは 4点で、いず

れも底部破片である。 6と 9は底部及び体部 に墨書があるが欠損 しているため不明である。

(郭 C類〉 第2ト レンチの2号河川跡より出上した第161図 5だ けである。国径13.Ocm、 底

径 6.5 cm、 器高3.8帥 を測る。器形は底部より直線上に外傾し、口縁部に至る。内外面に人だ

すき痕がある。

② 高台付郭

底部の小破片が 1点出土 したのみである。底部切 り離 し技法は回転糸切 りである。高台は 2

m断呈の短いものである。第 1ト レンチB-7区 第Ⅳ層上面より出土 している。

③ 蓋

天丼部から口縁部 にかけての小破片 1点が出土したのみである。天丼部はほぼ平坦で、口縁

部は下方に短 く折り曲げられ、端部の断面は三角形に近いものである。

④ 長頸壺 (第161図 10～ 12)

図化できたものは 3点で、全体のわかるものはない。10は 第 3ト レンチC・ D-9グ リッド

の 1号濤より出土した。日径 9.4 cm、 残存高 8.8 cmを 測る。11と 12は 底部片で 9 mmの 高台が付

く。共に第 3ト レンチC-3区 ・ 6区 より出土した。

⑤ 甕 (第 162・ 163図 )(図版46か照)

調査区より出土の須恵器の中では最も多く出土 したが、ほとんど小破片である。図化できた

ものは19点である。第 162図 の 5は 中形の甕で、口縁部は欠損している。残存高26.2cm、 残存

最大径は体部中央付近にあり、径30.4cm、 底径11.4cmを 測る。第 1ト レンチA-11区の 1号河

川跡第 9層 より須恵器郭 (第 161図 1)と 共に出土 した。体部外面は叩き目後体部上端がヨコ

ナデ、体部下端から底部までヘラケズリ調整のため叩き目が消されている。内面は全面に横方

向、縦方向のナデが行われている。叩 き目文は比較的幅の広い長方形の格子目状のものである。

同 1は第 1ト レンチA-12区、 1号河川跡出上のもので、日径27cmを測る。体部外面に平行叩

き目文がある。同 3・ 4は 口縁部の破片で、平行叩き目後ロクロナデ調整を施 している。第162

図の 1は底部片で、底径15cmを 測る。タト面の調整は体部がナデ、体部下端から底部全面にヘラ

ケズリされている。内面はヨコナデされている。

第 163図 2～ 14は体部の破片である。叩き目文の種類によって4類に分けられる。木目をそ

のまま生かしたいわゆる格子目ふ うの叩き目文のもの(2～ 5、 11)、 平行叩き目文のもの (6

～ 9)、 長方形の格子目状叩き目文のもの (14)、 叩き目をすり消しているもの (10。 12)が あ



る。内面には同心円文のものが多く、またす り消 しているもの (6・ 7・ 9。 11)も ある。

⑥  まとめ

調査区より出土 した須恵器は郭・高台付郭 。蓋・長頸壺・甕の各器形がある。共伴関係につ

いては不明である。

東北地方における須恵器の編年はまだ確立 されていないが、郭形土器の底部技法 によリーつ

の試論 (岡 田茂弘、桑原滋郎、1974)が なされている。それによると都 A類 としたものは 6-

b類に類似するもので、多賀城の第四期 に相当する。郭 B類は 9類 に類似するもので、多賀城

の第Ⅳ期に相当する。

よって本追跡の須恵器はほば平安時代に位置づけられるものであろう。

d.灰釉陶器 (図版44-7・ 8)

調査区内より灰釉陶器は 3点出土 したが、すべて小破片である。器形は、皿 。瓶 を呈するも

のと考えられる。

皿形のものは、 1号河川跡 より出土 した底部片 1点だけで、長さ7 mm程の高台が張 り付けら

れ、端部は丸くおさめられている。釉は体部 と高台の部分に見 られる。

他の 2点は、瓶か壼形の体部小破片である。釉は外面にかけられており、その うち 1点は釉

が象Jがれている。 2点 とも第 3ト レンチのC-3区 、D-4区 の 1号河川跡第 2層 より出土 し

ている。

e。 青 磁 (第164図 、図版44-5。 6)

青磁は第 3ト レンチ、 1号河 ,II跡第 1層 より、 2点出土 したが、 2点 とも底部の刻ヽ破片であ

る。器形は、婉形を呈するものと考えられる。

1は復元高台径 7.2 cmを 測 り、高台部分は削 り出 しであるQ内外面ともオリーブ灰色の釉が

かけられ、光沢をもつ。底部内面には、線刻文がわずかに見られる。胎土は良好で、明緑灰色

を呈する。底部外面に重ね焼 きの痕跡がある。

2は復元高台径 6.O cmを 測 り、高台部分は削 り出 しである。内外面ともオリーブ灰色の釉が

かけられ、貫入、光沢がある。胎土は良好で、明緑灰色 を呈する。

0             5 cm

第164図 青 磁 実 測 図

f.土 錘 (第165図、図版45)

調査区内より上錘は 5点出土 した。完形のものは 3

点である。すべて土師質の焼きである。大きさは、長

さ3.3～ 4.O cm、 幅 1.5～ 1.8 cm、 孔径は約 5 mm、 重

さは 8.0～ 11.59を測る。

形状により2つ に分けられる。

A類…中央部がやや脹んでいるもの
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第165図 土 錘 実 測 図

A類… 1・ 2

B類… 3・ 4 5

B類…円筒状を呈するもの

A類は 1・ 2、 B類は 3～ 5である。これらはすべて第 3ト レンチC・ D-3区 の 1号河ナII

跡第 2層 より出土した。

9,石器・石製品

① 石錐

第4ト レンチD-lo区第Ⅳ層より出土 したもので、石錐 I類に属する。先端部が欠損する。

二次加工はほぼ周辺部全縁から両面に加えられ、一部では対辺からの剣離が交叉する。形態的

な特徴及び製作技術より本来的には縄文時代に属するものであろう。

② 砥石

第 1ト レンチ 1号濤A-12区 より出上 したもので砥石 I類に属する。破損して全体の形状は

明らかではない。原形はほぼ角柱状の形態であったと考えられる。残存部では 3面 に長軸に沿

う擦痕が認められる。また性格は不明であるが、周辺部に素」離が加えられている。

h.木 製 品 (第167図 )

本例は、第 3ト レンチ、C-5区 の 1号河川跡第 8層上面より出土し、先端部を鋭角にする

ため二方向から斧状の工具によって削り取 られた杭状本製品である。残存長は44.7cmを 測る。

最大径は加工痕のある先端部付近で約 6 cmを 測り、平均径は約 4 cmを 測る。また棒状の部位表

面にも加工痕が認められ、この痕跡は樹皮を剣いだ時にできたものと考えられる。ただ、この

加工痕は稜線が極めて不明瞭である。

i.炭化種子について

本遺跡第 2次調査区の第 3ト レンチ 1号河川跡 2層 中より採集 した炭化種子について報告す

る。 1号河川 2層 は、 1号河川跡が、第 4層の堆積によって完全に埋没後、依然として、窪地



第166図 石器・砥石実測図

○一

として残った部分に堆積 した黒色 シル トであ

る。この層は、第 1ト レンチでも確認 されて

おり、川幅内に納まるが、かなり普遍的な層

としてとらえることができる。なお、 2層 は、

伴出土器から判断 して、平安時代後半に形成

された層であり、炭化種子 も同時時のものと

判断される。出土ガ犬況は、C-3区 ・D-3

区にまたがって約40× 40cmの 範囲より出土 し

た。これらを土壊ごと取 り上げ、水洗選別 し

た。

炭化種子の同定は、東北大学農学部作物学

研究室教授星川清親氏にお願いした。心より

お礼申し上げる次第である。

植物種子はすべて炭化 したもので、総数316

片を採集 した。この うち、比較的形態の保

存のよいもの 109片 について同定 した結果は、

第15表 に示 したとおりである。また、個体数

の判明したものが 109個 あり、マメ科では、

アズキまたはツルアズキが45粒出土 し、全体

‐

― ―

第167図 木 製品実測図



第15表 炭化種子同定表

種    類 字 名 全体数 個体数
比 率
(%)

平均長
(mm)

平均幅

(Inm)

穫

期

収

時 備   考

1

科

ア ズ キ

(ツ ルアズキ)

Vigna angularis(WILLD)OHwI【 OHASHI

(Phaseolus radlatus L yar aexuosus MATSUM)
41 3 すべて子葉片

2

'ョ

クトウ Vigna radlata(L.)R WILCZEK 165 2 87 10月

3 ダ イ ズ Glycine max(L)MERILL 1 1 0 9 10月 破 損

4 イ

ネ

科

オ オ ム キ Hordeum vulgare L emend LAMARK 27 5 5 63 2 73 7月 皮奏 ?

5 コ ム ギ Triticum aestivum L. 3 3 5 40
6 イ Oryza sativa L 4 73 10月 日本型中粒

不 明 全体の506%

の41.3%を 占め最も多い。これらはすべて種皮が失われ、子葉片となっている。 したがって、

子葉片数に 0.5を乗 じて粒数 とした。 リョクトウは18粒出土 し、全体の16.5%を 占める。これ

らは、比較的完形のまま炭化 したものが多い。また、 リョクトウやノマメよりもはるかに大 き

い粒長をもつと思われるダイズの破片が、わずか 1片出土 している。比率も全体のわずか 0。 9

%にす ぎない。イネ科では、オオムギが30粒で最も多く、全体でもアズキに次いで多く27.5%

を占める。これらは、おそらく皮麦であると思われる。コムギは 3粒出土 し、全体の 2.8%を

占める。イネは12粒出土 し、全体の11.0%を 示める。いずれも日本型の中粒のものであり、水

稲と判定される。また、鑑定の困難な破片は 160片で出土総数の50.6%を 占めるが、大部分は

アズキ・リョクトウ・オオムギの破片と考えられる。 したがって全体としてアズキ・ リョクト

ウ 。オオムギの比率は、第15表 より高 くなることが予想 される。

以上 をまとめてみると、これらの炭化種子はいずれも栽培 された穀物であり、アズキ・オオ

ムギ・ リョクトウの出土比率が高い。これらは現生種と比較 しても、その特徴に大 きな差異は

認められない。人ぶ くれもほとんど認められない。ところで、アワやヒエ、そして水田や畑地

に伴 う雑草の種子も当然出土 してよいと考えられるが、これらは検出できなかった。 さらに、

出土 した穀物は、それぞれ収穫時期が異なっていることも看過できない。これらの状況や河川

2層 の形成から判断すると、収穫 を終 えた穀物 を一旦倉などに貯蔵 し、改めて運搬する際にこ

ばれ落 ちたか、あるいは破棄されたものと考えることもできるが、推論の域 を出ない。

いずれにしても、 1号河川 2層 が形成 された時期 に本遺跡周辺には、後背湿地 を中心に水田、

自然堤防上には畑地が存在 していたことが考えられる。こうした土地利用のあり方は、近年ま

での耕地 と共通する点が少なくないといえよう。

最後になってしまったが、十分な鑑定や分析の時間が取れなかったことについて、改めて星

川先生にお詫び申し上げる次第である。なる、これらの資料は現在も分析 を継続 している。

j.植物遺存体

1号河川跡より多量の植物遺存体が検出された。河川跡 (C-9区 、D-9区 )の 12層 。13

層・15層 。18層 が主な有機物の包含層である。これらは常に水面に浮 くイ犬態にあり、帰属層位



A:上腕骨頭
B:(上腕骨稜 )

Ci骨幹遠位普I

D:上腕骨滑草
E:(鈎 矢 寓 )

を明確 にすることは困難であつた。植物

遺存体は、東北大学農学部教授星川清親

氏に同定 をお願いした。心からお礼申し

上げるしだいである。なる、現在、河川

2層 出上の炭化種子とともに分析中であ

り、今回は指摘だけに留めておきたい。

オニグルミ、ヒメグル ミの堅果、モモ類

の核、アンズ類の核、カヤの果実、 トチ

の果皮、イバラの種子、ムクノキの種子、

ブナの果実 。種子、コナラの種子・殻斗、

カシワ (?)や ミズナラ (?)の堅果な

どが出土 している。

k.獣骨

獣骨は、D-3区 河川 2層 出土のもの

が最も多く、他に 1号河川跡、および 2

号河川跡から出土 している (第16表 )。

D-3区 出土の獣骨は、 4を 除いて 1
第168図  C-5区 出土獣骨

～ 3はすべて馬の下顎臼歯である。 5は、 1号河川跡層より出土した,碍 の上腕骨であろう (第

168図兆出土時にはヒビ割れしていたものの、比較的原形を留めていた。部位は、A上腕骨頭・

C骨幹遠位部 。D上腕骨滑車であり、Bは上腕骨稜、Eは鈎矢密であろうと思われる。ただ、

上腕骨であれば、Bは大きすぎる。また、近位端A― Bと 、遠位端D一 Eの関係に疑間が残る。

6は、 2号河川跡 2層 より出土した馬の臼歯である。

獣骨は、不明確な4を除けば、他はすべて″焉であり、農耕用に使用されたものであろう。ま

た、馬の自歯はすべて下顎のものであることは留意すべきであろう。

参考・引用文献

氏家和典  (1957) 「東北土師器の型式分類とその編年」 歴史第14輯

第16表 獣骨同定表

資 料 番 号 出  土  区 層   位 備 考

1 D - 3 ヽ の 臼歯 、左 下顎 PI(第 一 前 臼歯 )、 あ るいは Pを

寧iの 臼歯 (外側 謝
`)、

やや小型

2 D - 3 ヤ可 川  2 層 不   明

3 D - 3 河  川  2 層 喘の 臼歯 、下 顎 M,(第 二後 臼歯 )、 あ るいは Ml、 左  右不明

D - 3 河 川  2 層 草 食獣 の 臼歯 断片 (時 ?)

C - 5 rnf川 19層 ユ号れ∫川跡 、 LJ上腕 ギキ、左 ‐右 不明

6 2号 河 川 跡 ,百f,11 2層 時臼歯 、左 下顎 M8(第 二 後 臼歯 )、 あ るいは M2ヽ や や小 型

馬 臼歯 、下顎 (右狽1?)
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氏家和典  (1967)  『陸奥国分寺跡出上の丸底郭をめぐって一奈良・平安期土師器の諸

問題―』 柏倉亮吉教授還暦記念論文集

宮城県多賀城跡調査研究所  (1975) 「宮城県多賀城跡調査研究所年報1974多 賀城跡一昭

和49年度発掘調査概報―」

ク         (1978) 「宮城県多賀城跡調査研究所年報1977多 賀城跡一昭

和52年度発掘調査概報一」

ク         (1979) 「宮城県多賀城跡調査研究所年報1978多 賀城跡一昭

和53年度発掘調査概報一」

岡田茂弘・桑原滋郎  (1974) 「多賀城周辺における古代杯形上器の変遷」 多賀城跡調

査研究所 研究紀要 I

星川清親  (1978) 「栽培植物の起原と伝播」 二宮書店

第Ⅲ章 考察 とまとめ

1.縄文時代 の上療 につ いて

本遺跡より検出された土竣は、13基を数える。これらは、確認面を異にするが、いずれも後

期に属する土墳であると考えられる。土装の形態は、平面形や断面形によって類型化が可能で

ある。

a.平面形や断面形が不定形のもの。

b.平面はほぼ円形を呈 し、断面が鍋底状を呈するもの。

c.平面はほぼ円形を呈 し、断面はオーバーハングし、フラスコ状を呈するもの。

aは 、 1号・ 2号土羨が該当し、いずれも内部に段を有する。 1号土竣は、多量の遺物が出

土したが、 2号土壊はほとんど遺物が出土 していない。

bは、 3～ 9号、11号 。12号土墳が該当する。なお、 6号や12号土竣は攪乱 を受けているが

一応 bに含めた。このタイプの上竣は、一般に出土遺物が少ない。ただ、例外的に9号土墳で

は比較的遺物が多く出土 し、特に刻線文様のある石製品は注目される。

Cは 、10号 。13号土壊が該当する。10号及び13号土竣は焼土を伴い、13号土装の底部付近に

は白色粘上がみられる。出土遺物も豊富で、土器の他 に、加工痕のある鹿角や獣骨 (特 に、

粉失してしまったが鳥類の骨 1点が含まれていた)、 そして炭化物粒子を夕く合んでいる。

これら土墳群は、明確な時期の判定は困難であるが、ほぼ同時期に存在した可能性が考えら

れる。土渡群が同時期に存在したと仮定すると、タイプごとに異なった遺物の出土状況を示す
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傾向が看取 される。こうした傾向は、土装の形態差が機能や用途の差を反映するかどうかを判断

する重要な資料となるであろう。また、これらの土壊群は、集落跡と密接な関連が考えられる

が、狭まい調査範囲では、集落跡との関連は明らかにすることができない。したがって、今後

の何んらかの機会に、この問題が明らかにされることを期待したい。

2.山 口遺跡出上の上器 につ いて

第 I群土器

本群は、大本 8a式 に比定されるものを一括 した。 1・ 2類 としたものは、層位や出土区を

異にするが、胎土や色調、文様の施文など極めて類似 していることから、同一個体の深鉢形土

器である可能性が考えられる。器形は、胴部がほぼ直立し、日縁部は大きく開くものと考えら

れる。胎土に金雲母を多く含む現象は、他の土器群にはほとんど認められないことから、この

時期の特徴であろう。日縁部文様帯は、平行沈線文・波状沈線文・縦位の撚糸圧痕文で構成さ

れ、青島貝塚 (加藤孝 。後藤勝彦他 :1975)第 6類土器と類似する。また、長者原貝塚 (阿部

恵・遊佐五郎 :1978)に おいて 1類とされた大木 8a式上器とは、様相 を異にする。長者原貝

塚の出土例は、青島貝塚第 6類土器より古いという指摘がなされており、本群土器も大木 8a

式でも古い時期のものであるう。

第Ⅱ群土器

本群は、大木 8b式 に比定されるものを一括 した。本群は、土器全体を知りうる資料に乏し

いため、詳細を明らかにすることはできない。が、全般に渦巻文が隆盛を極める。 この渦巻文

(及 び他の文様)は、隆沈文 (宮城県教育委員会 :1978)と 沈線文による表現が存在 し、前者

が圧倒的多数を占めている。本群には、日縁部文様帯と胴部文様帯を分離できるものはほとん

どなく、文様は渦巻文を中心に表面全面に表現されるものが多い。この中で、第55図 1は特異

な印象をもつ。口縁部文様帯が特徴的であり、胴部の隆帯による文様は極めて簡略化されてい

る。また、第95図 2、 4も類似資料であると考えられる。これらと類似する出土例は、県内で

は小菅遺跡・宇賀石遺跡・荒井遺跡 (後藤勝彦 :1976)な どが存在する。これらは、大木 8b

式土器における地域差あるいは時期差なのか検討を要する。第37図 1の壺形土器は、沈線文に

よって胴部文様を表現しているが、この沈線文による文様表現をする資料についても今後検討

が必要であろう。第56図 1は、モチーフが維位に表現され、大木 9式 と共通する点が多いが、

渦巻文の退化は見られない。本例は、大木 8b式の新 しい時期に属するものであろう。

第Ⅲ群土器

本群土器は、大本 9式 に比定される土器群である。第72図 1は、上深沢遺跡 (宮城県教育委

員会 :1978)IB類 と類似する。したがって、大木 9式でも古い時期に属すると考 えられる。

第95図 6は 、口縁部が無文で、上深沢遺跡 IC、 ID類 と共通するが、口縁部に段 を有する点



で異なっている。本例は、大木 9式 に属するものであろうと考えられる。第 117図 2は層位不

明であり、胴部の文様も不明であるが、日縁部が無文となる大木 9式土器ではないかと考えら

れる。

第IV群土器

本群土器は大木10式 に比定される土器を一括 した。大きな特徴は、磨消縄文帯によって文様

モチーフが構成される。このモチーフの区画には、隆沈文や沈線文が用いられるが、器形やモ

チーフに大きな差は認められない。本遺跡では、「D」「 u」 形のモチーフが多用されるようで

ある。また、第96図 5は複雑なモチーフを示すようであるが、その全体象は明らかではない。

磨消縄文帯に円形の刺突文が施文させるものについては、わずか 1点の出土にすぎず、詳細を

明らかにすることはできない。埋甕跡に使用された土器は、「 J」 形のモチーフを基調 とし、器

形についても、肩がやや張っている点で、他の土器の器形とは異質である。本群土器は、西ノ

浜貝塚 (後藤勝彦 。斉藤良治 :1967)例のような連続刺突文を施文する例がないことから、大

本10式でも古い様相を示すものであろう。

第V群土器

本群は、後期初頭から前葉の時期にかけての土器と考えられるが、いずれも細片で数量も少

なく、詳細は明らかではない。

第Ⅵ群土器

本群は破片を主体とし分類を行ったため、かなり繁雑な分類となった。それぞれの文様要素

によって類型化を試みたが、類型間どおしの関連が明確ではない。したがって、ここで改めて

大きく類型化を試みてみたい。本群土器は、全般に文様は縦位の変化を示すものが多いが、こ

れらを大別 してみると次のようになる。第47図 2な どに代表される沈線文を集中させて多用す

るもの。第58図 11や第76図 1,2な どのように、比較的簡素な沈線文によって極めて曲線的な

表現をするもの。そして、第98図26,27、 第71図 5、 第 121図 12な どのように、沈線文によっ

て縦の変化を強調するものである。つまり、本群には、大局的にみると3種類の要素が認めら

れることになる。個々の土器片は、これらの要素のバラエティとして把握される。今回は充分な

検討を行えなかったが、今後は器形との関連や他の遺跡との比較的が必要である。また、他の

文様要素をもつ土器が認められるが、これらについて充分な資料がなく類型化が困難である。

本群は、宮戸 正式に比定されよう。

第Ⅶ群土器

本群は、宮戸Ⅱa式 に比定され、関東の堀ノ内Ⅱ式、東北北半の十腰内 I式、大湯式に併行

する土器群である。本群の特徴は、横位、斜位に施される平行沈線により、三角形や四角形を

基調とする幾何学的文様や、曲線的な文様を横位に展開することである。



第52図 4の土器は、本群に分類されるものだが、具体的な文様構成、胎土、形態から、本群

との異質性が看取 され、関東地方の堀ノ内Ⅱ式により近いもの、或いは、関東方面からの搬入

品と考えられる。このような土器の報告例はほとんどなく、現時点では北限とみなされる。

本土器群に併行する土器群は、岩手県貝鳥貝塚 (草間・金子編1971)、 崎山弁天貝塚 (草間編

1974)、 宮城県青島貝塚 (カロ藤・後藤1975)、 西ノ浜貝塚 (後藤・斎藤1967)な どに類例がみられる

が、公表された資料は未だ数少ないのが現状である。

第Ⅷ群土器

本群土器は、宮戸Ⅱb式や宝ヶ峯式に併行するものであろう。本群は、平行する沈線文で文

様が構成されることが最大の特長である。第63図 9～ 15は壺形土器、第82図 1～ 5は ,夫鉢形土

器である。第63図 1～ 8や第82図 7～ 9な どは深外形土器であろう。 2類や 1類の土器は、関

東地方の加曽利Bl式 と極めて類似する。しかし、出土量が少なく、本群土器の詳細については

不明な点が多い。

第Ⅸ群土器

本群土器は、およそ第Ⅵ群～第Ⅷ群土器に伴なう粗製土器を一括 した。 1類は、縄文を施文

したものであるが、その内容はかなり複雑なようである。すなわち、斜位の縄文は少なく、横

位や縦位の縄文が多い。原体も、単節や複節に限らず 2段 3条や複々節などの例もみられる。

撚糸文についても、縄文の条の変化と同様に縦横に変化するものが多い。また、撚糸文は縄文

より多用される傾向が指摘でき、しかも原体 Rの撚糸文が多い。さらに、 1類 Cや 4類 bと し

た内面に格子状沈線文をもつ例が存在し、極めて特徴的である。この土器については、さらに

後述する。その他にも、 6類や 7類土器も、この時期の特徴的な粗製土器であろう。

3.内面 に格子状沈線文 をもつ土器 につ いて

本遺跡において第Ⅸ群 1類 c、 4類 bと した土器 (第43図 2、 第48図 1、 2な ど)は、内面

に格子状沈線文を施文するという特異な特徴をもっている。これらは外面の縄文や撚糸文の地

文の差は存在するものの、多くの共通する属性 を備えている。すなわち、これらはすべて粗製

土器であり、精製土器にはみられない。器厚は厚手のものが多く、第48図 1は最も厚 く1.3～

1.5 cmを 測る。また、内外面の調整は非常に粗い。本遺跡では、10層 出土資料が最も多い。

このような、内面に格子状沈線文をもつ例は、県内では、谷地遺跡 (後藤 :1976)、 金取遺跡

(小野寺祥一郎 :1980)第 二群土器、沼津貝塚 (注 1)富田上野遺跡 (注 2)な どが知 られる。

県外では、山形県神矢田遺跡粗製土器第17類 (刷毛目文土器)(佐藤鎮雄 :1972)、 土生田南沢

遺跡 (注 3)な どに出土例が存在する。神矢田遺跡では、これらの土器は、堀え内Ⅱ式・十腰

内 I式 に併行すると指摘されており、本遺跡例と矛盾はない。したがって、この第 9群 1類 c、

4類 bは およそ第 7群土器に伴 う粗製土器であろうと考えられる。このことは、第 7群土器に



参考資料 (石黒伸一朗氏採集)

第52図 4の 堀 え内 Ⅱ式土器 そのものと考えられる土器が共伴 していることからも納得できよ

つ。

注 1.丹羽茂氏の待l教示による。

注 2.石黒伸一朗氏の表採資料中に存在し、挿図は氏の了解を得て掲載した。

注 3.「神矢田遺跡」の報文中にその指摘がある。

4.土器群の垂直分布 と平面分布 について

各土器群の時間的変化の実態を量的に把握するため、層位別の増減を示 したのが第17表 6で

ある。各層にtO・ いて常に主体となるのは第Ⅸ群土器次いで第Ⅵ群土器となり、両者で約 8～ 9

割を占める。各層における他の土器群の割合は、1l c層 の第Ⅱ群土器を除き、ほぼ 1割以下と

小 さいものになっている。第WI群土器は1l c層 から11層 にかけて倍増し、上層に行 くに従い徐

徐にではあるが減少する傾向を示す。また第Ⅱ群土器は上層に行くにつれ減少、第Ⅶ・Ⅷ群土

器は増加する傾向がうかがえる。

以上のことから、本遺跡の主体となる土器は各層とも第Ⅸ・Ⅵ群土器であることが指摘され

る。第Ⅶ群土器は宮戸 正式にほぼ比定されることから、縄文時代における本追跡の主要な時期

は、後期前葉ということになる。また第Ⅵ群土器に前後する土器群が微量ながら出土 している

が、古い時期のものはより下層に、新しい時期のものはより上層に偏る傾向カン旨摘される。

前述 した第17表 6か ら各土器群の比較的出土量の多い層 (1～ 2層 )について、各土器群の

平面分布をグリッドごとに個体数で示 したのが第17表の 1～ 5である。この表より、第Ⅵ・Ⅶ

・Ⅷ群土器はE・ Fグ リッド、とくにE12・ 13グ リッドに集中する傾向が看取 される。一方量

的保証に欠けるが、第Ⅱ・Ⅳ群土器は多少異なった分布を示す。第Ⅱ群土器は、他の群ではほ

とんど分布のないA13・ 14グ リッドに分布し、第IV群土器は他と異なりD ll・ 12グ リッドに最

も集中する。調査区が6m幅の細長いトレンチであることから、遺物集中区の全体像は把握で
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きない。 したがって、E・ Fグ リットの集中部分が全体のどのような位置を占めるか、またA

13・ 14グ リット、D ll・ 12グ リットの分布がE・ Fグ リットと同様な集中区であるかは不明で

ある。故に分布の違いを指摘するに留めたい。

5。 層別 にみた第区群土器

第Ⅸ群土器が出土土器の約半分を占めることは既に述べた。そこで、この第Ⅸ群土器が層位

別にどう変遷するかを検討してみたい。分析対象として量的保証のあるE12・ 13グ リットを選

んだ。第Ⅸ群土器を層別・分類別に示 した表が第17表 7である。

この表より、上層に向かうに従い、 1・ 6・ 8類増加、 4・ 5。 7類減少の傾向が指摘され

る。時期の比定できる土器の主体となるのは第Ⅵ群土器であることから、この第Ⅸ群土器は第

Ⅵ群土器に伴 う粗製土器と考えられる。しかし、上層から第Ⅶ・Ⅷ群土器が微量ながらやや増

加することを考えあわせれば、前述 した傾向性は、粗製土器の時間的な変化を示している可能

性が指摘 されよう。

6。 上器胎土 中にお ける白色針状物質 について

山口追跡の土器胎土中には、時代や時期の区別なくほとんど白色針状物質が混入している。

それは、縄文土器に限らず、土師器・須恵器にまで及び、土器・土製品の 9割以上を占めてい

る。最近、関東地方においてこの物質に関する報告がなされている (中 島・1974、 河野他・1975

など)。 また、この物質に関する分析も行なわれている (宇津川 。上條1980)。 この分析によれ

ば、この自色針状物質は、鉱物反応はなく、海綿動物骨針 (Sponge spicules)であるという。

この物質は、土器製作時に混和材として入れたものではなく、粘土採集段階ですでに土壊中に

混入していたものと判断される。

また、他の遺跡について観察 した結果、六反田遺跡の縄文土器・土師器・須恵器、今泉城の

土師器・土錘、南小泉遺跡の弥生土器の胎土中にみることができる。また、最近調査 した仙台

市茂庭住宅団地内の嶺山C遺跡の縄文土器や土師器胎土中にもこの物質が観察され、先の 3遺

跡を上回る含有率を示 している。また、表杉ノ入式の甕形土器の表面に付着した焼土中にも、

この物質を確認することができた。

この物質が検出される遺跡の分布をみると、いまのところ名取川の扇メ犬地や中流域に集中し

ており、また、Sponge Spiculesで あれば、海成産の土壌を使用して土器を製作 したことに

なる。この物質の起源を求めると、第Ⅱ章の「地貰」において指摘 した茂庭層・旗立層中の化

石がその起源である可能性が考えられよう。このことは、この物質が茂庭の嶺山C追跡の土器

胎土中に高率で包有されることや、土壊中からも検出されることにより傍証されるであろう。ま

た、嶺山C遺跡出土の須恵器には、観察 した資料でみる限りでは、この物質の混入が認められ

ない(注 )。 須恵器については、この物質によって、生産地と供給先の関係、他の上器について



は、在地のものと搬入品との関係に手がかりを与 えることが可能であろう。今回は、科学的な ・

分析などの手続 きを踏んでいないため、指摘だけに留めておきたい。

注 筆者の実見による。

7.石器群 の分布 と石器組成 について

各層の石器の絶対数を比較すると、第10層 >第 8層 >第 11層 となり、石器類では、第11層 >

第10層 >第 8層 となっている。まず、それらの分布を検討する。

景」片について、各グリッドの出土数と、割合を示したのが第18表 である。これらから以下の

ことが読みとれる。

(1)第 8層 の禁」片が最も分布が集中し、E・ Fト レンチ以外の出土のものは、C ll区 の 1例の

第18表 剥片類グリッド別出土数
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1 8層 出土石器類の分布
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第19表 石器類、グリッド別出土数

2.10層 出上の石器類の分布
く総数
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3 ■層出上の石器類の分布
〈総数

みである。

(2)第 10層 出土のものは、分布が拡大し、CDト レンチから約 2%の剣片が出土している。第11

層になると、分布は、さらに拡大し、ABト レンチからも約 5%のよJ片 が出土している。この

ことは、最初、広い範囲に分布していた石器群が、しだいに集中する傾向と認識できる。

(3)最 も系」片を大量に出土するグリッドは、E13(11層 -20.2%)、 →E ll(10層 -19.5%)

→E12(8層 -35.5%)と 移行する。しかし、これらはいずれも近接 し、さらに、その周辺部

のグリッドからの出土が、各層ともに多いことを考えると、分布の中心は、移動 しているとは

いいがたい。             ゛

本遺跡の調査は6mの トレンチを設定したものであり、遺物群のまとまりの全体像は明らか
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第20表 各層の石器組成 (1)

8 10 1]

石 鏃

石 錐

ポ イ ト

石 匙

ピエス ェスキーュ

不 定 形 石 器 I

Ⅱ

Ⅲ

ス クレ イパ ー I

I

Ⅲ

Ⅳ

その他 の承」片石器

扇 形扁平打製石斧

磨  製  石  斧

石 棒

敲 石

層 石

凹 石

Fk 石

石 皿

10

1

0

4

3

4

0

0
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3

2
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0

0
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0
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4
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7

0

0

3

4

5

1

1

3

0

3

0

14

45

3

7

2

第21表 各層の石器組成 (2)

る。第 8層のものがEFト レンチに集中し、第10層 から第11層 にかけて、分布は拡大する。ま

た、分布の中心も、移動 しているとはいえない。これらのデユタは基本的には、景」片の分布の

あり方と矛盾 しない。

本遺跡の出土石器類を分類基準にのっとり、器種ごとにその数量を示 したのが第20表である。

量的な保証が得 られないため、各層の組成に意味付けを行なうことは困難である。しかし、特

に注意を引くのは第11層 における敲石、磨石の割合である。敲石、磨石の金石器群中に占める

割合は、第 8層 では20%、 第10層 では16.7%で ある。これに対 して第11層 におけるその割合は、

53.2%に達する。その数量は、石鏃の 6倍以上にあたる。さらに類型ごとに組成を示 したのが

第21表である。第11層 出土の敲石は各類型に、まんべんなく分散する。それら類型のおのおの

を第 8層 、第10層 出土のものに比較すると、さほど顕著に第11層 出土のものが多いとはいえな

い。逆に、磨石 I類は第11層 から40点 の出土があり、第 8、 10層 からの出土数の 6～ 7倍に達

している。第11層 出土の石器群の中で、礫器類、特に磨石 I類が特殊な位置を占めており、そ

れに関わる作業が強 く反映されている可能性が高い。その他の組成について明確な特殊性を言

及することは数量的に危険である。

8.昆 虫の圧痕 について (図版42-1)

土器の実測中に昆虫の圧痕のある資料を検出した。昆虫の圧痕のある土器は、全国的に見ても、

希有のものであり、東北地方では初見であろう。調査結果を以下に報告するものである。

なお、昆虫の同定は、岩手大学人文社会学部生物学教室教授、小野泰正氏にお願いし、また

8 11

石 金族 Ia

lb

Ⅱ

Ⅲ

3

2

1

1

3

2

3

2

2

2

3

石針 I

Ea

Ⅱb

Ⅲ

0

0

1

0

2

2

2

1

0

3

1

0

敲 石 I

Ⅱ

IIl

Ⅳ

V

2

0

0

2

0

0

0

4

1

0

1

2

4

5

2

磨 石 1

[

Ⅱ
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3

1

2

1

砥 石 I

Ⅱa

Ⅱb

0

2

0

O

2

0

1

4

2

ではない。 したがって、 EFト レ

ンチの遺物集中地域が一つのまと

まりのどの部分であるのか、ある

ぃは、AB、 CDト レンチ出土の

遺物群がEFト レンチの集中と同

一のまとまりとして捉えられるの

かどうかといった問題には言及で

きない。

各器種別の分布は数量的に乏 し

いため、有意性 をひきだすことが

で きない。 したがって、ここでは

石器類 を一括 して分布をみる。第

19表は、各 グリッドごとの石器類

の数 とその割合を示 したものであ

232



昆虫の圧痕

氏 を介 して、築波学園都市農林省農業

技術研究所、農林省東北農業試験所に

も御協力を賜った。心よりお礼申し上

げる次第である。

昆虫の圧痕のついた土器は、調査区

第 2ト レンチ内のE-13区 、第 8層 上

部 よ り出上 した底部破片である。焼

成は良好で、色調 は橙色 および灰白

色 を呈する。胎土は砂粒 を多く含み骨

針状の白色物質をわずかに含む。時期

は、底部片であるので明確 な時期判断

はできないが、第 8層 中の他の土器資料

より判断すると、縄文時代後期前半か

ら中葉に属するものと思われる。

昆虫の圧痕は、土器底部外面に認められる。同定結果は、次のとおりである。

革翅目 (DERMAPTERA)ハ サ ミムシ科(Psalididac)ハ サ ミムシ類

本資料は、ハサ ミムシ類の特徴 をそなえているが、種・属までは明確にし得ない。ハサ ミ

ムシ類の背面圧痕で、腹部は末端背節から6節 までは確認できるが、翅輪にかけて不明瞭とな

る。翅が存在したかどうかも不明瞭である。圧痕の先端部は、おそらく、翅鞘に相当する部位

と思われる。また、先端部にある触角状の圧痕や右側の細長い圧痕 (後頸節、第 1後附節 ?)

は、いずれも後肢であると思われる。鋏子の圧痕 も明瞭に残 ってお り、鋏子間は狭い。尾節

の有無は確認できない。現存長は、翅輪から鋏子端まで14mm、 腹部幅は最大約 4.2 mmを 沢1る 。

ハサミムシ類は、扁平な細長いカンポデア型の昆虫で、黒掲色のものが多い。習性は、夜間

活動性のものが多く、地上の湿気のある腐葉等の下に生活し、雑食性である。ハサ ミムシ類は

年 1回 または 2回発生 し、卵性である。春から秋にかけて活動 し、冬季は休眠する。

ハサミムシ類の圧痕は、体節等が明瞭に残っていることから、土器製作時 しかも粘土が乾燥

する以前の段階で土器底部の下敷きになったものと思われる。 したがって、ハサ ミムシ類の活

動期と土器製作時期がある程度の幅をもってほぼ一致する。最近、ダニやヤスデ等の圧痕が発

見され、土器の製作時期も、より客観的な推定の可能性が出てきたと言えよう。今後、より活

動時期の狭い動物の発見を期待したぃ。

9。 まとめ

今回の調査で以下のことが半J明 した。



1.山 口遺跡は、名取川が形成した扇状地内の自然堤防上に立地する。

2.出土遺物は、縄文時代は中期中葉 (大木 8a式)か ら後期中葉 (宮戸Ⅱb式 )、 弥生時代、

古墳時代、平安時代のものが出土 し、主体となるのは縄文時代後期の遺物である。

3.遺跡の分布でみたように、山口遺跡の所在する仙台市南部の名取川扇状地及び周辺の丘陵

部には、各時代・各日寺期の追跡が連綿と存在することを確認 した。また、この遺跡の分布か

ら縄文時代の後期には、山口遺跡や六反田遺跡を中心とする扇央部に所在するグループと富

田上野遺跡や山田上ノ台遺跡などの所在する扇頂部周辺のグループ、そして金剛寺貝塚など

の名取市高館山東麓のグループを抽出することができた。

4.名取川扇】犬地が古 くから安定した地盤を形成し、大木 8a式上器の出土によって、縄文時

代中期より人間活動の場 として利用されていたことが理解される。平野部の沖積面に立地す

る遺跡としては、東北地方では現在のところ最古であろう。

5。 本遺跡では、縄文時代後期前葉の遺物が豊富で、特に第Ⅵ群・第Ⅶ群・第Ⅸ群土器が多く、

後期前葉の精製土器と粗製土器の関係について理解を深めることができた。また、第Ⅶ群土

器に伴ったと考えられるいわゆる堀ノ内Ⅱ式土器を検出できたことは意義深い。

6.平安時代については、住居址と河川の関連が窺え、今後この周辺の遺跡の調査に際して指

標となる結果が得 られた。

7.花粉分析の結果、平安時代における森林破壊の過程を判断するための貴重な成果が得られた。

8.縄文時代における希有な昆虫の圧痕や加工痕のある鹿角の検出、また、平安時代における

作物類や獣骨 (家畜)、 そして植物遺存体の検出は、山口遺肋の自然環境や生活環境を知る上

で貴重な資料となった。
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A地点 (C-4区 西壁)の層序は以下の如くである。

下位より

黒灰色シル ト層…Ⅲ…………層厚40 cm前後、縄文時代中期 。後期の遺物を含む。

褐灰色シルト層…Ⅲ…………層厚15 cm前後、無遺物層。

褐灰色シルト質細砂層……層厚15 cm前 後、無遺物層。

暗褐色シルト層・……………層厚30cm前後、パ ミス混り、古墳時代の遺物を含む。

褐色シルト質細砂層・………層厚25 cm前 後、水酸化鉄の沈着、平安時代以降の遺物を含む。

褐灰色シルト層・……………層厚30cm前後、水酸化鉄とマンガンの沈着、旧耕土。

盛土・…………………………層厚 100 cm前後。

B地点 (C-9区 西壁)は 自然堤防堆積物を切る旧河道の堆積物であり、河道の肩には、縄

文時代中期・後期の遺物包含層に対比されると考えられる黒灰色シルト層がみとめられた。B

地点の旧河道内の層序は下位より、

褐色砂礫層・…………………層厚10cm以上、最大礫径10cm、 一般に2～ 3 cmの 亜円礫が多い。

褐色植物遺体の集積層……層厚20cm前後、砂・礫 を多く合み、葉片、枝、木片、種子等を多く合む。

褐色砂礫層・…………………層厚 3～ 4 cm前後、部分的にみとめられ、連続性が悪い。

青灰色砂と泥炭の互層・……層厚20cm前後、厚さl cm前後の泥炭と砂層の互層からなっている。

茶灰色有機質粘土層・………層厚 5～ 7 cm前後、有機物を多く含む。

茶灰色中～粗砂層…………・層厚30cm前後。

白色火山灰層………………層厚 2 cm前後、部分的にレンズ状に認められる。

褐灰色シルト質細砂層……層厚20cm前後、旧水田耕土。

盛土…・………………………層厚20～40cm前後。

花粉分析の試料は トレンチの壁面から直接採取 し、ポリ袋に密封して、実験室に持ち帰った。

Ⅲ.花粉分析 の方法

花粉分析の方法は、KOH処 理 (10%水酸化ナ トリウム溶液にて、15分間湯せん)一水洗 (蒸

留水にて上ずみ液が透明になるまで、2000回転 /分 にて遠心分離)一比重分離 (70%の塩化亜

鉛溶液、比重 2,1～ 2.2に て、遠心分離)一浮上した花粉をスポイトで集めて水洗―水洗 (1

%HCI溶 液にて水洗)一花粉が比重分離にて浮上 しなくなるまで、この作業をくり返す―酢

酸処理 (氷酢酸にて脱水)一アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液を加え、 3分

間湯せん)一酢酸処理―水洗―マウントの順に行った。検鏡は400倍で行い、必要に応 じて1000

倍を使用した。また検鏡にさいしては、樹木花粉 200個以上同定することに努めた。主要な花

粉・胞子については写真撮影も同時に行った。
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第22表 山口遺跡の花粉・胞子出現率表
No  2 No  4 No  6 No  9 No   ll Nα   14 No   2ユ

Pic 1イ固 02ク 個   % イ回   ク イ回   ク H回 03% イ回  % 14回 06% 11日 1 5ク

Abies 1   0 2 4   1 3 2   0 5 6   2 0 5   1 6 1  05 1  06 3   4 7
2  12

2   0 5 2   06 10   3 3 5  25 1  06 4  63
Pinus(Diploxylon, 6  30 10   6 】 8  12 6
Cryptomeria 1   0 3 3   1 0 2  06 1   0 6

Cupuressaceae 1   0 3 1   03
13  33 6   20 3   0 7 3   1 0 7   2 3 13   6 5 7   4 2 3   4 7

Juttlans 2   0 5 3   1 0 13   3 3 2   06 9   30 7   3 5 2   3 1

Betula 7   1 8 5   1 7 8   2 0 6 2 4   1 3
AInus 17   4 3 22    7 6 9     2 3 7  24 19   64 7   3 5 18   11 0 10  15 8

Carpinus 143   36 5 165   42 5 161   56 0 33   28 0 12   6 0 10   6 1 3   4 7
Corylus 21    5 3 17   5 9 32   8 2 20    6 9 4  20 9  55 3  47
Fattus 36    9 2 38   13 2 50   12 8 22   7 6 15   5 0 15  92 5  79
UImus 26    6 6 19   66 32    8 2 5  17 8   27 15

Zelkova 28    7 1 24    8 4 39   10 0 11    3 8 15  50 4   2 0 15

Acぐ 6  15 7  24 3   0 7 2   0 6 10   33 4   20
3  10 1   0 5 10    6 J

Rhus 5     1 2 1   03 8   20 1   03 1  03
Fraxlnus 5     1 2 2   0 6 1  03
Araliaceae 1   03 8   2 7 8   40 3  18 1 1 5

Cyclobalanopsis 1   0 2 1   0 3 5   2 5 2  31
34   8 6 21    7 3 14   3 6 22    7 6 82   41 6 38   23 3 8   12 6

Castanea 39    9 9 2  05 1  03 4 1 3 18   11 0 6  95
Celtis― Aphananthe 4   1 0 2  06 2   0 5
Oleaceae 1   03
Rosacea 7   23
Prunus ユ  02 1 1  02 1   03
Vit 1     1 5

Elaegnus 5   3 0
We12ela 1   0 6

Ilex 1   0 2
lヽaliotus 1   02
Erlcaceae 1   02
Stvraメ 1   03

1   06
Svmっ iocos 1  06
CaeSalDini 1   03

Gramlneae 1   0 2 1  03 16   4 ] 6   2 0 4  13 10  50 8   4 9 7   11 1

Compositae 1   0 2 1   0 6 1     1 5

Artemisla 12   3 0 11   3 8 132   44 5 56   28 4 27   16 5 8   12 6

Pat 1   0 5

2   0 5 4   1 3 1  02 2   06 8   2 7 5   2 5 8  49 2   3 1

Perslcarla 1   03 1   0 5 3  18
Unbelliferae 2  05 3   1 0 1   05
Chenopodiacea 1  03 1  03 1   03 1 15

1   0 2 1   03
Humulu〔 6     1 5 16  55 2   0 5 2   0 6 82   27 7 30   15 2 6   3 6 1 5

4     1 3 9   2 3 2  10 1 1 5

1   0 2
Curuciferac 1  02
Liliaceae

Lettmlnosae 1  03
Vicia 2   1 2
Myriophyllum
Menvanthes
Nvmphae 1  05
Lonlcera 1  05

1   0 6
1   0 6

Trichosanthes 1   0 6

Ciriophy‖ aceae 1 1 5

Tvpha 1 1 5

Monolete spore 3   0 7 弯 13 2   0 5 5  17 17     5 7 46   28 2 23   36 5

Trilete spore 1   0 5 4  24
Osmundaceac 1   03 1  05 15

Moss spore 1   02 75   46 0

Total NAP 249 ユ75

Total AP+NAP 111

兄AP/兄 NAP 96 3ノ/4 3 86 9ッ/13 1 91 5ッ/8 5 92 8ノ/7 2 54 3ッ /45 7 534/416 482/518 56 7ノ /43 3

52   18 1 40   10 3 19   6 6 185 241  122 3 233  142 9 141  233 8

※ 配 36～ 45、 Nα47～ 50は 花粉 少 。



Ⅳ .分析結果

分析結果は第22表 に示す如 くである。またB地点の分析結果については、第 170図 の花粉ダ

イアグラムに主要な花粉・胞子それに炭片の出現率を図示 した。また、図版47、 48に は主要な花

粉の顕微鏡写真を示 した。

A地点の泥土の花粉分析からは、花粉・胞子の出現数が少なく、良好な結果を得ることがで

きなかった。とくに仙台平野の自然堤防上に立地 した縄文時代中期・後期の環境を復元するた

めには、この遺物包含層から有効な結果を得る必要があり、同一の試料について、 2回 の分析

をこころみたが、花粉粒は検出できなかった。 l ccと ぃう少量の分析では花粉が検出されない

のか、それとももともと花粉が含まれていないのか、今後 さらに検討 を加えたい。

B地点の旧河道の泥土の中からは、多量の花粉・胞子それに炭片が検出された。その結果は

第22表 と第 170図 に示す如 くである。

花粉ダイアグラム (第 170図 )では、最下部のrrJ色 の植物這物の集積層 (試料XTo 2、 4、 6、

9)に おいて、クマシデ属の花粉が最も高い出現率を示すのが特徴的である。この他、ニレ属

ケヤキ属、ブナ属、コナラ亜属、ハシバ ミ属などが高い出現率を示す。この旧河道は、縄文時

代中期 。後期の遺物包含層を切っており、縄文時代後期よりは新 しい。この花粉ダイアグラム

の下部に示された花粉フローラは、仙台平野に水田稲作農業をともなう人々が開発を行 う以前

の原植生を示 しているとみられる。クマシデ属とニレ属・ケヤキ属が、当時の沖積平野の自然

堤防帯に成立 した森林の主要な構成種であったのであろう。

一方、厚さ5 cmに みたないうすい砂礫層をはさんで、その上位の青灰色の砂と泥炭の互層に

入ると(試料Noll、 14、 21、 26)、 クマシデ属、ニレ属、ケヤキ属が減少 し、かわってコナラ亜

属、クリ属が増加 し、また二葉マツ亜属も上方に増加する。これに文寸しハンバ ミ属、ブナ属、

カエデ属などはあまり出現率を変化させない。さらに草本花粉では荒地に生育するヨモギ属や

カナムグラ属が急増 し、また単条型胞子も急激に増加する。これとともに、特徴的なのは炭片

の著しい増加である。こうした青灰色の砂と泥炭の互層に入ってからの花粉フローラの変化は、

明らかに人間の人をともなったシデやニレ・ケヤキの森林の破壊を物語っている。そのあとに、

コナラ亜属やクリ属など、本の実を食料にできる花粉が増加することは、人間が意識的にこれ

らの木を栽培 したのかもしれない。ヨモギやカナムグラの生育する荒地が拡大し、周辺が人類

の居住地となったことを物語る。 しかし、イネやソバの栽培作物の花粉は検出されず、明確な

農耕活動の痕跡を知ることはできない。

V。 結 論

山口遺跡の泥土の花粉分析の結果、名取川左岸の自然堤防帯では、人類が水田稲作農業など

をともなって沖積平野に進出する以前の植生は、クマシデ属、ケヤキ属、ニレ属などを中心と



した森林であったことが明らかとなった。沖積平野の自然堤防帯の植生が、人類によって破壊

される以前に、どのようなものであったかは、これまで不明の点が多かつた。この山口遺跡の

分析結果では、この点について、若千の解明の糸口が得られた。

そして、こうした自然堤防上のクマンデ属、ニレ属、ケヤキ属を中心とする森林は、人類に

よって破壊され、ヨモギ属やカナムグラ属の生育する車原が拡大した。それとともに、コナラ

亜属やクリ属など、食料にできる木の実のなる木の花粉が増加し、自然堤防帯の森林破壊後の

利用形態を知る上で、興味深い事実が明らかとなつた。

付章 第 1次、第 3次調査

1.第一次調査の概要

(1)調査の方法と経過

計画水路にそって、幅 5m、 長さ50mに調査区を設定した。調査時においても農業用水路と

して活用されているものであり、水路を西側で堰止めて調査を行なった。幸い3月 という用水

が不用の時期で流れはなかったが、若子の生活排水と、雨と雪どけ水により再三冠水 して調査

区が完全に水没する
'歯

兄もあつた。

長さ50mの 調査区をW15か らE35ま での10区 に便宜上分け、バ ックホーで I層 を排除し、調

査区は西側から1区、 2区、 3区・……と呼称することにした。調査区の幅は5mに設定 したが、

北側が個人所有の盛土の厚い畑 となっており、南側が道路となっていることから、ゴヒ側に多く

傾斜をつけたり、段掘 りを実施 しなければならず、実際調査できたのは約 180ど である。

以上のような状況から、断面は南壁で観察せざるを得なかった上に、道路等による攪乱や、

気川がすぐ南側を流れていることなどから、不変的な層位の確認は困難であり、後述する基本

層位も、攪乱のないところで代表せざるを得なかった。

調査は3月 1日 から31日 まで実施 したが、雨の影響が多く、調査 日数の半分は排水作業とい

う状況であった。

(2)基本層序 (第 171図 )

I層① :道路建設時の盛上であり、大小の石がぎつしり敷きつめてある。

② :橙色砂質シルトのきれいな層であり、縄文土器片、土師器片、須恵器片を含んでいる。

道路になる前は畑地であったことから、耕作土の層と考えられる。

Ⅱ層③ :灰褐色シルトでマンガンの黒斑が少し見られる。また遺物の細片を若千含む。

Ⅱ層④ :に ぶい褐色シルト。黒斑、黄橙色の岩粒や小石が混入している。水による堆積の様相

である。



0              2m

第171図 第 1次調査断面図
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Ⅳ層⑤ :褐灰色粘質シルトで黒斑がみられる。遺物が今回の調査で一番多く出土し、遺構もこ

の面で検出されている。

V層⑥ :黒褐色粘土で黒斑が見られる。遺物片も若干見られる。

Ⅵ層⑦ :褐灰色粘土で黒斑が見られる。

③ :褐灰色粘質シルト。⑦～③の漸移層として把えられる。

Ⅶ層⑨ :褐灰色砂質シルト。_⑨の下面は川底の砂利層になる。③の上から下にいくにつれて、

砂質度を増す。下面は①の上面から約2m下である。

これらは基本的な層位であり、 9、 10区の旧河川跡が検出されているところや、濤などの遺

構が検出されているところ、攪乱が及んでいるところなどは層を異にする。また 1、 2区の方

は、かって地盤が高かったらしく、I①層の下がすぐIV⑤層になっており、砂利層が③上層か

ら約 1.5m下で出ている。

(3)検出遺構 (第171図 )

〈ピット群〉

1区第Ⅳ層⑤上面で検出された。直上には第 I層 ①がきている。第Ⅳ層上面では焼土、炭の

散布も見 られたが、ごく薄 く、また旧用水路で切断されていることもあり、その広がりはオ巴握

できなかった。

第IV層 ⑤は平安時代の遺物を含む層であるが、直上層が攪乱されているので、ここで検出さ

れたピットも平安時代のものとは言いきれない。また各ピットとも不定形であり、柱痕と思わ

れるものがなく、遺構 としての把握が適当かどうかという問題もある。一つのピットには磨製

石斧が落ち込んでいた。

〈上境〉

調査中に発見された土墳にはすべて番号を付 していったが、次に記載するものは遺構として

捉えたものであり、攪舌しによるものは除外 してある。

(1)第 4号土獲

A、 B二っの土装が切 り合っていて、Aを Bが切っている。埋土はにぶい黄橙色粘質シルト

に褐灰色粘質シル トがブロック状に混入するものであり、一度に埋められたようである。ただ

Bの方が褐灰色粘質シル トの混入度合が多い。土師器片、須恵器片が若千含まれている。

ここでは第Ⅳ層⑤がなく、にぶい橙色シルトに褐灰色シル トがブロック状に混入 している層

に掘 り込まれている。土羨の深さはA、 Bと も約65cmである。

(2)第 5号土竣

第Ⅳ層⑤に掘 り込まれている。深さ約87cmで 、第 4号土獲同様いっきに埋められている様相

である。埋土は掲灰色粘質シルトに、にぶい黄橙色シル トがブロック状に混入 したものであり、



土師器片、須恵器片が若干含まれている。

〈溝〉

濤も土渡同様、検出したものすべてに番号を付 していった。以下に説明するものは遺構とし

て確認したものであり、調査区西側から東側へ順次記載していく。

(1)第 10号濤

幅約60cm、 深さ約20cmの 底平な濤で、第 4号土壌によって切 られている。埋土は灰黄褐色シ

ル トで遺物は含まれていない。

(2)第 7号濤

第10号濤同様、】ヒ東⇔南西の方向をもつ。幅 1.5m、 深さ約10cmで底平である。埋土は灰黄

褐色シルトで、その中に土師器、須恵器の細片が若千含まれている。

(3)第 8号濤

幅約70cm、 深さは30～ 40cmの U字形の濤である。ここは基本層位 と異なり、若干細かな層を

なすところで、 8号濤は灰黄tF」色粘質シルト層に検出されている。埋土は褐灰色 シルトで砂質

であり、遺物は土師器、須恵器の小片が若干出土した。

(4)第 9号濤

幅約35cm、 深さは灰黄褐色シルトの検出面から約10cmであり、 8号濤で切られている。埋土

は褐灰色粘質シル トで、出土遺物はない。

(5)第 5号濤

褐灰色砂質シル ト面に検出される。幅約 1.lm、 深さは65cm位である。ほぼ南耳との方向をも

つ。埋土は 3層 に分けられ、上層は灰黄褐色砂質シル トで黒斑があり、若千遺物 を含んでいる。

中層は褐灰色粘質シル トで黒斑が見られ、また下層は黒褐色粘質シルト層である。

(6)第 6号濤

灰黄褐色粘質シル ト面に検出され、幅約60cm、 深さ約30cmの U字形の濤である。埋土は 2層

に分けられる。埋土上層は褐灰色粘質シルト、黒褐色粘質シル トが下層の埋上である。遺物は

上層から土師器、須恵器の細片が若千出土している。

(7)小 濤群

非常に粘性が強く、湧水性がある。埋土は黒褐色粘土及び褐色粘質シルトであり、深さは約

25cmで ある。検出面は I層② に続く攪乱層である。これらの濤には規則性が見られず、人為的

な施設とは考えにくい。最近の攪乱によるものか、湧水のために出来たものと思われる。遺物

は埋土中に合まれていない。

また、この小濤群中に河原石が集中して検出されたが、濤の上にのるものであり、攪乱層中

にあることから、古代の遺構の一部とは考えにくい。
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-5号
濤 ―――――

-4号

湛

一

層位 ■  性 備 考

シル ト (旧水田耕作■ )

炭化物 小礫 を含む。

iOY R/  にぶい黄偶色 粘土質シル ト (旧水田耕作■)酸化鉄 を含む。

10Y R%  にない黄褐色 粘土質ンル ト ンガンを含む。

iOY R%  灰黄掘色 炭r監物  マ ンガン

'含
むぅ

10V R%  偶色

10YR%  購 0 炭化物を含む。

10V Rン生i  にないttSA マンガンを少畳含む。

シ ル ト オン・小礫を含む。

Ⅲ fと 類似するがやや暗い

ンル ト質粘土 土器 炭化物  マ ンオンを含む。

格土質 シルト オン 打球 を含む。

ル ト質粘土 土器・ 炭化物・ 酸化鉄 を含む。

10Y R%  にぶい黄褐色 ンル ト質粘土 酸化鉄・マ ンガンを合む。

10Y R`/ 編色 枯土質 シル ト 炭化物 マ ンガンを合む。

10Y R/  褐色 ンル ト質細砂 マンガンを含む。

5号溝

層位 上 色 ■  性 備

10V R% 暗褐色 枯土質フル ト 炭化物  マ ンガンを含む。

IOyRχ  にぶい黄褐色 小躾 を合む。

10Y R/ 暗褥色 組砂 を含む。

4号溝

層位 土 色 土  桂 備

10Y R% tB色 砂 質 シル ト 酸化鉄 を含む。

b 10V R% に本い黄褐色 枯■資シル ト 炭化物 黒褥色土ブロック・酸化鉄を含む。

10V R% 褐0 砂 質 シル ト 炭化物 を含む。

Pit 4

層位 土 色 土  檻 備

iOY R/ 褐色

0                    2n

第173図 第 3次調査 トレンチ北壁面セクション
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〈十日河

'H跡

〉

第10区で確認 され、I層 ①と同様に砂利が埋め込まれている。この確認面付近は砂が厚 く堆

積 している。

(4)出土遺物

遺物は縄文土器片、土師器片、須恵器片を合わせて平箱 2箱分出土 している。縄文土器片が

I層 中にのみ見 られることは、隣接する畑を以前にバックホーで天地がえししていることから

考えてみると、周囲の縄文包合層が攪乱され混入 したためと考えられる。土師器片、須恵器片

の出土地区は第 6号濤以西の 1～ 5区 が主で、その中でも 1、 4、 5区 に多量に出土 している。

土師器の多くはlTh片で、甕片は少数である。郭の底部は平底で、回転糸切 りである。須恵器

はほとんどが甕の破片である。 1、 2点、裏面に青海波文の当て具痕を残すものもある。

(5)ま とめ

(1)今回の調査箇所は魚川のはん濫原であり、遺構、遺物の残存状況は悪い。

(2)縄文土器片、土師器片は小片で磨耗 しているものがほとんどである。須恵器も小片が多く、

形を復元できるものはない。

(3)縄文時代後期 (約 3.500年前)の遺物が採集されることから、この付近にそのころの生活

面があることが推定される。

(4)土師器、須恵器は約 1.000年前の平安時代のもので、今回検出された溝や土竣もその時期

のものと考えられる。

(5)裏面に青海波文を残す須恵器片は古墳時代～奈良時代前半の位置付けがなされるものであ

り、付近にはその時期の生活面も存在することが想像できる。

(6)(2)に おいて基本層序を扱ったが、調査箇所は魚川の流路にあたったり、度々のはん濫にあ

ったり、畑地の天地がえしなどで異なる層位を示す部分が多い。

(7)遺物の出土状況からみて、また西側に若干地盤が高くなることからみて、今回調査区より

北西方向に遺跡の中心があると思われる。

2.第二次調査の概要

(1)調査の方法と経過

第二次調査は、第二次調査区の南西約100～ 140m付近の気川】し岸の道路敷部分の調査である。6

m幅の道路に74mの調査区を設定した。グリットの設定は、道路中軸線に6m間隔にポイントを設定

し、西側から1区・2区と呼称した。調査区には、0,4～ lmの盛土がなされており、これをバックホー

で除去した。本調査も一次・二次調査同様、雨天時にはたびたび冠水し、調査が困難な状況であった。

(2)基本 層序 (第 175図 )

盛土 :土地区画整理の道路建設に伴なう盛土である。



I層 :灰 黄褐色 シル ト、酸

化鉄 を多 く含み、旧耕作土

(畑地)である。

Ⅲ層 :にぶい黄褐色粘土質

シル ト、マ ンガンを含む。

Ⅲ層 :褐色 シル ト質細砂、

小礫・マ ンガンを合む。

Ⅳ層 :灰黄褐色 シル ト質粘

土。

盛 土
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第175図 第 3次調査区基本層序

V層 :にぶい黄褐色粘土質

シル ト、炭化物・マンガン・小礫 を含む。

Ⅵ層 :黒褐色 シル ト質粘土、土器 (平安時代)・ 炭化物・酸化鉄 を含む。

Ⅶ層 :に ぶい黄橙色 シル ト質粘土、酸化鉄・マ ンガンを含む。

Mll層 :掲色粘土質シル ト、炭化物・マ ンガンを合む。

Ⅸ層 :褐色 シル ト質細砂

これらは基本層序であるが、特に 3層 は複雑な堆積】犬況 を示 している。

(3)検出遺構 (第 174図 )

(濤〉濤は、調査区中央から西側にかけて検出され、いずれもⅦ層

上面で明確 に捉えられた。 トレンチの断面観察では、 1号～ 3号濤はV

層上面で、 4号溝がⅥ層上面、 5号濤がⅡe層上面より掘 り込まれてい

る。いずれも幅 2m前後、深さ30～50cmを 測る。

(ピ ット〉 ピットは、 3区北壁付近の 2層上面より検出された。規

模は70× 80cm、 深さ約60cmを測る。埋土は、 Ia層である。

(4)ま とめ

本調査区では、 トレンチの南側で深掘 りを行った。その結果、Ⅸ層の

下位には、砂礫層 。礫層と続いている。この最下位の礫層は、地表下約

3m付近にあり、常に水が滲 じんでくる。したがって、実測図は作成で

きなかったが、この層中よりかなり磨耗のはげしい縄文土器が 1点出土

している。この土器は、縄文時代中期以後の土器と考えられ、おそらく

上流より流 されてきたものであろう。また、 トレンチ西部では、Ⅵ層中

よリロクロ土師器・須恵器が数点出土 している。濤やピットは、いずれ

も平安時代以後のものである。

図
回
昨
ホ

′ヽ
Δ
上
　
国
Ｒ
ｒ根

螺
引
夢
　
　
囃

口世

〕



第23表 土 器 観 察 表

図  No 出土区 層位 器  形 分 類 調 整 又 様 色 調 備  考

第26図  1 11層 深鉢 I-3、 d 内面 ミガキ(横 ) LR縄支→隆帯貼付→磨消縄支
恒頁

ク

標Ш

面

か
内 7 5YR%

第27図  1 1号土羨 埋 1朱フトDi b Ⅸ―ユ 内面 ケズリ(横 縦)

外面 灰褐 7 5YR%
内面 滑 5YR% 網代E

2 埋 l 深鉢 (底 部) 内面 ナデ
外面 にムい橙 7 5YR%
内面 浅黄糖 7 5YR% 木葉痕

3 埋 深鉢 Ⅸ-1
デ

オ

画

面

内

休
タト血 にムい橙 5YR%
内面 灰 白 7 5YR%

4 埋 深鉢
内閾 ナデ

,卜 面 ケズリ→ ミオキ 内面 に焚 tゞ 丼調 5Y R%

第28LXl l 埋 深鉢Al・ A2-g Ⅸ-1
内

エ

ミガキ(横 )(縦 ) LR縄文

2 埋 i朱 多ヽB2-c Ⅸ-4 内面 ナデ(横 斜) R撚糸支
外面 灰黄褐 10YR%
九面 にぶtゞ 蓋を 10VR%

第37図  1 8号土壊 妊 士
霊 Ⅱ-2 内面 ミガキ(横 ) LR縄文→渦巻沈線文

願

ク

面

面

外

内

10YR%
10YR%

第38FX l 10号土壌 埋〔深鉢Ca Ⅸ-4 内面 ケズリ、ナテ 口縁部無文、R撚糸支
サ恒

キ

田

而

か

丙

2 不明 Ⅸ-4 内面 ミガキ(横 ) L撚 系文
'卜

面明褐7 5YR%
内雨  ″ 7 5YR%

第41図  8 13号土残 埋4 深鉢Dl一 a Ⅸ 6、 卜4 内面 キ旨頭痕、ナデ 日頸部無文、胴きIR撚 糸文
外面 灰自 25Y%
内面 ″ 10YR%

第42図  ] E-14 8層 士箆 Ⅶ 外面 頸部 ミガキ(縦 ) 沈線文→L縄文充ll―調整
外面 黄橙 7 5YR/r/8

内面 橙 5YR%
内面積み上

げ痕

2 A13 壷D、 日顕部 Ⅷ―
] '卜

画 ミ方キ
無節縄文、平行沈線文―磨消

'卜

面 ス自 7 5YR%
内面  ″ lげrR%

3 E-13 重 B Ⅷ-4 ガ

ク

面

面

内

休
LR縄文―沈線(3条 )

外面橙5YR%
内面 ″ 7 5YR%

4 F-15 台付皿 Ⅷ
勺向 ナデ(横 瀧)

,(面 ケズ ナ→ ミガ■
タト面  橙  5YR%
内面 にない橙 5YR% 料

5 E ll Ⅷ-1 内面 ミガキ とR縄文→縦横の沈練支→磨1肖
'卜

画 灰日 7 5YR%
丙面 ″ 7 5YR%

6 E-12 深鉢 Ⅷ-2
画

面

内

は 内面 2重の長精円状の沈練文

面
山

所

外

丙

にない黄梶 10YR%

第43修1 1 E-13   ク 洪鉢 C― a Ⅸ-4、 a 内面 ナデ R撚糸文
タト面にぶい赤褐 5YR%
内面   ク  5Y R%

内面に黒色

2 E■ 4 深鉢A2-a Ⅸ 4、 b 内面 ナデ
内面 格子状況線

外面 L撚糸支

タト面 褐灰 5Y R/
内面 ク 7 5YR%

3 E-12 深鉢Ai c Ⅸ-4 内面 ミガキ(縦 横) R撚 系文
内面 黒褐 5YR%

本棄猿、内

面に黒色帯

4 E-12 小形鉢 Ⅸ-8 画

面

内

外 ケズリーナデ '卜

画 1こ ぶい責澄 10YRχ
網代

5 A-13 深鉢 D Ⅸ-6、 b-4 内面 ミガキ RL縄支、綾絡文
外面にない褐7 5YR%
内面 曇  褐 1びFR/

第44図  1 E-12 重A Ⅸ-6、 b-4
デ

部

ナ

頸

血

面

内

外

R撚 糸文

頸部下端に格条体庄痕文

タト面 黄 褐 ユllYR%
内面 明赤褐 5YR%

2 E-13 深鉢 De一 a Ⅸ-7、 b-2 内面 ミガキ 流水文風のくし描支
フト画 灰貢褐 10Y R%

3 E13 深鉢Az c Ⅸ-8 内面 ナデ

外面 ケズリー ミガキ

/卜 画 に本い笹 7 5YК %

″  4 E-12 深鉢A2a Ⅸ-8
画

面

外

丙

第45図  1 E13 深鉢Bl a Ⅸ-7、 a2 内薗 ナデ
縦位のくし描支

タト面 灰 臼 10YR%
内面 明黄褐 lllYRえ

2 E-13 深鉢D2a Ⅸ-6、 a4 PNl薗 ナデー ミガキ

,卜 面 口縁出Lミ ガキ
RL縄文、格条体圧痕文

アト薗 炊自 7 5YR%
丙面 清 2 5YR%

第46図  1 E-13 l dlと L～ 底部 IX-7、 a
内面 ナデ

外面 ク し摘支
外面 灰  臼 1びFR%
内面 に本い情 7 5YR%

E14 月Hき L～ 底部 Wl?
内向 ナデ

,卜 面 ″ 。rミ ガキ 沈線文
タト面 1表黄橙 7 5YR%
内面 黒 褐 7 5YR% 本葉痕

3 E13 Ralヨj～ 底部 Ⅶ ?
同向 ミガキ

,卜 面 1同下半 ミオ■
Rと 縄支→洗線攻

'卜

画 灰褐 5Y R%
ホ葉痕

4 E13 ll・ 部～底とL Ⅸ-8 内面 ミガキ

外面 ナデ、 ミオキ
外面 にぶい橙 7 5YR%

'Ч

rn  ″  7 5YR9イ 木葉痕

5 E-18 llal部 ～底Jj Ⅸ望、a
内面 ミガキ

タト面 】同下半ケズリ→ミオキ
R撚糸文

外画 橙 5YRえ
内面 炭白 7 5YR% 網代E

第47図  1 E-13 10層 深鉢Ea Ⅵ-3、 c
血

面

内

外

ミオキ(横 )

逆三角形と台形の沈練文
外面 にムい赤褐 5Y R%
内面   ク  5Y R/

2 E-13 深鉢E― c Ⅵ-1、
F、 i 内面 ミガキ(横 ) lL縄文→1景僚昇籟

f先稼 画

面

外

内
橙  2 5YR%
Aい橙 7 5YR%

3 E-15 深鉢Al― a Ⅸ-1、 a 内面 ケズリイナテ RL縄文
'卜

向 灰 褐 5Y R%
丙面 日日未儡 5Y R銘

第48凶  1 F13 深鉢Al a IX l、 c
丁面

面

内

外
内面 格子壮沈線
タト面 LR組支

外面 1こ 本い悟 7 0FR%
内面 によい褐 7 5YR%

2 F15 1朱タトA2a Ⅸ l、 c 内面 ナデ(横 斜)

殉面 格子状沈線 外面 橙 7 5YR%
内面 ″7 5YR%

網代、内面底部

3 深鉢 Ⅸ l、 b
画

面

ナデ(横 )

ミガキ(艦 )

LR縄支
触

清

向

面

外

丙

10Y Rラ イ
VヽR/ 網 (



図  No 出土区 層位 器  形 分 類 調 整 一又 様 色 調 備  考

第49図  1 E-15 10層 深鉢 (底部) Ⅸ-1 内薗 ミガキ (懐 ,

'卜

面 ナデ
RL縄文

外面 明赤福 2 5YR%
内面  修  2 5YR%

2 F16 士霊 Ⅸ-4 内面 ナデ L撚糸文
外白 灰  責 25Y%
内面 1=ぶい黄橙 lllYRえ Iギ蕉

3 E-15 深鉢 Ⅸ-4 内面 ナデ
R撚糸文

/卜 薗 にない橙 5Y lt/

4 F14 深鉢 Ⅸ-4 内面 ミガキ(横 )

外面 ケズリ、ミガキ(横 )

R撚 糸文
タト面黒褐7 5YR%
丙面  つ 10YR%

第50図  1 E-17 底部 Ⅸ-1 内面 ミガキ

外面  ク 不明縄文
外面 にない褐 7 5YR%
内面  ″  7 5YR%

2 E-15 底部 Ⅸ-8 勺血 ナデ 外面 にない裾 7 5YR%
内面 灰  白 10YR%

3 F-13 深鉢 Ⅸ-4、 a
勺面 ケズリ→ ミガキ

R撚系文
タト血 褐 灰 7 5YR/1
丙面 溝昔格 7 RYR%

4 E-14 深鉢AI c X-4、 b
面

面

ナデ(横 斜 縦)

ナデ 外面 L撚糸文

外面 明褐 7 5YR死
丙面 ク 7 5YR紫

5 E12 深鉢 Al― a Ⅸ 4、 b
殉白 ナデ (慣 ) 勺面 格子条沈線

,卜面 RV/・ 糸す 紹日)丈

外面 1こ 本い橙 7 5YR%
内面  ク  5YR%

第51図  1 深鉢Ai a Ⅸ 4、 a
対薗 ミガキ

,卜面 □縁
=し

ミガキ
R撚糸文

外面 橙 5YR%
内面 ク 2 5YR%

補修孔あり

2 E14 深鉢Dl a Ⅸ 7、 bl 内面 ケズリ

タト面 ナデ
くし描文 '卜

血 1こ ぶい褐 5Y R%
西面  緒   iY R%

第52図  1 D-11,12 1la層 日縁:L I

面

面

内

外
ナデ

ナデ

裕糸圧涙文、半行沈線、潤 大沈線、

R撚糸文 '卜

面 灰自 7 5YR%
Å面 ク 7 5YR%

2 E-13 深鉢Ec Ⅵ-1、 c
面

面

内

外

ミガキ(横 )、 ナデ

ミガキ(横 )

口縁きI束」突、弧状潟線文

胴部上端 円形刺突、平行沈線文

胴部 LR縄文―弧状沈線文→磨消

外面 明褐灰 5YR%
内面 灰 褐 7 5YR%

3 E-14 深鉢F Ⅸ-1、 a
内面 ケズリー ミガキ

外面 】同下半ミガキ
LR縄文、L撚糸文

'卜

面 赤褐 5Y R%
丙面 措 5YR隊

木葉痕 (平

4 深鉢G Ⅶ-2、 も 内向 ナデ(横 )ミ ガキ (縦 ) ミガキ‐沈線区画→LR縄文(充壊)

外面 灰自 ltY R%
内面 灰褐 7 5YR%

第53図  1 E-12 深鉢Al c 内面 ミガキ(横 ) 縦位のくし猫文→沈線文
外面 暗赤褐 2 5YR%
内面 明黄掘 10YR%

2 D-5 深鉢 Al― a Ⅸ-1、 a 内面 ナデ RL縄文
'卜

向 にぶい黄植 10Y R%
丙面   緒   7 5VR%

第54図  1 深鉢A4~a Ⅸ-4、 a 内面 ミガキ R撚糸文
夕1向 褐灰 10Y R%

2 E-13 底部 Ⅸ-8 √面

面

内

外

外面 灰 白 7 5YR%
丙面 瞬褐灰 7 5YR%

3 E-12   ″ 深鉢 Ⅸ-4 内面 ナデ 不明1/・ 糸文
外面 灰 白 10YR%
内面 浅黄袴 10YR%

網代をナデ

4 E-11  ク 底部 (深鉢) Ⅸ-1 内面 ナデ(横 )

,卜 面 ミオヤ
RL縄 文 '卜

向  橙  5Y R%
丙面 1こ 災ぃ捨 5V R%

内タト血黒色希
あり 大茎拒

第55図  1 E ll 12 1lc層 深鉢 Ⅱ 3、 b
内面 口縁部ミオキ、胴

きトナデ

日縁部悟 円の隆帝→円形刺突

長惰円の隆帯→矢羽本財頬 19

隆帯上にRL縄文

タド向蔵貢橙7 5YR%
灰 75Y%

内面浅黄橙 1ぼrR%
rk 苦 2N%

2 E-12 深 鉢 Ⅱ-3、 b 内面 ナデ LRL縄 文→渦巻 曲線状隆帯
外面 1こ 本い撮 75Y%
内面 暗  褐 7 5YR%

第56図  1 E-12 深鉢 Ⅱ-3、 a、 b 内面 ミガキ(縦 .斜
) lLR縄文→

彗露僚隆帯→沈線
'卜

白  橙  7 5YR%
丙面 1こ Aぃ楷 7 5YR%

2 E12 深鉢 Ⅱ-3、 b 内面 ミガキ(横 斜) LR(ゼ ,)縄文‐渦巻状の隆帯
'卜

面 灰 白 7 5YR%
丙帝 1圭 蓋楷 ユllYR%

第57図  1 E12 深 鉢 Ⅱ-3、 a 内面 ミガキ(縦 ) Rと R縄支→直線状の隆帯
タト面 にぶい橙 7 5YR%
内面 灰  白 10Y R%

2 C― H llb層 深鉢 Ⅸ-4 デ

ガ

面

面

内

外
R撚糸文

'卜

白  橙  5Y R%
丙面 朗未渇 5Y R隊

第119図 19 E-13 10層 ナ宛 Ⅸ-1 内面 ミガキ(横 )

外面 ケズリ、ミガキ(横 )

LR縄文
夕1面 1こ ぶい橙 5Y R/
A面   清  7 5YR隊

第120図 2 E― H  10層 小形鉢 Ⅵ-3、 も 内向 ナデ (槙 縦 )

,卜面 ケズ 〕 ナデ '卜

面 橙 7 5YR%
ぬ面 糟 7 5YR%

網代

3 E-17 10層 小形壷 Ⅸ-8 利画 ナデ(慣

,卜面 ナデ

タト面 灰臼 7 5YR%
内面 ″ 7 5YR%

第121図 1 E-11 H層 小形深鉢 Ⅵ-2、 k
内面 ミガキ

R撚系支→縦位沈線
外薗 黒 簡 5Y R%

木棄族

2 F-15 11層 ミーチユア Ⅸ-8
面

面

内

外

ミガキ
ケズリ、 ミガキ

外面明赤撮2 5YR%
内面  ″ 2 5YR%

第24表 円盤状土製品属性表

挿図番号 出土地点 土器部位 重量(9) 状  況 加工度 備  考 I薫 図番号 出土地点 土器部位 重量 9) 状  況 加工度 備  考

第122図 1 D-15 胴 部 X 欠 d Ⅵ-3 第122図 3 E-12 胴 部 14 7 一部矢 IX-1

2 E― ■ 161 完 形 Ⅵ-1 13 ? % 矢 ドー7
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挿lXl番 号 出土地点 土器部位 璽量(9) 状  況 加工度 備  考 f希 図番号 出土地点 土器部位 重量 9) 状  況 加工度 備  考

第1221k5 E-12 ll部 61 完 形 Ⅸ 第122は 20 E-14 l・ 部 105 完 形 Ⅵ-3

6 149 半 矢 d Dt― Ⅸ-8

7 202 党 形 d Ⅸ 517 Ⅸ-1

8 b Ⅵ 170 d

9 160 d E-15 26 7 % 欠 Ⅸ-8

10 E-13 60 Ⅸ 84 党 形 b Ⅸ-1

1〕 60 半 矢 d Ⅸ-8 第123図 26 E-18 15 8 Ⅸ-8

12 底 部 83 完 形 d 網代 144 Ⅸ-4

13 】阿 部 212 一きI未加工 d 全周研磨

14 63 b IX-4 74 一部矢 d Ⅸ-4

15 底 部 153 一部矢 b 71 完 形 b X-7
16 57 1 F-14 d Ⅸ-4

「 Iイちと
`

完 形 d Ⅷ-2 F-17 底 部 d

E-14 胴 部 140 Ⅸ-8 胴 部 177 d Ⅸ-4

101 IX-8 b Ⅸ―〕

10層

挿lk番 号 出土地点 土器部位 重蝕 9) 状  況 Flェ 寝 備  考 1車 図番号 出土地点 上器部位 童量(9 状  況 カロエ反 備 考

第123図 1 A-10 Idl部 下半 136 完 形 第124図 33 E-13 】H部 半 欠 b Ⅵ-2

2 B― ■ 1同 部 27 1 IX― 完 形 【-4

3 163 Ⅸ― E-14 64 Ⅸ-4

B-17 126 Ⅸ 36 b Ⅸ-4

5 C― ■ 107 fX 37 177

6 E-11 b Ⅸ 半 矢 b Ⅸ-8

日縁部 90 ■ 0 完 形 Ⅸ-4

8 胴 部 25 ] Ⅸ 底 部 377

9 d 胴 部 26 6 IX

10 42 E-17 14

完 形 b 43 23 6

117 44 21 6 d IX

185 % 欠 45 IX

一部欠 50 Ⅸ

完 形 d Ⅵ

E-12 半 欠 48 74 Ⅸ

d 49 E-17 lII Brl上 半 74 一音I欠 Ⅵ

完 形 Ⅵ 第125図 50 胴 部 % 矢 IX

第124図 19 20 2 b Ⅸ-8 第脇 図51 完 形 b Ⅸ

195 Ⅸ 第125図 52 E-18 Ⅸ

VI 53 18 2 Ⅸ

b Ⅸ E-19 138 b Ⅸ

一音L欠 b Ⅵ 55 F-14 % 矢 b К

日縁部 完 形 Ⅸ 完 形 Ⅸ

25 】11き I下半 37 6 一部矢 b Ⅵ 57 ユ0 8 b Ⅸ

夕6 完 形 b Ⅸ-8 底 部 網代

胴 都 132 b Ⅸ-4 F-15 】阿 部 56 一部欠 b 有孔 Ⅸ―

170 b IX-4 F-16 117 完 形 b К-4

一部欠 Ⅵ-3 128 IX-3

30 109 b Ⅸ-4 75 d IX-1

3] E-13 186 b F-17 129 一部欠 b IX-7

32 49 b Ⅸ―] 89 党 形 d ,輌 立調脇

11層

挿日番号 出土地点 土器部位 重蟄 9, 状  況 加工度 備 考 挿 FAR番 号 出土地点 土器部位 重量(9) 状  況 加工度 備 考

第125EX l B-16 胴 部 191 未製品 ? Ⅸ-8 第126図 17 E-13 胴 部 23 5 完 形 不定形Ⅸ-4

C-4 77 完 形 Ⅸ-1? 150 Ⅸ-7

3 C-10 179 _ij41矢 Ⅵ-1 117 Ⅸ-4

D-10 81 ―音L濡 平 Ⅳ-3 129 X-1

5 D― ■ 52 はぼ完形 d Ⅵ-1 21 b Ⅸ-4

6 完 形 b E-14 12 5 К-8
―きL矢 b 党 形 Ⅸ-7

8 E―H 20 3 完 形 Ⅵ-2 lA 部 b 網代

9 E-1 Ⅵ―ユ 胴部下半 318 b 【―〕

10 28 5 部矢 3 】同 部 b

Iユ 完 形 27 b Ⅸ-8

12 E-13 170 有丁しⅨ-7 E-15 212 ―部欠 IX-4

第126図 13 胴 部 164 一部欠 Ⅵ-1 口縁部 完 形 IX-8

14 129 完 形 d Ⅸ-7 胴 部 92 IX-4

15 25 9 Ⅵ―] 胴菩J下 半 限-8

16 144 有孔 K-1 32 胴 部 23 2 IX-1



揮図番号 出土地点 主器部位 重量(9) 状  況 加工度 備  考 f靡 図番号 ll土 地点 上器部位 重螢 9) 状  況 加工度 備  考

第126図 33 こ-16 底 吉I 20 3 b 網代 第127刊47 F-14 胴 部 一部次 ll-2

胴 部 完 形 Ⅸ-4 97 ll-3

口縁部 Ⅸ-7 96 完  形 IX-8

胴 部 IX― J % 欠 Ⅸ-8
第1解日37 59 9 Ⅸ-4 F-15 Ⅵ-2
第126図 38 E-17 ■ 9 139 一部欠 b X-4

16 6 b 132 完 形 臥-4
一部矢 Ⅸ-4b F-16 30 7 Ⅸ-4

E■ 7、 18 22 3 完 形 圧―

“

底 瞥I % 矢 「t-8
第1"図 42 F-13 Ⅸ-4 I・l‖

`

129 完 形 Ⅸ-4
122 半 矢 IX-8 93 半  欠 Ⅵ-1
99 一部欠 Ⅵ-3 完 形 Ⅸ-4

胴部下半 Ⅸ-8 23 7 Ⅸ-8
Blal部 138 Ⅸ-7 第145図53 E-16 208

表 採

FT‐ 図番号 出土地点 土器部位 重量 9, 状  況 加工度 備  考 挿図番号 出土地i 土器部位 重蝕 9) 状  況 加工度 備  考

第127図 1 底 部 35 5 一部欠 IX-8 第127日 4 fl・l部 27 3 完 形 Ⅵ-1

2 胴 部 60 半  欠 d IX-4 5 b Ⅸ-7
3 30 2 売 形 b IX-1 6

第 25表  石 鏃 属 性 表   (注 )数値に Xがイ寸されているものは破損 しているため、残存部位のみで計測 したものである。

出土区層位 石 材 長 さ(mm) 幅 (mm) 厚 (mE) 付  着  物 火熟痕 破  損 素材打点位置 加工状況 分 類 実 測 図 No

3  8 15 2 31 泰部 アスファル ト 基  を[ 両  面 I 第129図 1

15 8 貢 岩 162 124 26 両  面 第129図 3

6  8 両  面

5  8 頁 岩 23 6 13 2× 2 3 側   辺 下 周  辺 第129図 2

5   10 19 8 12 2 全  面 先端 基郡 両  面 第133図 1

3 11 メノウ 21 2 40 先   端 両  面 第139図 1

6 11 貢 岩 26 2 11 8 37 基部アスファルト 両  面 第139図 2

8 ノ ウ 22 2 87 基   音L 両  面 Ib 第129図 4

8 メノウ 22 5 16 7 9 7 両  面 第129図 5

4  8 頁 岩 21 2 下 周  辺 第129図 6

3   10 26 0 17 3 上 周  辺 第133図 2

5   10 メノウ 22 2 159 5 8 両  面 第133図 3

E 3   10 メノウ 24 1 15 3 全  面 左 周  辺 第133図 4

8   11 メノウ 20 8 15 1 40 下 周  辺 39図 3

3   11 22 1 13 2 5 2 但1 辺 右 半両面 第 39図 7

8 買  岩 21 5 50 下  音

`

左 半両面 第 29E�  7

8 頁  岩 22 2 9 両  面 第 29Eコ 8

8-10 25 5 182 5 下 半両面 第 39図 6

3   10 鉄石英 14 0× 49 全  面 側  辺 半両面

ノ ウ 25 4 17 2 6 2 周  辺 嘉 33図 6

E 頁  増 26 0 4 左 周  辺 窮 39図 4

E 16 0 5 両  面 第 39図 5

E 貢 岩 18 2 2 全 面 両  面 II 第 29図 9

E 16 0 151 両  面 第 33図 7

E 10 17 8 2 両  面 第 33図 8

E 10 貢 宕 19 0 3 上 周  辺 嘉 33図 9

E 頁  岩 27 0 両  面

E F 買  岩 下   部 周  辺

E16 22 1 2 左 周  辺 第139図 8

第26表 石錐属性表
出土 区層位 石  材 長  さ 幅 先端部長 先端部幅 先端部断面形 付 着 物 火熟痕 破 損 加 工 状 況 分 類 実 測 図 No

D10  4 貢 岩 9 を端 崇部 半  両  面

E17 10 15 6 ◇ 先 y・9磨耗 半 両 面 第133図 10

F14 10 25 2 56 4 全面 火や シヽゲ 先 端 部 I 第133図 H
1号土瑛 埋 1 貢  岩 5 25 0 ◇ 先端と[両 面 Ⅱ a

E 流紋岩 28 1 182 172 15 8 ◇ 先端両面 周辺 Ⅱ 第133図 12

E 6 133 76 ◇ 先端部両面 Π 第139図 9

E F 10 買 岩 56 7 35 2 7 26 2 第133図 14

E 買  岩 11 14 5X 181 ◇ 先 端 先 瑞 両 面 第 139図 10

頁 岩 15 5 8 13 0× ◇ 先 端 先 端 両 面 Ⅱ a 第139図 H
1号土羨 埋 1 鉄石英 5 50 先端 1側辺

E 8 貢 岩 31 2 17 1 7 先 _・X部 両面 Ⅱ b 第 1291X3

E 頁  岩 27 3 19 2 6 9 93 ◇ 先端 eFal剰 離 Ⅱ b 第133図

E 貢 岩 33 ユ 5 6 3 146 先端部形成 第139図

E 11 ノ ウ 62 8 190 14 15 4 118 先端 部 形 成 b 第 139図
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出土 区 層位 石  材 長  さ 幅 ナ享  さ 先端音ヽ長 先端をb幅 t端部断面形 付 着 物 火熟痕 破 損 加 工 状 況 分 類 実 測 図 No

7号土壊 埋 2 買  岩 18 1 ◇

E13 10 買 岩 24 6 27 2 ◇ 周 辺 ll 第133図 15

第27表 尖頭器属!性表

第28表 石匙属性表

第29表 礫石器類属性表

出 土 区 層 位 石 長 さ 幅 さ 加 工 状 況 破 損 実 測 図 NO

10 頁 差 46 2 107 半 両 面 第134図 19

E 10 頁 岩 43 7 20 3 半 両 面 第134図 20

E 10 買 岩 15 8 19 2X 半 両 面 と 半 第134図 21

E 10 255× 27 2 92 半 両 面 上 半 第134図 22

出 土 区 層 位 石  材 長  さ 幅 厚  さ 素材打点位置 つまみ形成 刃 音Ⅲ形 成 破   損 実測 図 NO

E 8 員 岩 53 8 上 士  千 一 側 辺 末   端 第 29図 ■

E 8 買 岩 40 0 25 9 10 1 と 第 29図 12

E 8 頁 岩 39 3 17 1 上 両 側 辺 下   部 第 29Eコ 13

E 8 頁 岩 28 2 31 2 109 上 士  〒 両 十Rl 辺 下部一再加工 第 29図 14

E 貞 岩 57 9 32 2 L 全 周 第 3図 16

E 貢  岩 62 4 26 7 「
〒  ■ 両 イRl 辺 第 33図 17

F 員  岩 74 5 ド ±  〒 両 ‖1 辺 第 34図 18

出土区層位 石  材 長 さ(mm) 幅 (mm)
'享

さ (mm) 重 さ(9) 打 痕 磨  痕 凹  痕 形 態 実 /Rl tt No

F14  8 44 8 35 4 13 7 末端  イ

Ell 11 両側

E12 8 73 5 37 6 25 7 120 末端 イ イRl辺 イ 第132図 39

F15 b 868× 1 8 先端 B 第143図 41

F18 b 147 8 43 8 1035 B

E12   10 b 192 0 20 96 0

b 243 0 れ

l号 上 坂 IV

E12 8 第132図42

F19  10

E12 10

2T  H
E12 11

1号 土 城 84 8 51 4 両端  ロロ 両   面 V

E12   8 77 5 2 両   面 V

8 112 3 89 8 3 両   面

F15  8 b 101 3 83 3 2 両端 ロロ 両   面 /rp

D12  8 b 2 両   面
=

E12  8 123 5 87 8 3 715 両   面

F13  8 55 3 2 両端 両   面

2T 8-1( 125 4 97 3 44 3 両端 ロロ 両  面

F13 8-1( d 85 2 60 8 両   面

F17 b 68 9 46 8 両面 ―イHl

Bユ ユ b 68 8 28 3 両   面

b t190 73 2 両   面

F15 d 124 1 72 7 37 8 両瑞 両   面

13 87 1 74 8 53 8 両端 両   面 第137図 53

G12 H24 80 6 両   面 αε/7 窮138図 54

E12 b 108 4 84 6 50 6 先端 両   面 第145図 51

T b 89 0 85 6 61 2 周辺 ロ 両面 一側辺

b 79 5 両  面

E12 H44 38 1 両   面

b 86 4 両   面

b 89 2 82 9 41 1 両   面

E12 b 97 2 56 3 面   面

b 86 2 51 8 両   面

8 75 3 両   面

E ll 88 3 45 2 両   面

E ll b H10 71 2 37 3 両   面

E12 b 33 7 両   面

d 111 8 717 45 0 両   面

E15 b 65 2 44 8 先端  イ 両  面

F15 11 b 116 7 59 3 50 5 先端  ロ 両   面

E17 1143 58 3 末端口 両側辺ロロ 両   面

F17 108 9 41 8 両端 ロロ 画   面
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出土区層位 石  材 長さ(mm) 幅 (mm) 厚 さ (nm) 重さ(9) ;」 磨  損 凹  痕 形 態 実 測 凶 hlo

E15 b 56 2 50 3 周辺 三  面

F15 b 127 2 5 58 3 1135 両   面 V

E17 d 1289 87 9 57 3 片   面

F18 1111 73 1 41 0 両端 両   面

104 5 一端 ロ 両   面

129 0 68 2 両   面

1119 89 5 38 8 570 イ則辺 ロ 両   面

b 77 2 39 9 み

b 120 8 一端 ロ

■92 74 0 35 9 530 一端 ロ

15 108 9 一端 ロ

E15 1243 三  面

b 1222 72 8 43 8 一端  ロ 両   面

b 1069 60 0 房

F b 77 7 280 一端

87 4 65 4 一端 ロ

b 105 8 370

100 9 811 580 第145図 50

F b 51 2 一端  ロ 第145図 49

15 b 50 7 505 第144図 46

b 78 1 β名 第144図 48

T b 105 6 93 1 79 8 第144図 47

14 67 2 63 2 三   面 第144図 44

b 74 2 32 0 一   面 第144図 45

En b 136 9 両   面

不 明 b 72 6 周辺 ロ

不 明 b 94 0 82 3 両   面 V

1号 土 嫉 54 9 57 ] 先端 面 V

9号 土 残 68 8 55 9 35 8 先,需  ロ V

124 0 65 3 両端 ロ み V

b 62 1 周辺 三   面

93 7 84 8 79 1 閣   面

b 72 6 58 0 55 7 五   面 第143図 43

1号 土 袋 b 956X 34 7 一端 ロ Ⅶ(?)

F15  10 b 130 4 37 4 一端

E14 10 122 8 58 2 191 両瑞ハハ イ11辺ノ

E14  10 b 152 5 57 9 31 2 先端ハ 側辺ノ 両   面 第137図 52

A13  10 b 132 7 74 5 29 1 両瑞 がθ 第137図 51

15 109 2 56 1 40 4 先端  イ

b 41 4 一端 ロ

C3 4 b 1684 両端 ロロ 両   面

13 b ■26 55 9 42 1 一端 ロ 弟

表 保 ■06 47 7 両端 ロロ ーl1/

表 採 149 2 42 2 (一端 口) (両 面)? lI′

F15  11 81 2 ( ) ( )

1号 上 妖 b H68 46 6 39 2 一端  ロ Ⅷ

A13  8 H83 39 7 160 両端  イ Ⅷ 第132図 40

E13  8 950X 37 4 170 一端 イ (?)

11 1432 56 4 412 一端ハ 側辺ノ

17   10 1780 37 2 一端 ロ

158 2 一端 ロ 一   面

166 2 64 5 一端  ロ

11 b 1799 44 9 両端 両   面 第143図 42

F16   8 b 116 8 42 6 37 8 両瑞  ロロ 第132図 41

F16■ 7 ベル b 47 3 38 7 両端  ロ (

■04 端  ロ Ⅸ

A13  11 119 5 35 6 端  イ 第132図 38

E13  8 552× 先
'吊

 イ ?Ⅷ ～Ⅸ
7号 土 残 54 2 48 8 26 1 一端  ロ

E12  11 690X 46 4 24 7 側辺 イ 第143図 40

(注〉 石材 a 粒子が細かく極めてかたいもの  b やや多孔質でかたいもの  c 粒子が細かくやわらかいもの

d 多孔質でかたいもの  e 多孔質でやわらかいもの

打痕 イ 濤状の痕跡  口 円形もしくは脩円形の潰れ状の痕跡  ハ ま」離面

凹痕 α ―ヒゴー  β  L_「   γ 
―

 δ ―



図版 1

1.遺 跡 違 景

(高館山より望む)

2.遺 跡 近

(東→西)

3.第 3・ 第 4ト レンチ

調査前の状況
(南→北 )



図版 2

1.基 本 層 位

2.1号 河川跡断面

(B-17区北壁)

3.第 2ト レンチ土境群

(北→南)

Ⅷ転

鑽
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図版 3

1.第 1ト レンチ埋甕跡

2.1号土境遺物出土状況

(南→北)

3.1号 。2号土境全景

(南→北 )
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図版4

1.3号 土媛 全景

(北→南)

2.4号 土境 全景

(南→北 )

3.5号 土媛 全景

(南→北 )



図版 5

1.6号 土壊 全景

(東→西)

2.7号 土媛 全 景
(北→南)

3.7号 土壊石製品
出土状況
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甕

1.

2.9号 土境 全 景

(西→東)

3.10号 土媛 全 景

(南→北 )

図版 6

8号 土媛 全 景

(西→東)
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ォ
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■lr狼

,′

■
1転



図版 7

1。 ¬ 号 土境 全景

(西→東)

2.13号 土媛全 景

(南→北)

3.第 2ト レンチ遺物
出土状況

(南→北)
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図版 8

1.E-14区第 8層出土
深鉢形土器

υ.D-5区第11層 出土
土器

3.E-14区 第¬層出土

土器

一一　，Ｐ一（　・ｒＦ

I密



図版 9

1,E-12区第1lC層 出土

土器

2.E-13区第10層 出土

イノシシ形土製品

3.F-13区 第10層 出土
スプーン形土製品



図版10

1.E-13区第 8層出土
壺形土器 (行方不明)

2.第 1ト レンチ 1号河川跡南岸検出状況
(西→東)

3.第 3ト レンチ 1号河川跡

南岸検出状況



図版11

1,第 3ト レンチ 1号河

川跡北岸検出状況

2.第 4ト レンチ 1号住
居跡全景 (北→南)

3.第 1ト レンチ 1号・

2号溝全景 (東→西)

鯵



図 版 12

第 2ト レンチ 4号溝
全景 (南→北 )

、
一一一．

・ヽｉ
一
　

．

″・
　

ヤ

一　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
一ｔ
・　
　

．

・一一一・一゙
一一・一
一

（
一す

一
　

＾
．

．

一

ｆ
■
驚
一

一

　

　

　

　

．

・″輩
■

↓
義
一

2.第 3ト レンチ 1号溝全景 (東→西) 3.第 3ト レンチ 3号溝全景 (東→西 )



一ｉ，卜，生一一・４

「

一^‐
・

ざ

■

| |す |■
.  や

'141学
-11

∬群
,.持 1嗜泰

―

子1■  |

,―
.1

図版13

1.第 1ト レンチ 1う可

川跡出土須恵器甕
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図版 14

1.第 1次調査
8号 。9号溝断面 (4区 )

2.第 1次調査
5号溝断面 (5区 )

3.第 1次調査
6号溝断面 (5区 )
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図版15

1.第 3次調査トレンチ
北壁断面

2.第 3次調査
1号溝全景

3.第 3次調査
3号・4号溝全景
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図版17 縄 支 土器 (2)(縮尺不同)
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図版18 縄 支 土器 (3)(縮尺不同)
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図版19 縄 文 土器 (4)(縮尺不同)
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図版20 縄 支 土 器 (5)(縮尺不同)
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図版21 第 8層出土遺物 (1)(縮尺不同)



贔 5聾

7 第60図 8    13 第68図 7

8.第 61図16   14 第64図 4

9 第63図 1    15 第67図 2

10 第62図 1    16 第70図 5

11 第63図 6   17.第 58図 11

12 第64図 1

1.第 58図 5

2 第59図 4

3    //  8

4 第60図 1

5    //  5

6    //  4

図版22 第 8層出土遺物 (2)(縮尺不同)
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図版24 第10層 出土遺物 (2)(縮尺不同)
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9  第87図 6
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図版25 第10層 出土遺物 (3)(縮尺不同)
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図版26 第1la層出土遺物 (1)(縮尺不同)
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図版27 第1la層出土遺物 (2)(縮尺不同)
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図版29 ミニチュア土器と土製品 (縮尺不同)
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図版30



土器接合面例 (2)

内面格子状沈線

網代 (第 52図 3)

図版31 土器接合面の刻目と網代 (縮尺不同)
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図版32 第 8層出土の石器 (1)
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図版33 第 8層出土の石器 (2)
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図版34 第10層 出上の石器 (1)
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図版36 第10層 出上の石器 (3)
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図版37 第11層 出上の石器 (1)
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図版38 第11層 出上の石器 (2)
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図版39 第11層 出上の石器 (3)
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図版40 第11層 出上の石器 (4)
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図版41 遺構出土 。その他の石器
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図版42 鹿角・昆虫圧痕・弥生土器 (縮尺不同)

弥生土器
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第160図 6   5.第 161図 5   9 第162図 4

ク  7   6 第159図 7  10.第 160図■

ク  8  7 第161図 10  11. ″ 10
第161図 1   8 第162図 3  12 第162図 1

須 恵 器 (縮 尺 不 同 )(縮尺 不 同 )
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il報転

1 第159図 3

2 第161図 9

3 第160図 4

4 灰イ山陶器

5 第165図 2(青磁 )

6  ク  (//)
7 灰釉陶器

8     ク

図版44 土師器・須恵器 。青磁・灰釉陶器 (縮尺不同)
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図版45 土錘・獣骨・炭化種子 (縮尺不同)

馬の上腕骨 (上下とも同一個体)

馬の臼歯

馬の臼歯
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図版46 須恵器甕の叩き目
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図版48 花粉の顕微鏡写真 (2)
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